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プロローグ







　ドイツとオーストリアの国境に横たわるバイエリッシュ・アルペン山脈。

　天使族が住まう里は、その山間部にあった。

　最高峰のツークシュピッツェは観光名所として知られおり、登山電車やロープウェーまで用意されている。

　だが、天使族の里は俗世から隔絶されていて、にぎやかさとは無縁だった。人類との交流は永らく途絶えている。

　仮に、奇特な登山者が天使族の拠点に近寄ったとしても、強力な結界が張られているため、そこに集落があるとは夢にも思わない。

　もっとも、たまに遭難者が行き倒れていたりすると、天使族も無慈悲ではないので、ちゃんと救助してやったが、滞在中の記憶は念入りに消した。

　かつての天使族は、その身に秘めた膨大な力を駆使し、はるかなる天空に己おのが〝領土〟を構築していたという。天使族の黄金時代であった。

　だが、多くの幻棲種ヴエイロンと同じように、天使族も世代交代を重ねるにつれて、弱体化していった。様々な理由が挙げられるが、一つは異種族の血が混じったことだろう。

　巨大な〝力〟を後世に引き継ぐためには、それ相応の試練を乗り越えねばならない。驕おごり高ぶった天使族は、数千年にわたり純血を保つのにどれほどの努力を要するのか、考えようともしなかったのだ。

　特に近代以降、凋ちよう落らくの一途をたどった天使族は、この嶮けん峻しゆんな山岳地帯に隠れ住むことで、かろうじて血脈を保っている。

　食糧については、高山地帯でも栽培可能な穀物を独自開発したり、下界から〝調達〟することで、かろうじて賄っていた。

　もし、生物学者が天使族の実態を知るような機会があれば、彼らを絶ぜつ滅めつ危き惧ぐ種しゆに認定しただろう。




　ディートリンデ・アルマ・ミカエリスは、そのような環境で生まれ育った。

　この集落には、下界にある修道院と似たような様式が導入されていた。

　修道院長（天使長）の屋敷、修練院、施療院、薬草園、穀物庫、家畜小屋……といった施設が、所狭しと並んでいたのである。そして、中央に鎮座する古風な聖堂がディートリンデの家であった。

　その日、ディートリンデは周囲に内緒で探検に出かけた。

　目指す場所は聖堂の地下室である。

　普段の彼女からは想像もつかない大胆な行動だった。もちろん、言い出しっぺは彼女ではない。

　きっかけは、大好きな〝お友達〟の誘惑だった。

『なあ、リンデ。あそこに何があるのか、お前だって知りたいだろ？』

「うーん……院長先生に怒られそう……」

『かまわねえよ。なんと言っても、オレたちは天使族の希望なんだ。オレたちを誕生させるために、天使族は相当な無む茶ちやをやったらしいぜ？　オレも詳しいことは知らないけど。でも実際、あいつらはお前を〝お姫様〟扱いしてるよな。多少の悪戯いたずらがバレたところで、どうってことはないさ』

「多少ってことはないと思うけど。この地下室にだけは入っちゃダメだって、院長先生が言ってたし」

『だからこそのぞいてみる価値があるんじゃねぇか』

「ほんとに大丈夫かなあ？」

　と心配しながらも、リンデは地下室へと至る石段を降りている。固い冷たい足音に、深い残響がまとわりついている。ちなみに、足音はリンデの分しか聞こえない──。

　周囲は真っ暗だが、リンデ自身が光源となっているので、懐中電灯もランプも不要だった。闇やみに隠されていた地形は、そのすべてを赤裸々にさらしていた。

　石壁はごつごつとしていて、手触りは最悪だ。

　石段の横幅は、せいぜい成人男性の肩幅程度である。足もとは凹凸が激しく、少しでも油断すれば躓つまずいてしまいそうだった。

　やがて石段が尽きた。

「ふう……」

『いよいよだな』

　目の前に巨おおきな扉が立ちふさがっている。十字架の模様が彫りこまれていて、リンデを威嚇しているかのようだ。

　かたく施錠されているが、事前に合い鍵を拝借しておいたので抜かりはない。

　開錠した。扉を開けようとしたとたん、ぎぎぎ……と嫌な音が響いたのには、心臓が停とまりそうになった。

　幸い、だれかが駆けつけてくる気配はない。

『行こうぜ、リンデ』

「うん……」

　リンデは足を踏み入れた。季節は夏のはずなのに、氷室のような冷たさを感じた。地下室の全景がおぼろげに浮かびあがる。予想以上に広い空間だった。聖堂の内陣に匹敵するだろう。

　リンデは恐る恐る歩を進めた。最奥部に祭壇のような場所がある。

「これは……？」

　一見、棺かん桶おけが二つ並んでいるように見える。

　ただし、一方が常識的な大きさなのに対して、他方は桁けた外はずれのサイズを誇る。図鑑で見た恐竜の死体なら、ぴったり合うかもしれない。

『院長のやつ、こんなもんを隠してやがったのか。にしても……こっちのバカデカい棺桶はなんだろうな？　開けてみようぜ、リンデ』

「だっ、ダメだよう！　罰当たりだって！」

『気にすんな、リンデ。なんの娯楽もない、こんなクソみたいな山奥に閉じこめられているんだ。このくらいの役得はあってもいいだろうさ』

「わたしは、ここの生活に満足してるけど」

『はあっ？　お前、外の世界を見たいって思わないのかよ？』

「だって、図書室に行けばたくさんの本があるし。外の世界を知りたければ、本を読めばいいんだよ」

『ったく、欲がないよなあ。ま、そこがリンデのいいところかもな。ま、そういうわけで、さっさと開けようぜ』

「なにが『そういうわけで』なのか、わからないよ……」

『いいじゃねえか。どうしても嫌だって言うんなら、オレがやってやるよ。今までだってそうだったろう？　嫌なことは、全部オレが肩代わりしてやるからさ』

　リンデは首を横に振った。

「ううん。この程度なら、わたしがやる。わたしだって、興味がないわけじゃないし。それに、この柩ひつぎには……なにか、とても大切なものが秘められている気がするの」

『そうこなくっちゃな。デカい柩ひつぎと小さい柩、どっちから開ける？』

「う～ん。やっぱり、巨おおきい柩かな。気になるし」

　リンデは二つの柩の狭間はざまに立つと、巨大な柩と向き合った。やはり巨きい。床に安置されたそれは、リンデの背丈を軽く超えている……。

　リンデは能力の一部を解放した。背中から翼を生やし、ゆっくりと浮遊する。蓋ふたの外縁部に触れると、ゆっくりと押した。

「んしょ、んしょ……」

　常人ならば微動だにしないだろう蓋は、ずずず……という音をたてながら、ゆっくりと縦方向にスライドしていった。

　このまま隙すき間まをつくれば、亡なき骸がらの顔を見ることができるはず──。

　リンデ自身が放つ光輝が、柩の内部を徐々に照らしていく。

　次の瞬間、柩の底に横たわるそれと目が合った。




「──!?」

　リンデは跳ね起きた。

「夢かあ……」

　安あん堵どしつつ、周囲を見わたす。

　御薪みかまぎ学園高等部、女子寮の一室である。リンデは二段ベッドの上段で眠っていた。

　夜明けが近いのか、室内はほの暗い。

　久しぶりに幼少時を思いだした。いまになってあんな夢を見るなんて、もしかしたらホームシック気味なのかもしれない。

　それにしても、ひどい夢だった。

　たしかに、リンデはあの地下室に忍びこんだことがあった。しかし、柩を開けることはできなかった。柩を開けるべきか否か迷っている間に、リンデを捜していた大人たちに発見されてしまったからだ。

　リンデはこっぴどく叱しかられた……のだと思うが、記憶にない。あの〝お友達〟が身代わりになってくれたからだ。

「そういえば、あの子……いつから会えなくなったんだろ？」

　男勝りな口調だったし、あの子が初めて〝現れた〟とき、リンデはすっかり男の子だと勘違いしたのだけれど、あの子ははっきりと否定した。そう、あの子は女の子なのだ。そのことだけは、妙にはっきりと思いだせた。

　しかし、彼女にまつわる記憶は曖あい昧まいで、今では輪郭をほとんど留とどめていない。今朝、夢に見なければ、このタイミングで思いだすこともなかっただろう。

「はあ……」

　思わず溜ため息いきがもれたとき、ベッドの縁からにょきっと大きなキノコが生えた。

　真っ黒なキノコである。

「ひゃあっ!?」

　何事かとばかりにリンデはのけぞったが、よく見るとルームメイトの頭部だった。

「リンデ、どうかした？　ものすごい叫び声だったけど」

　夜や行ぎよう花はなはベッドの縁から顔の上半分だけを出して、そう尋ねてきた。

「ごめんね、夜行さん。ちょっと怖い夢を見ちゃって、それでつい……」

「ふうん。良かったら、聞かせてくれる？」

　意外にも夜行は食いついてきた。怖い話が好きなのだろうか。

「ご、ごめんね……目が覚めた瞬間に忘れちゃった」

　リンデは噓うそをついたが、夜行は疑いもしなかった。

「ま、よくあるよね。そういうことって」

「そうそう、よくあるよね……」

　リンデはちくりと罪悪感をおぼえた。元々、噓をつくのは苦手なのだ。

「起床時間まで、あと三十分くらいだけど。どうする？」

　と、夜行は無造作に話題を変えた。

「う～ん……それじゃあ、もう少しだけ……」

　リンデは枕に顔を埋うずめるようにして、横たわった。元々、朝には弱いのである。と、夜行が梯子はしごを上りきって、リンデのベッドにもぐりこんできた。

「……夜行さん？」

「わたしも、もう一眠りする」

「そ、そう？　でも、どうして私のベッドで……？」

「なんとなく」

　夜行は目を閉じた。もしかしたら、怖い夢を見て絶叫してしまった自分を気遣っているのだろうか。無愛想だけど、妙に気の回るルームメイトなのだった。

　夜行の寝顔をにこにこしながら眺めていると、心が和んだ。こういうひとときも、悪くない気がする──と思ったそのときだった。

「おっはよーっ[image: ]」

　突然、扉が荒々しく開け放たれたかと思うと、威勢の良い挨あい拶さつとともに、だれかが乗りこんできたのである。

　あまりの騒々しさに、リンデも夜行もビクッとして跳ね起きた。

「寮長？」

　夜行がぼそりと呼びかけた。

「はーい！　御薪みかまぎ学園高等部女子寮、寮長の神かみ郡ごおり摩ま耶や美みでーす！」

　部屋の合い鍵を指先でもてあそびつつ、彼女は堂々と名のりをあげた。

「一体、なんですか？　まだ起床時間にもなっていませんが？」

　夜行の声は冷たい。

「夜行ちゃんったら、こわーい！　ほら、リンデちゃんは留学生でしょ？　なにか不便なことがあったらあたしの責任だし、放ほうっておけなくてさ！　というわけで、今朝は家庭訪問を実行してみました！　えへっ！」












「どこからツッコんでいいのやら……」

　夜や行ぎようはすっかりあきれた様子だった。




　リンデが初めて神かみ郡ごおり摩ま耶や美みに会ったのは、女子寮で開催された歓迎パーティーの席上であった。

　摩耶美は司会進行役を務めるだけでなく、自らも隠し芸大会に参加したりして、拍手喝采を浴びていた。常に皆を楽しませようと喋しやべりまくり、歌い、踊り、楽器を演奏したりもした。ふざけているようで、実はすごい人ではないか……とリンデは感心したものだ。

　もっとも、破天荒な印象があるのも事実だった。

　とにかくハイテンションで、放っておくとどこまでも走って行く暴れ馬。校内においても、どちらかというと問題児として有名らしい。

　あの歓迎パーティー以来、摩耶美はリンデを妙に気にかけてくれる。

　留学生ということで、困ったことはないか、周囲との摩擦はないか、故郷から離れて寂さみしくないか……などと、あれこれ心配してくれるのだ。

　それにしても、こんな朝っぱらから〝家庭訪問〟とは……やっぱり破天荒である。

「リンデなら問題ありません。わたしが付いてますから」

　と夜や行ぎようが鋭く言った。

「がーん！　ひょっとして、あたしの出る幕なんてなかった!?」

「残念ながら、いまのところは」

「そっかー！　ほんと残念！」

　摩ま耶や美みはおでこをペチッと叩たたいてみせた。

「でもでも、困ったことが出てきたら、なんでもあたしに相談してよねっ！　この寮長が素敵に解決してあげるっ！　そんじゃー、またね～！」

　摩耶美は早口でまくし立てると、ぴしっと敬礼し、あっと言う間に去っていった。

「まるで台風みたいだったね……」

「悪い人じゃないけれど、ちょっと迷惑。でも、ふしぎと憎めない……寮長は、そういう人。リンデ、寮長に随分と気に入られたみたい」

「それ、喜んでいいのかなあ？」

「さあ、どうだか」

　結局、二人とも目が冴さえてしまったので、起床することになった。





Ⅰ　開戦準備







　西暦二〇二〇年四月十五日午前零時。

　海上都市オリュンポスでは、幻棲種ヴエイロンたちによる東京争奪戦、すなわち『幻神大戦』の開会式が開催された。

　だが、『幻神大戦』そのものを快く思わないアメリカ合衆国政府は、オリュンポスに在日米軍を派遣。開会式に参加していた幻棲種たちに猛攻を加えるも、反撃を受けて壊滅した。

　米軍の横よこ槍やりがあったものの、開会式の目標は達成された。

　膨大な数にのぼる参加志望者はふるいにかけられ、本戦出場資格を得たのは、わずか九名。すなわち、吸血鬼、妖よう狐こ、龍りゆう、鵺ぬえ、巨人、夢魔、人じん狼ろう、天使、そしてゴブリンであった。




　同日未明。

　海上都市オリュンポスは、まだ夜の闇やみに包まれている。

　在日米軍のニミッツ級航空母艦「ロナルド・レーガン」を轟ごう沈ちんさせた吸血鬼ヴラド──ヴラディスラウス・ドラクリヤは、もはや敵の援軍がないのを見届けると、全身を黒霧化させる能力を使い、またたく間に戦場を去った。

　現在、そのヴラドに肉体の主導権を握られている月見里やまなし大たい雅がは、ただただ呆ぼう然ぜんとするばかりで、ヴラドに声をかける気にもならない。なによりも、全身が黒霧化している状態というのは、まるで肉体を分子レベルに解体されたような感覚であり、筆舌に尽くしがたい気持ち悪さがあった。

　夜の闇やみと同化したヴラドは、海上都市の上空をゆらゆらと漂った末に、第七区「アルテミス」に到達した。ひときわ立派な高層ビルの屋上に着地すると、ヴラドは黒霧化の能力を解いた。しかし、出現したのは吸血鬼ヴラドではなく、月見里大雅の姿であった。なんの予告もなく肉体の主導権を返されたので、大雅は面食らった。

「もういいのか？」

『予は先ほどの戦闘で妖気を消耗した。さっさと補給するがいい』

　頭のなかにヴラドの声が響く。が、先ほどの戦闘で見せた覇気が感じられない。

　大雅自身、自分の身体からだがひどく疲労していることに気づいた。いや、むしろ人間の姿にもどったとたん、疲労は何倍にもなって襲いかかってきた。

「うぐっ！　なんだこれ……？」

　身体が砂袋のように重い。頭がぐらぐらする。吐き気もする。

　大雅は絶えきれず、その場で膝ひざをついてしまった。一歩も歩ける気がしない。米軍を相手に戦っていたときのヴラドは、もはや無敵としか思えなかったが、吸血鬼といえども生命体である以上、消耗は免れないということだろう。

「はあ、はあ……補給って、どうやって？」

　息も絶え絶えになりながら、大雅は尋ねた。

『貴様の頭ず蓋がい骨こつには糞くそでも詰まっているのか？　吸血鬼の補給といえば、人間の生き血に決まっているだろう。無論、うら若き処女の生き血であれば、なお良いぞ』

「そんな都合良く……」

　反論しようと思った矢先、大雅は「いや、ちょっと待てよ」と思った。考えてみれば、補給の対象には事欠かないのではないか。

　御薪みかまぎ黒くろ羽はの自宅には、亜あ埜の瀬せミラを筆頭とするメイド集団がいる。そして、大雅をこんな身体にした黒羽にしても、資格なら充分にありそうだ。と、そこまで考えて、大雅は重要なことに気がついた。

「だけど、血を吸われた相手はどうなるんだ？　吸血鬼になってしまうんじゃ……」

　もしそうなら、安易に他人の血を吸うわけにはいかなくなってしまう。

『問題ない。ただ吸血するだけであれば、相手が吸血鬼になることはない。人間を吸血鬼化するためには、相手の血液を吸い尽くしたあと、己の血を与える必要がある。つまり、血液をそっくり入れ替えるわけだな。さすれば、相手は晴れて吸血鬼と化すのだ』

「そうか。そういうことなら、御薪家のメイド団に頼っても問題はないか……ちょっとした献血みたいなもんだしな……。それにしても、困ったな。自宅はこのビルのなかだっていうのに、もう立ちあがる気力すらないぞ……どうすればいいんだ？」

　あいにく返事はなかった。

　どうやらヴラドは一足先に眠ってしまったようだ。

「薄情なやつだな……」

　そのとき、大たい雅がに救いの手をさしのべるように、ポケットのなかでスマホが鳴った。開会式の最中はスマホの使用が封じられていたのだが、いつの間にか使用可能になっていたようだ。

　なんとか液晶画面をのぞきこむと、発信者は御薪みかまぎ黒くろ羽はと表示されている。

「た、助かった……」

　大雅は余力を振りしぼり、通話ボタンを押した。

《やっとつながった！　いまどこにいるの!?》

「お前んちの屋上だけど……すまないが、迎えに来てくれないか？　事情はあとで説明する……ああ、それとストレッチャー的な道具があると、僕を運搬するのが楽かもしれないな」

《は？》

　もはや喋しやべるのも億おつ劫くうだったので、大雅は通話を切った。黒羽は聡そう明めいな少女だし、このまま待っていれば、メイドたちとともに駆けつけてくるだろう。

　大雅はスマホを投げだすと、仰あお向むけに横たわった。

　ふと顔を横に向けると、東側の地平線がうっすらと白んでいる。

「夜明けか……」

　そうつぶやいたとたん、強烈な睡魔に襲われた。




　大雅が目を覚ますと、そこは病室だった。

　おそらく研究施設内の一室だろう。吸血鬼として覚醒して以来、あちこちの施設を連れ回されたものだが、この病室ははじめてだった。白を基調としていて、枕もとには各種設備がととのっている。液晶パネルには日付や時刻も表示されていた。





　　　2020/04/15 (Wed)
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「マジか……」

　あれから十二時間近くも眠りこんでいたわけだ。

　今日は平日なので、入学早々、学校をさぼってしまったことに気づいた。皆勤賞を狙ねらっていたわけではないし、御薪学園に思い入れがあるわけでもないが、なんとなく残念に思った。ふとリンデと龍威ロンウエイの顔が脳裏をよぎった。

　枕もとのボタンを押せばナースが飛んでくるのだろうが、なんとなく億劫に感じ、思い留とどまった。

「おい。起きてるか？」

　とりあえず、自分の体内に棲すんでいる吸血鬼に声をかけてみたが、返事はなかった。まだ眠っているのだろうか。

　サイドテーブルに大たい雅がのスマホが置かれている。なにか《運営》から連絡が入っているかもしれないと思い、起きあがろうとしたが、

「ぐっ……！」

　身体からだが重たく感じられ、なかなか思うようにいかない。また拘束具でもはめられているのかと思ったが、そうではなかった。ごく平凡な検査着を着せられているだけだ。

　そういえば、意識を失う直前も、こんな状態だったと思いだした。睡眠をとったおかげで、もはや眠気は感じないものの、肉体のほうはまったく回復していないらしい。

「ぐぬっ……」

　それでも、なんとか上体を起こし、腕を伸ばすと、ようやく指先がスマホに触れた。

　もう一息……と思ったら、つかみ損ねた。

「あっ！」

　スマホはあっけなく床に落ちて、乾いた音をたてた。

　たしか軍用規格ミルスペツクと言っていたから、この程度の衝撃で壊れることはないはずだが、それにしても忌々しい。なんとかスマホを拾おうと四苦八苦していたそのとき、出入口の自動扉がスライドした。

「大雅！」

　黒くろ羽はだった。

　相変わらず白衣を着用している。背後にはメイド服姿のミラを従えていた。タイミングが良すぎるので、おそらく室内のどこかに設置された監視カメラを通じて、大雅の様子をモニターしていたのだろう。

　──ドクン。

　その瞬間、大雅は異様な昂たかぶりをおぼえた。

　鼓動が早鐘のように激しくなった。

「身体は大丈夫なの？　屋上でぶっ倒れてたから、心配したわよ」

　黒羽は心底、大雅を心配してくれているようだ。ベッドの脇わきに駆けつけると、大雅の顔をのぞきこもうとした。

　大雅は欲情した。黒羽がこれほど魅力的な女だったとは！

　しかも吸血鬼が最も好むという、極上の処女だ。

　いや、ちょっと待て。どうしてそんなことがわかるのだろう？　吸血鬼の勘というやつだろうか。

　なんにせよ、大雅は黒羽のうなじから目が離せなくなった。

　ほっそりとして、白はく磁じのように美しい肌をしている。

　黒髪とのコントラストがまぶしい。

　黒くろ羽はがほしい。黒羽の血が──。

　本能的な欲望に突き動かされるままに、大たい雅がは動いた。

　黒羽を荒々しくベッドに引きずりこむ。華きや奢しやな両肩をつかみ、マットに叩たたきつけるようにして寝かせた。そして、馬乗りになった。

　黒羽はおどろきのあまり声も出せず、呆ぼう然ぜんと目をみはっている。

「なっ、なんという狼ろう藉ぜき！　血迷ったのですか!?」

　ミラが血相を変えて襲いかかろうとしたが、

「待って、ミラ！」

　意外にも黒羽が制止の声を放った。

「しかし、お嬢様！」

「わたしは大雅を信じる。あの大雅が、理由もなくこんなことをするはずがないわ。だから……ミラは外で待ってて。この部屋に、だれも入ってこないように、見張っていて。お願い……」

「了解、しました」

　後ろ髪を引かれているのは明らかだったが、ミラはおとなしく部屋を出た。自動扉が音もなく閉ざされて、ミラの後ろ姿を隠した。

　黒羽は明らかに怯おびえている。全身の震えが伝わってくる。それでも、大雅の目をまっすぐに見た。

「わたしの血が、ほしいのね？」

　さすがは吸血鬼の研究者だけあって、黒羽は見抜いていた。

　大雅はうなずいた。

「ああ……どうやら、そうらしい。人の生き血を吸わないと、失われた妖気の回復はできないんだ。あの男が、そう言ってた……」

「あの男？　もしかして、ヴラディスラウス・ドラクリヤと名のった吸血鬼のこと？」

「ああ。俺おれの体内に棲すみついているやつだ……あいにく、いまは眠っているみたいだけどな……」

　なんとか欲望に堪えながら、大雅は答えた。

　しかし、もはや全身を突き上げるような衝動は抑えがたく、今にも黒羽のうなじにかぶりついてしまいそうだ。

　もっと良くうなじが見えるように、大雅は荒々しく黒羽の衣服を引き裂いた。うなじから肩のライン、鎖骨のくぼみ、下着のストラップ、そして胸もとの浅い谷間までがあらわとなった。

　黒羽は真っ赤になったが、それでも抵抗はしなかった。

「わかった。わたしで良ければ……吸ってちょうだい。自分の身体からだを使って実験ができるなんて、吸血鬼の研究者としては願ってもないチャンスだわ」

　と、殊しゆ勝しようなことを口にした。

　その瞬間、理性のたがが外れた。

　無論、人の生き血を吸った経験など大たい雅がにはない。

　それでも、ふしぎと理解できていた。

　吸血鬼にとって、それは食事や生殖行為と同次元の、本能に刷り込まれた行為の一つなのだろう。

　人工吸血鬼である大雅もまた、その本能を獲得していたのだった。

　だれも踏み荒らしたことのない雪原に、最初の足跡を刻みこむように、大雅は目の前の柔肌に犬歯を突きたてた。

　今や鋭利な牙きばに変形した犬歯は、乙女の肌を突き破り、鮮血をもたらした。舌先が血の味を感覚したとたん、大雅は恍こう惚こつとなった。

　乙女の生き血が、これほどの美味であろうとは！　なんという芳ほう醇じゆんさか！

「あっ……」

　と、黒くろ羽はが悲鳴のような吐息のような声をあげた。それは大雅の情欲をさらに昂たかぶらせる効果をもたらしただけだった。

　大雅は吸血した。大雅の嚥えん下げに同調するかのように、黒羽が身体からだをくねらせる。どうやら血を吸われることに快楽をおぼえているようだが、しかし流されぬように、歯を食いしばって耐えているのがわかる。












　健けな気げなやつだと思うと、愛いとおしさがこみあげてきた。

　それが人間らしい感情なのか、あるいは吸血鬼らしい感情なのか、大たい雅がには区別がつかなかった。




　……およそ三十分後。

　室内の物音がぱたりと途絶えたので、扉の脇わきで見張りを務めていたミラは、不審に思って入室した。そして、ベッドの脇に立つなり頰ほおを赤く染めた。

「なっ、なんて破廉恥な……！」

　大雅と黒くろ羽はが折り重なるようにして眠っている。二人そろって、おだやかな寝息を立てていた。

　あろうことか、黒羽は半裸に等しい状態である。衣類のあちこちが裂かれていて、まるで暴漢に襲われた直後のようだ。よく見ると、うなじのあたりに二つの丸い疵きず痕あとが穿うがたれていた。

　見るからに痛々しいが、すでに出血は止まっている。呼吸にも脈拍にも乱れは感じられない。

　あとで医師に診てもらう必要があるが、いまはそっとしておこうと思った。

　黒羽の寝顔が、とても幸せそうだったからである。




「うーん……」

　薄暗がりのなか、大雅は目覚めた。

　布団のなかがとても暖かい。

　それに、妙にやわらかな感触がする。

　さらには、シトラス系の甘い香りも……。

「……？」

　疑問をおぼえつつ、うっすらと目を開く。

　視界いっぱいに黒羽の顔が現れた。

　幼女のように無む垢くな寝顔。

　思わず叫び声をあげてしまいそうになったが、なんとか堪えた。

　たちまち昨日の記憶が甦よみがえる。

　そうだ、自分は「補給」のために黒羽を押し倒し、血を吸って……そのまま寝入ってしまったのだ。しかも、黒羽と一緒に……。

　ミラがその気になれば、黒羽の身柄を他室に移動させるくらいはできただろうに……と思うと、恨めしい気持ちを抱いた。

　一体、どういうつもりなのだろう？

　とりあえず、大雅は上半身を起こした。

　室内は薄暗い。

　遮光カーテンの隙すき間まから、金色の陽光が射さしこんでいた。

　ベッドに搭載されているデジタル時計を確認してみると、





　　　2020/04/16 (Thu)
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　日付が変わっている。窓から射しこんでいるのは朝あさ陽ひなのだった。

　ふと大たい雅がは気づいた。

　昨日はあれほど重たく感じた身体からだが、今朝はいやに軽い。見事に回復していた。

　乙女の生き血の効果に、思わず戦せん慄りつをおぼえたほどである。

　黒くろ羽はが目を覚まさぬうちに、大雅は部屋を抜けだした。




　生活拠点としているフロア──最上階の四十八階に帰ると、まずはシャワーを浴びた。手早く制服に着替える。そして、いつものように朝食の席に着いた。

　キッチンではミラを筆頭に、メイドたちが甲か斐い甲が斐いしく働いていた。

　ミラ以外のメイドたちは、大雅に対して素っ気ない態度をとる。そういう指示が出されているらしい。大雅がリビングに足を踏み入れても、無反応だった。

　テーブルにはすでに豪華な朝食が並んでいる。今朝の献立は洋風で、見るからに焼きたてと思われるロールパンが美お味いしそうだ。たちまち空腹をおぼえた。処女の生き血は堪たん能のうしたが、人体をベースとした肉体は、人間らしい食事を望んでいるらしい。

「おはようございます、大雅様」

　そのとき、ミラが眠気覚ましのコーヒーを持ってきた。もっとも、黒羽の寝姿を見たせいで、眠気など吹き飛んでいるのだが。

「ああ、おはよう。黒羽はまだなのか？」

「先ほどお目覚めになりましたが……なにやら恥ずかしがっておられるご様子でした。一人の女にとって、死にたくなるほど恥ずかしい姿を見られてしまったわけですから、しかたのないことかと」

「その台詞せりふ、前にも聞いたけど……今回は反論の余地がないな」

「ついでに言えば、大雅様に寝顔を見られてしまったことも、羞しゆう恥ち心しんに拍車をかけたようですね」

　大雅は溜ため息いきをついた。

　真っ白な肌を剝むき出だしにした黒羽の艶あで姿すがたが、脳裏に浮かぶ。

　正直なところ、大雅は黒羽を子ども同然に見なしていた。どちらかというと、ミラのように大人っぽい女性が好みだった。

　だが、昨夜の黒羽はちがった。あるいは、血に飢えた大雅の欲望が、黒羽を女らしく見せたのだろうか。

　うろおぼえだが、吸血行為に夢中になっている最中、自分は黒くろ羽はの身体からだのあちこちを、無遠慮に撫なで回したような気がする……。

　そう思うと、大たい雅がもまた、恥ずかしさのあまり、自室にこもってしまいたくなった。

「お嬢様のメンタルについては、わたくしにお任せを──」

　ミラが珍しく、優しい口調で言いかけたそのとき、リビングの扉が開いた。

「……おはよう」

　黒羽だった。

　普段以上に無愛想だし、大雅とは目を合わせようともしないが、それでも顔を出してくれた。それだけで大雅は安心した。が、昨日の黒羽が見せた乱れぶりが脳裏に浮かんでしまい、ついつい意識してしまう。

　いまの黒羽は地味な私服姿なのだが、衣服の下に隠された身体を想像すると……。

「こほん！」

　そんな大雅の内心を見透かしたかのように、ミラがわざとらしい咳せき払ばらいをした。

　大雅は我に返った。

　いつの間にか、黒羽の身体を凝視していたようだ。

「えっと……身体は大丈夫か？」

　とりあえず、昨夜は結構な量の血液を吸わせてもらったので、訊きかずにはいられなかった。

「な、なにも、問題なんて……ないわ！」

　大雅の一言で、昨夜の一幕をまざまざと思いだしてしまったのだろうか、黒羽は真っ赤になった。言葉も挙動もロボットのようにぎこちなくなっている。

「そ、そうか……」

　なにやら気まずい雰囲気のまま、朝食のひとときがはじまった。




「そうだ。《運営》からメールが届いていたんだけど」

　しばらくはお互い無言だったが、大雅は思いきって話題を振った。

　受信に気づいたのは、つい先ほどのことだった。

　シャワーを浴びたあと、朝食の時間までに余裕があったので、暇つぶしにスマホをいじろうとしたら、メールが何通も届いていたのだ。どれも差出人は《運営》だった。自分が黒羽と一緒に眠っていた間も、《運営》はしっかりと仕事をこなしていたらしい。

　まずは予選通過の通知だった。





　　　昨夜はお疲れさまでした。開会式において実施された「試験」を通過できた種族は、参加者九十九名中、九名となりましたことを、お知らせいたします。

　　　試験実施中、某国による襲撃がありましたが、あれは運営の意図とは無関係であることを明記させて頂きます。また、報道管制が敷かれたため、昨夜の一件が報道されることはありません。

　　　晴れて『幻神大戦』に参戦を決めた種族は、以下の通りとなります。なお、各参加者に割り振られた数字は、開会式のスコアに基づくものです。







　　　　　①吸血鬼　③龍りゆう　　⑤巨人　　⑦人じん狼ろう　　⑨ゴブリン（※特別参加枠）




　　　　　　　②妖よう狐こ　　④鵺ぬえ　　⑥夢魔　　⑧天使







　　　それでは皆様、『幻神大戦』を心ゆくまでご堪たん能のうくださいませ。






　あれだけの大戦闘が繰りひろげられた割には、随分とあっさりとしたものだな……と大たい雅がは思った。ちなみに各種族の配置は、まるでモータースポーツのスターティング・グリッドを彷ほう彿ふつとさせる。

　別のメールは、『幻神大戦』の本戦におけるルールを説明するものだった。

　たとえば、戦闘時間として許されているのは「午前零時から午前五時にかけて」であり、それ以外の時間に戦闘を行うことは、基本的に許されていない。もし、規定時間外に戦闘を仕掛けた場合は、罰金刑に処される──といった規定が、ずらりと並んでいた。いちいちおぼえるのは面倒くさいので、必要に迫られたときに参照すればいいだろう、と大雅は思った。

　さらには、『幻神大戦』に出場する上で必要な、特殊アプリの案内もあった。

　もっとも、ちまちまとした作業は面倒くさいので、黒くろ羽はにセットアップしてもらおうと目もく論ろんだ。あのオタク少女なら、こういう作業は得意だろうと予想したのである。

　大雅はアプリの件について切りだした。

「この『幻神大戦』専用のアプリ、いますぐ使えるようにしてほしいんだけど」

「……ん」

　黒羽は微妙に気まずそうな様子ながらも、「貸してみて」と言わんばかりに、無造作に手を出した。スマホを受けとる。無言で画面をタッチし、淡々とインストール作業を進めていく。

　神速と呼びたくなるような指さばきに、大雅は感心した。

　昨夜、あんな風に乱れていた少女と同一人物だとは、とても思えない。それにしても、また「補給」が必要となったとき、次はだれが血液を提供してくれるのだろう。また黒羽だろうか。それともミラ？　あるいは、御薪みかまぎ家のメイドたち？

「……美う味まそうだ」

　思わず独り言がもれた。

　黒羽がぴくりと反応して大雅を見た。

「……なにか言った？」

　疑問形ではあるが、この距離である。黒羽が大雅の独り言を聞き取ったのは明らかだった。

「いや、その……」

　大たい雅がはあわてて目の前のロールパンを手にとった。そして口に運ぶと、「うん、美う味まい」と言って、何度もうなずいた。決して黒くろ羽はたちを「美味そうだ」と思ったなんてことは、ないんだからな──と言わんばかりに。

「…………」

　黒羽は不審げな表情ながらも、インストール作業にもどった。




　インストールは十分足らずで終了した。

「このアプリの名前は、【PARTHENONパルテノン】というの」

　黒羽は説明をはじめた。

「本戦に出場する幻棲種ヴエイロン──このアプリでは『プレイヤー』と名づけられているけど、要するにプレイヤーをアシストする目的で開発されたプログラムよ。プレイヤーならだれでも書きこめるＢＢＳ、特定のプレイヤーにショート・メッセージを送信する機能、個人ブログ機能、つぶやき機能……様々なＳＮＳ機能が統合されているわ。あなたがその気になれば、いますぐにでもプレイヤーの端末にメッセージを送れるわよ。もちろん、応答があるかどうかは相手次第だけどね」

　黒羽はショート・メッセージ専用の画面を開いてみせた。

　メール・ソフトを極限まで簡略化したようなＧＵＩである。送信元の欄には吸血鬼のアイコンが表示されている。一方、宛あて先さきの欄には、八つの種族を意味するアイコンが表示され、宛先を選択できるようになっている。もちろん、個人が特定されるような情報は表示されていないが、特定のプレイヤーに挑戦状を送ったり、一時休戦を申し入れたり……といったことが、このアプリを使えばできるということだ。

「コミュニケーション以外の機能もあるわよ。たとえば、戦闘結果に応じて《運営》から与えられる地域限定通貨──《ゴールド》の管理もできる。この通貨を使えば、《運営》に必要なアイテムを注文することだって可能よ」

「どんどんゲームじみてきたな……」

「それと、このアプリにはサーチ＆デストロイ・モードが搭載されているわ」

「なんだ？」

「互いにこのモードに設定した幻棲種が半径一キロメートル以内に接近すると、アプリが警告を発するの。使いようによっては『幻神大戦』を有利に進められるかもしれないけど、相手に自分の居場所を知らせることにもなるから、諸もろ刃はの剣ね」

「なるほどな。相手はだれでもいいから、手っとり早く戦闘したい──というプレイヤーにとっては、役立ちそうだ。逆に、とにかく息をひそめていたいと考えているプレイヤーであれば、設定には注意が必要だな」

「そうね。大雅はどっちなの？」

「もちろん後者だ」

「予想どおりの回答ね」

「当面は、プレイヤー同士でつぶし合ってくれるのを待つのが定石だろう」

　大たい雅がは素っ気なく応じると、コーヒーをすすった。

「そうそう、サポーターの登録・変更・削除についても、このアプリを使えば簡単にできるから、おぼえておいて。サポーターは二名まで登録可能よ。サポーターになることを承諾した者であれば、種族に関係なく登録できるわ。サポーターはその名が示すとおり、戦闘補助要員ね」

「そういえば、そんな制度があると言ってたな」

　すっかり忘れていたのだが、すぐに思いだした。開会式の当日、あのイタリア製スポーツカーに乗って会場にむかう途中のことだった。ミラが愛車を運転しながら、サポーター制度について教えてくれたのだ。そして、ミラ自身が大雅のサポーターとして、参戦するつもりであることも──。

「早速だけど、ミラを登録してみる？」

　黒くろ羽はは画面を何度かタッチすると、大雅にスマホを手渡した。ミラが参戦することは、黒羽も納得しているようだ。

　いくらミラが軍事訓練を受けているとはいえ、あんな化け物たちが集う戦場にミラを関かかわらせるのは、酷な気がした。とはいえ、ミラ自身が参戦する気でいるのだし、遠距離からのサポートがあれば、敵の虚をつくくらいはできるかもしれない。

　そのとき、ミラがコーヒーのおかわりを持ってきた。

「大雅様。遠慮なさらず、わたくしをサポーターとして登録してください」

「本当に、いいんだな？」

「かまいません」

　ミラは仮面のような無表情で応じると、厨ちゆう房ぼうへ戻っていった。

　どうなっても知らないぞ……と思いつつ、大雅はスマホの画面をのぞきこんだ。

　その瞬間、予想外の事態が発生した。

《おはようございます、月見里やまなし大雅様。わたしの名前は夢む幻げん。『幻神大戦』のナヴィゲーターを務めさせていただきます。よろしければ『夢幻ちゃん』と呼んでくださいね》

　突然、画面上にアニメ調でデザインされた美少女が現れた。やたらと瞳ひとみが大きく、睫まつ毛げが長い。設定年齢は十五歳くらいだろうか。ＳＦ作品にでも登場しそうなコスチュームを着用している。まるでアニメや漫画の登場人物といった様子だった。

　声の質もアニメ的だが、淡々とした口調で喋しやべるので、独特の雰囲気がある。

「……なんだ、これは？」

「【PARTHENONパルテノン】の各種作業をやってくれる人工知能よ。自己紹介のとおり、『幻神大戦』の案内役というわけ。音声入力に対応してるから、口頭でいろいろと命令できるわ。アプリのインストールすら他人に丸投げするような人には、ぴったりの機能だと思うけど？」

　皮肉を言われてしまったが、大たい雅がは夢む幻げんちゃんに気を取られている。どこからツッコんでよいのかわからない。たしかなことは、《運営》には桁けた外はずれのバカがいるということだけだ。

「そうそう、戦闘で稼いだゴールドを使えば、夢幻ちゃんの替え衣装を購入することもできるらしいわ」

「汗水垂らして稼いだ地域限定通貨カネで、だれがそんなもんを買うんだ……」

　なにやら頭痛がしてきたが、とりあえず夢幻ちゃんに命令してみることにした。

「サポーターの登録をしたいんだけど」

《了解しました、大雅様》

　夢幻ちゃんのナヴィゲーションはスムーズに進行し、サポーター登録は五分とたたないうちに完了した。

《これにて亜あ埜の瀬せミラ様、十七歳、女性、種族名「人間」が、大雅様の戦闘補助要員として登録されました。大雅様の支援行為であれば、すべて容認されます。なお、大雅様のサポーター枠は、残り一枠となります》

　と、今度はデザートを運んできたミラが、ぼそりと言った。

「武器を磨いておかねばなりませんね」




　身体からだの調子はなんともないので、大雅は真面目まじめに登校することにした。が、いざ家をでようとしたところで、重大なことに気がついてしまった。

「どうしたの、大雅？」

　玄関口まで見送りに来た黒くろ羽はが、怪け訝げんそうに尋ねた。

「今ごろ気づくなんて、なんて迂う闊かつなんだ……僕は昨日、学校を休んでしまった。よりにもよって、開会式の直後にだ。これじゃあ、僕が開会式に関かかわったと宣伝してしまったようなものじゃないか。学生や教職員のなかに、幻棲種ヴエイロンがいないとも限らない」

「なにを言いだすかと思えば、そんなこと？」

　意外にも、黒羽は拍子抜けしたようだ。事の重大性がわかっていないのか、あるいは解決策を実行ずみなのか、大雅には判断がつかなかった。

「ずいぶんと楽天的だな？」

「だって、昨日は臨時休校にするよう、わたしから学園理事長に通達しておいたから。初等部も中等部も高等部も、すべて休校。第六区で夜間工事中、原因不明の爆発事故が発生したから、二次災害にそなえて生徒は休ませるように──というわけ」

「第六区で夜間工事？　爆発？　もしかして……」

　大雅は、はっとした。

「そうよ。開会式で派手にやらかしたから、さすがに隠しきれなくて、公式には夜間工事中の事故と発表されたの。それを理由に、わたしが休校を指示したってわけ。まあ、事故現場の第六区と、御薪みかまぎ学園を含む第八区はそこそこ離れてるから、かなり苦しい言い訳なんだけどね」

「いや、本当に助かった」

　大たい雅がが真顔で告げたとたん、黒くろ羽ははカアッと赤面した。大雅の反応が率直すぎて、意表をつかれたのかもしれない。

「こ、この程度のこと、大したことないわよ……そっ、そうだ！　今日の放課後は、寄り道せずにまっすぐ帰ってくるのよ。あなたのなかに潜んでいる吸血鬼について、詳しいことを聞きたいから。考えてみれば、わたしはまだ一度も〝彼〟とコンタクトしてないわけだし。彼と話をすれば、今後の戦い方について、ある程度の方針を固められるかもしれないわ。あなたはまだ、自分の能力すらちゃんと把握できていないのだから」

「そうだな……了解だ。じゃあ、行ってくる」

「行ってらっしゃい」

　まるで新妻のように、黒羽は言った。

　扉を閉めたあと、大雅は「やばいな」と思った。いまの黒羽があまりに可愛かわいすぎて、昨夜のように血を吸ってやりたくなったのだ。

　精神の昂たかぶりをなんとか抑えつつ、大雅は登校した。




　いわゆる〝歩きスマホ〟は危険だと、頭ではわかっているのだが、大雅はついついネット・ニュースをチェックしてしまった。

　案の定、第六区の夜間工事中に謎なぞの爆発事故が発生した──というニュースを見つけた。

「実際のところ、爆発事故なんてレベルじゃなかったけどな……」

　真実を知る者からしてみれば、無理がありすぎる。だが、大衆はマスコミの発表を鵜う吞のみにする傾向が強いので、問題はないのだろう。

　一方で、『アリアドネ』という人気ロック・バンドのドラマーが麻薬取締法違反で逮捕された、というニュースが執しつ拗ようなほど放送されている。その影響だろうか、第六区の事故に関するニュースなど、些さ末まつなことに思えてきた。

「こいつは……〝スピン報道〟か？」

　政府や大企業にとって都合の悪い事件が発生したとき、まったく関係のない別事件の報道を繰りかえし流すことで、大衆の目を逸そらす──それがスピン報道だ。

　それにしても、自分がどうしてそんな単語を知っているのか、大雅はいぶかしんだ。吸血鬼として覚醒して以来、この単語を目にした記憶はない。つまり、兵器や自動車の種類と同様に、生前に得た知識というわけだ。

　──昔の僕は、どんなやつだったんだろう？

　そんなことを考えつつ、歩道を歩いていると──。

　突然、クラクションが鳴った。

「おはようございます、お兄様！」

　ガードレールのすぐ向こう側、信号待ちの高級外車ローロス・ロイスの窓から、あどけない少女が笑顔を見せた。

　リゼルという名の小学六年生だ。御薪みかまぎ学園の初等部に通っている。しかも、ああ見えて女王様だという。国の名前は……そう、たしかエルゼリア王国だ。

　つい先日、大たい雅がはあのロールス・ロイスに接触された。

　およそ出会いとしては最低の部類だろう。

　そもそも大雅が吸血鬼でなければ、死んでいてもおかしくない事故だった。

　あの出会いを機に、大雅はリゼルに気に入られてしまったようだ。

「おはよう、リゼル」

　大雅はガードレールを挟んで、ロールス・ロイスの真横に立った。

「〝歩きスマホ〟は危ないですよ、お兄様」

　リゼルは後部座席の窓から顔を出しながら、悪戯いたずらっぽく微笑ほほえんだ。

「そうだな、気をつける。また車に轢ひかれたらたまらない」

　大雅はスマホをしまった。

「ううっ。先日は、うちの運転手が本当にご迷惑を…………」

　リゼルはしゅんとした。

「いや、すまない。そんなつもりじゃ……」

　大雅は焦った。リゼルは下手な軽口でも真に受けてしまうようだ。

　と、運転手の声が聞こえてきた。












「陛下。もうすぐ信号が青になりますので……」

「残念です、お兄様。でも、必ず再会できると信じています。だって、わたくしとお兄様の間には、特別な縁が芽生えたのですから──」

　後部座席の窓が閉ざされ、ロールス・ロイスは発進した。

　その後ろ姿を見送りながら、大たい雅がは首をかしげた。

「特別な縁って、なんのことだ？」




「リゼル陛下。後生ですから、窓を勝手に開けるのは自重してくださらないと……」

　運転席に収まっているメイド、石蕗つわぶき玻は瑠る菜なが小言をもらした。

「ごめんなさい、玻瑠菜。でも、ちょうど目の前の歩道を大雅お兄様が歩いていらしたんですもの。ちょっとくらい声をかけたって、バチは当たらないでしょう？」

　リゼルは愛用のぬいぐるみ「ディンゴ」を膝ひざに乗せると、タブレットを手にとった。

　液晶パネルには、とある少年の各種情報が表示されている。

　少年の名は──月見里やまなし大雅。

《運営》から横流しされた極秘資料であった。

　どうせなら、他ほかのプレイヤーたちの情報も流してほしいところだったが、さすがに無理だと言われた。

《運営》には幻棲種ヴエイロンの長老たちが少なからず含まれている。

　もし、ゴブリン族が極秘資料を利用して大っぴらに立ち回り、予想外の戦果を挙げてしまった場合、真っ先に《運営》の不正行為が疑われるだろう。

　ちなみに、《運営》の来くる栖す川がわ沙さ耶や市長によれば、大雅にはまだゴブリン族の情報を伝えていないという。伝える必要などないと思っているのかもしれない。ゴブリン族は黒子に徹して、ひたすら吸血鬼族をアシストしろということなのだろう。

　つまり大雅はまだ、リゼルがゴブリン族の長おさであることを知らないのだ。

　実際、先ほど大雅に挨あい拶さつをしてみたところ、なにも聞かされていない様子だった。事情を知っていれば、もっと異なる反応が返ってきたと思う。

「まさか、あのお兄様が吸血鬼族代表だったなんて……こんな偶然って、あるものなんですね」

「吸血鬼であれば、時速六十キロで走行中の車両に接触されたところで、蚊に刺されたようなものですわね」

　玻瑠菜がぼやくように言った。

「ちゃんと反省してくださいね、玻瑠菜。もしお兄様が吸血鬼じゃなかったら、取り返しのつかない事故になっていましたよ？」

「それはもう、肝に銘じております」

「正直に言って、わたくしはまだ、ゴブリン族の参戦には反対です」

　リゼルは表情を曇らせた。

「決して悪い取引ではなかったと思います。議会においても、賛成多数でしたし」

「ですが、こんなゲームじみた戦いのために、わが臣民を失いたくはありません」

「ご心配は要りませんわ、陛下。ゴブリン族の役目は、あくまでも吸血鬼族のサポート役なのですから。ゴブリン兵の犠牲は最小限に留とどめられるでしょう」

「最小限、ですか。ただの一人も犠牲はださない、とは言ってくれないのですね」

「それは……」

「ごめんなさい、玻は瑠る菜な。子どもじみたことを言ってしまって……。ですが、これがわたしの本心なのです。立憲君主制とは、ままならないものですね」

　リゼルはタブレットを眺めながら、溜ため息いきをついた。




「おい聞いたか？　『アリアドネ』のドラマーが逮捕されたんだって！」

「えー？　あたしファンだったのに」

「ドラマーなんて、いくらでも替えが利くだろうけどな」

「ボーカルのモニカじゃなくてよかったよねえ」

　大たい雅がが一年Ａ組の教室に入ると、例のロック・バンドの噂うわさで持ちきりだった。だれも第六区の事故になど興味を持っていない様子である。

「よっ、大雅」

　早速、龍威ロンウエイが声をかけてきた。

　相変わらず髪を金色に染めていて、ヤンキーにしか見えない風ふう貌ぼうだが、こう見えて無遅刻無欠席をつづけている。大雅の真後ろの席にどっかりと腰かけている様子など、とてもワルそうに見える。実際、その外見が悪目立ちしているせいか、龍威に声をかける生徒はほとんどいない。

　もっとも、決して孤高を気取っているわけではなく、根は寂さみしがり屋のようだ。大雅が教室に顔をだしたとたん、ホッとした表情を見せた。

「ニュース見たか、大雅？　『アリアドネ』のメンバーが逮捕されたんやで！　上海シヤンハイでも大人気やったのになあ」

　龍威も『アリアドネ』の件が気になっていたと見える。話したくてウズウズしていたのが丸わかりだった。

「僕はむしろ、第六区で発生した事故のほうが気になるな。昨日はそのせいで休校になったんだろう？」

「はあ!?　んなもん、ただの事故やろうが！　頼むから『アリアドネ』について語らせろや！」

「そんなに語りたかったのか……」

「アホ！　日本を代表するロックバンドやないか！　特にボーカルの彩さい原ばらモニカは有名や！　あの〝エンジェル・ボイス〟は絶品やで！　お前、ほんまに知らんのか？」

「知らない。聞いたこともない」

　大たい雅がは正直に答えた。『アリアドネ』というロック・バンドについて、大雅は今朝はじめて知ったのだった。銃器や車種のように、ぱっと思いだすこともなかった。

「天然記念物並みやな……」

　龍威ロンウエイは心底おどろいているようだ。

「まあ、メンバーが一人逮捕されたくらいでモニカの立場が揺らぐとも思えんけど、しばらくは活動休止やろうなあ」

「そうかもな」

「そや！　いっそのこと、モニカがソロ・デビューすればええんやないか！　これで万事解決やで！　あの〝エンジェル・ボイス〟なら、ロック以外でも大活躍や！」

「お前がそう言うなら、そうなんだろうな」

「ごるぁ、大雅！　お前、ええ加減に相あい槌づち打ってりゃええと思ってへんか？」

　図星を指されてしまい、大雅は苦笑した。

「すまん、龍威。なんせ知識もなければ、興味もないわけで……」

　龍威はしばらく大雅の顔を見つめていたが、ふと思いついたように口を開いた。

「そういえば……お前は一体、なにに興味があるんや？　よぉ考えたら、お前の趣味を聞いたことないわ。というわけで、教えろや」

「僕の趣味か……考えたこともなかったな」

「はあ？　わけのわからんことを……」

　龍威があきれたそのとき、

「おはよ！」

　リンデが教室に現れた。

　つややかな金髪の煌きらめきが、教室を明るく照らしたかのようだった。一瞬、生徒たちが息を吞のんで、リンデに見とれたのがわかった。その瞬間的な沈黙を、大雅はたしかに知覚したのである。

「……おはよう」

　と、リンデの背後から夜や行ぎようが顔を出した。

　こちらはちんまりとした、見るからに地味な少女である。やや根暗な印象だし、だれに対しても無愛想である。が、意外にしっかり者らしく、女子寮ではリンデのほうが世話になりっぱなしだという。

「おう、おはよーさん！　なあ、『アリアドネ』のドラマーが逮捕されたニュース、知っとるか？」

　龍威は早速、その話題を切り出したのだが、

「ごめんね、龍威君。わたし、日本の音楽は勉強不足で」

「芸能界に興味ないから」

　リンデも夜行も、ばっさりと斬きり捨ててしまった。

「マジか！　俺おれがミーハー根性丸出しのアホみたいやないか……」

「実際、そのとおりだろう」

「容赦ないな、お前！」

　いつものように大たい雅がが龍威ロンウエイをイジり倒していると、

「あっ、そうだ。二人とも、今日の放課後は暇？」

　突然、リンデが尋ねてきた。

「わたし、夜や行ぎようさんと一緒に買い物に行く予定なんだけど。どうせなら、みんなで行くのはどうかなって」

「マジで!?」

　龍威が目の色を変えた。

　そういえば、龍威は以前から「四人で遊びに行けたらいいな」と言っていた。が、見た目の割にヘタレな性格が祟たたって、自分から誘う勇気はないようだった。リンデの提案は、龍威からすれば願ったり叶かなったりだろう。

「もっ、もももっ！　もちろん！　お供させていただきますです！」

「日本語が変だぞ？」

「うるさいわ！　で、大雅はどないするん？　もちろん行くやろ？　な？」

　龍威の強烈な視線が、「お願いだから一緒に来てくれ！」と語っていた。ここで断ったりしたら、末代まで祟られそうな威圧感をおぼえた。しかも顔が近い。互いの鼻先が触れ合ってしまいそうな距離感である。

「わかった！　わかったから離れろ！」

　暑苦しさのあまり、大雅は思わず承諾してしまった。

「よっしゃー！」

　ホームランを打った野球選手よろしく、龍威はガッツポーズを決めた。

　そこまで開けっ広げに喜ばれると、大雅としても悪い気はしなかった。仮初めの学園生活だと見なしていたが、これはこれで悪くないと思う。

　だが、たちまち失敗を悟った。

　──今日の放課後は、寄り道せずにまっすぐ帰ってくるのよ。あなたのなかに潜んでいる吸血鬼について、詳しいことを聞きたいから。

　登校直前、黒くろ羽はと約束したことを思いだしたのである。

　だが、今さら「やっぱり無理だ」とは言えなかった。龍威は大喜びしているし、リンデもうれしそうだ。ふだんはムスッとしている夜行ですら、口元にほんのりと微笑を浮かべているように見える。

　いくら吸血鬼とはいえ、この雰囲気を壊すような真ま似ねはできなかった。

　──仕方ない。黒羽には、帰ったら謝ろう……。

　大雅がそう決めたとき、チャイムが鳴った。

「はい、皆さん席についてー」

　ほぼ同時に、担任教師の赤石あかし埜や舜しゆん嶽がくが入ってきた。

　今日もスーツの上に白衣を重ねた服装だ。

　相変わらずの美男子ぶりであるが、いつにも増して機嫌が良さそうだった。肌もツヤツヤとしている。

「先生、なにかいいことでもあったんですかー？」

　最前列の女生徒が、からかうような口調で尋ねた。

「そんなにうれしそうに見えますか？」

　教壇に立った赤石あかし埜やは、妙にニコニコしながら応じた。

「まあ、ちょっといいことがありまして。いや、プライベートなことですから、いちいち報告なんてしませんよ？」

「ひょっとして、彼女でもできたんですかー？」

　別の女生徒が尋ねたとたん、生徒たちが「おおっ！」と盛り上がった。

「ふふっ、ご想像にお任せします。はい、この話はここまで！　出欠を取りまーす！」

　──赤石埜先生の身になにがあったのか？

　ホームルームが終わるなり、生徒たちはその噂うわさで持ちきりとなった。

　少なくとも一年Ａ組に限っては、『アリアドネ』の報道記事すらかすんでしまったのだった。





Ⅱ　アルテミスの庭で







　放課後、大たい雅がたちは第七区「アルテミス」にむかった。御薪みかまぎ学園がある第八区「デメテル」のすぐ隣なので、移動手段は徒歩である。

　海上都市オリュンポスの遊び場といえば、真っ先に挙がるのが第五区「アフロディーテ」だが、こちらは大人むけの歓楽街という性格が強く、学生が買い物をするような店は少ない。

　第七区「アルテミス」は、オフィス・ビルが大半を占める区画である。黒くろ羽はや大雅の生活拠点、御薪製薬が擁するタワー型ビルも第七区にある。

　その一方で、第七区には買い物客でにぎわう大通りがある。総合ショッピングセンター「アルテミス・ガーデン」や、アウトレット専門街「アウトレット・スクエア」などが特に有名だ。第七区の大通りに足を運べば、たいていのアイテムは手に入る。

　午後の三時台は、やはり学校帰りの学生が多く、なかでも御薪学園と鷹たか司つかさ女学院の制服が目立っていた。

「御薪学園の制服も好きやけど、鷹司の制服も捨てがたいなあ……なんや、気品を感じるわあ」

　たちまち龍威ロンウエイが鼻の下を伸ばした。

「龍威ロンウエイ君、いやらしい顔してる」

　夜や行ぎようがぼそりと指摘したが、龍威は聞いてもいなかった。

　事実、鷹たか司つかさの制服を観察してみると、デザインは大人しいものの、落ち着いた色調を採用しており、どこか貴族的な雰囲気を感じさせるのだ。

「そういえば……リンデは留学を決めたとき、鷹司に入ることは考えへんかったん？　修道院暮らしのせいで、男子は苦手や言ゆうとったし。鷹司なら女子校やし、あっちのほうが気楽やと思うんやけど」

　と、龍威が素朴な疑問を口にした。

「えっと……一応、候補には入ってたんだけど、授業料が高すぎて……御薪みかまぎ学園の三倍くらいあるし、寄付金もたっぷり払わなくちゃいけないみたいだし、院長先生に無理って言われたの」

　リンデは苦笑した。

「あ、院長先生というのは、修道院でいちばん偉いお爺じいちゃんのことだよ。お爺ちゃん、なんて軽々しく呼んだら怒られそうだけど」

「せやけど、おかげでリンデに会えたわけや。院長先生に感謝やで！」

「はげしく同意」

「まあ、そうだな」

　龍威、夜行、大たい雅がの順に言うと、

「ありがとう」

　リンデは照れくさそうに微笑ほほえんだ。




「わあ、お店がいっぱい！」

　アルテミス・ガーデンの入口をくぐり抜けるなり、リンデが目をみはった。

「なんや、リンデははじめて来たんか？」

「うん。ＣＭでは何度も見たけど、実際に来たのは今日がはじめて」

「ほな、俺おれが案内したるでぇ！」

　リンデと龍威の会話を聞きながら、大雅は「僕もここに来るのははじめてだ……」と思った。

「そういや、まだ聞いてなかったな。リンデはなにを買いに来たんや？」

　龍威が思いだしたように尋ねた。

「えっとね──」

　リンデが思案顔になったとたん、

「ブラとパンツ」

　夜行がぼそりと言った。

「ちょっと、夜行さん！　たしかに下着も買い物リストに入ってるけど、男子の前で言わないで～！」

　リンデは真っ赤になってうろたえている。

　すましていれば、ちょっと近寄りがたいほどの美少女なのだが、こんな顔もするのだと思うと、なんだか微笑ほほえましい。

　それにしても、リンデの美び貌ぼうときたら、この人ごみのなかでも注目を浴びていた。

　リンデとすれちがった買い物客のうち、ある者はぼうっと見とれ、ある者ははっと息を吞のむ。

　いちいち振りかえる者も多い。しかも老若男女を問わず、同じような反応を見せる。

　──美しすぎるというのも、大変だな……。

　大たい雅がは思わず苦笑をもらしていた。




　買い物は順調に進んだ。

　リンデが用意していた買い物リストの項目は多岐にわたり、衣類から雑貨、文房具、参考書……と様々だった。

　大雅にとって、友人たちと一緒に買い物をするのは、なんだか新鮮な気分だった。はたして生前の自分も、こんなふうに友達付き合いをしたことがあったのだろうか。

　なんとなくだが、こういう平凡な日常とは無縁な男だったのではないか──と思った。

　なにせ知識が偏りすぎている。なにか危険なことに手を染めていたのだろうか。あるいは、頭でっかちなだけのオタクだったという可能性もあるが……。

「──大雅？　ドーナツ食べへんのか？」

　と、真横から龍威ロンウエイが尋ねてきた。

　大雅は我に返った。

「いや、なんでもない」

　素っ気なく応じると、一つ目のドーナツを口に運んだ。

　現在、四人は男女別に分かれて行動している。

　リンデと夜や行ぎようは、今ごろ下着の専門店に足を運んでいることだろう。

　一方、大雅と龍威は特に目的がないので、さっさと一階のフードコートに移動して、有名店のドーナツを注文したのだった。つい最近、オープンしたばかりの店舗のようだ。

「……美う味まいな、これ」

「そやろ！　俺おれもはじめて食べたときはおどろいたもんやで！」

　ふと、大雅は黒くろ羽はとの約束を破ったことを思いだした。

　今ごろ黒羽はすっかりお冠だろう。あとで黒羽の分を買っていこうと決めた。ドーナツごときで機嫌を直してもらえるかはわからないが、ああ見えて幼い部分もあるし、なんと言ってもこのドーナツは絶品だ。食べてもらう価値はあるだろう。

　そういえば……大雅は鞄かばんからスマホを取りだした。

　黒羽が連絡を入れてくるとうるさいと思って、下校する直前から電源を切っている。一応、メールチェックくらいはしておいたほうがいいかもしれないと思った。

「すまん、龍威ロンウエイ。ちょっとトイレ」

「おう、ごゆっくり」

　大たい雅がはフードコートをあとにすると、ひとけの少ない休憩所を選び、適当なベンチに腰かけた。スマホの電源を入れ、ＯＳが起動したとたん、

《おはようございます、大雅様》

　と、なんの脈絡もなく夢む幻げんちゃんがホーム画面に現れた。

「おい、なんで出てくる？」

《【PARTHENONパルテノン】がインストールされた際、スタートアップ・メニューに自動登録されましたから」

　黒くろ羽はが初期設定を適当にすませたのか、あるいはデフォルトでそういう設定になっていたのか……それはわからないが、気づけなかったのは大雅自身の責任だった。あまりに迂う闊かつすぎる。

「迷惑なやつだな……スタートアップ登録をいますぐ解除。夜にしか出てくるな」

《了解。アプリケーションを終了します》

　夢幻ちゃんはぴしっと敬礼すると、十秒ほどで消えた。

　大雅は安あん堵どした。あまり神経質になる必要はないと思うが、もし『幻神大戦』のプレイヤーが大雅のそばを通りすぎたら……そして大雅のスマホの画面が視界に入り、夢幻ちゃんに気づいたりしたら……そう考えると、用心に越したことはない。

　大雅は夢幻ちゃんが完全に消えたことを確認すると、本来の目的──メールチェックをはじめた。

　案の定、受信トレイに大量の未読メールが表示されている。

　合計五十四通。

　差出人は、すべて黒羽だ。

　受信メール一覧を眺めてみると、ストーカーのようでもある。

　内容は読まずとも想像がついた。

　とりあえず、「すまん。同じクラスの友人たちと買い物に行くことになった」と断りのメールを入れ、再びスマホの電源を落とした。

　もっとも、大雅は放課後になる直前までスマホの電源を入れていた。このスマホに搭載されているだろう各種モニタリング機能──要するに、監視や盗聴といった機能を通じて、黒羽はこちらの状態を把握しているはずだった。

　にもかかわらず、これだけ大量のメールを送り付けてきたということは……おそらく、約束を破られたことがよほど気に食わないのだろう。

「──こんにちは、苺いちごトルテのお兄さん」

　と、突然、大雅の前でだれかが立ち止まった。

　なんとなく聞きおぼえのある声だったので、大雅は顔をあげた。

「君はたしか……」

「やっぱり、あのときの人ですね！」

　つい先日、藤ふじ袴ばかまセツラのサイン会で出会った外国人少女だった。

　幻惑的な桃色の髪を頭の左右で結っている。人形のような、という形容がぴったりの顔立ち。以前はロリータ系の衣装を着用していたが、今日は鷹たか司つかさ女学院の制服に身を包んでいる。

　こう見えてディープなＯＴＡＫＵであり、一癖も二癖もありそうな性格なので、あまり関かかわり合いたくはないのだが……こうして声をかけられた以上、無視するわけにもいかない。

「……？」

　大たい雅がは少女に対し、ふしぎな違和感をおぼえた。

　先日、書店のイベント・スペースではじめて顔を合わせたときなどは、もっと陰気で、オドオドとしていて、かと思えばマシンガンのようにしゃべりだす──とにかく落ち着きのない少女だったのだが、今日はちがう。

　まるで一皮むけたかのように、お淑しとやかな印象なのである。

「先日は、ありがとうございました。おかげでセツラ先生との会話も弾みましたし。妹さんにも、よろしくお伝えいただければと」

「いや、大したことはしてないよ」

「あの、よろしければ、お名前を教えていただけませんか？　わたしはアニーシャ・ミハイロヴナ・プリセツカヤ。鷹司女学院中等部に通っています」

　名前の雰囲気から察するに、ロシア人だろうか──と大雅は思った。

　鷹司女学院といえば、先ほどリンデから教わったばかりだった。とてつもないお嬢様学校である。このアニーシャという少女も、裕福な家庭で育ったのだろう。

「僕は月見里やまなし大雅。御薪みかまぎ学園高等部の一年だ」

「山梨県のヤマナシですか？」

「いや、ちがう。月が見える里と書いて、ヤマナシと読む」

「へえ……どういう意味があるんですか？」

　大雅は仕方なく、月見里という姓について簡単に説明してやった。

「とても勉強になりました！　日本語はやっぱり奥が深いですね。それじゃあ、失礼します」

　アニーシャは淑やかに頭を下げると、立ち去った。

　やはり、先日会ったときとは別人のようだ。

　一体、なにがあったのだろう？

　いや、いちいち詮せん索さくするような深い仲でもあるまいし──などと考えていたら、

「大雅ぁ！　お前、トイレちゃうんかい！」

　龍威ロンウエイがやって来た。なぜだか泣きそうな顔になっている。

「すまん。ちょっとメールチェックを……というか、どうしたんだ？」

「いや、ついさっきリンデと夜や行ぎようさんがもどってきたんやけど……お前がおらんから、男一人に女二人っちゅう夢のような展開になってしもて……」

「願ったり叶かなったりじゃないのか？」

「いや、あかん。お前は知らんやろうから告白するけど……俺おれ、こう見えてめっちゃ純じゆん情じよう可か憐れんな少年なんや」

「可憐はともかく、純情なのはバレバレだったけどな」

「ぐぬっ！　と、とにかく、男子一人に女子二人っちゅう状況を意識したとたん、アホみたいに緊張してもうて……『ちょっとトイレ』言ゆうて逃げてきた。けど、お前はトイレにおらんし……捜し回る羽目になってもうたわ」

「それはすまなかったな」

　大たい雅がは棒読み同然の口調で応じた。

「頼む、大雅！　お前が一緒やないとあかんのや！」

　龍威ロンウエイはググッと身を乗りだしてきた。

「わかった……わかったから。それ以上、顔を近づけるな」

　大雅はげんなりとしながらも、重たい腰を上げたのだった。




「──あっ！　もうこんな時間！」

　四人でドーナツを堪たん能のうしていたら、リンデが唐突に声をあげた。

「いま何時？」

　夜行が尋ねると、リンデは「五時半！」と答えた。

　学生寮の門限が十八時なので、大雅を除く寮生たちは、いますぐ帰らないと間に合わないだろう。

「ゴミは僕が片づけとくから、早く帰ったほうがいい」

　このフードコートはセルフサービス方式なので、トレイは自分で返却しなければならないし、紙コップなどは自分で捨てねばならないのだ。

　大雅が気を利かせると、リンデたちは礼を言って、あわてて立ち去った。

　こういうとき、自宅通学生は気楽だな……と大雅は思ったが、すぐさま黒くろ羽はの顔を思い浮かべた。

「怒ってるだろうな……」

　大雅は腰を上げると、カウンターで黒羽の好きそうなドーナツを厳選し、テイクアウト用の箱に詰めてもらった。

　もっとも黒羽の好みなんて、ろくに知らないのだが……。

　この程度の賄わい賂ろが通用するかどうかは謎なぞだが──揚げたてのドーナツの温ぬくもりを感じつつ、帰路に就ついた。





Ⅲ　夢幻計画







「……遅い」

　開口一番、黒くろ羽ははむすっとして言い放った。

　口調は静かだが、それが逆に怖い。

　玄関で靴を脱ぎかけていた大たい雅がは、

「仕方なかったんだ。どうしても断りにくい雰囲気で……ほら、お土産だ」

　と、ドーナツ屋の紙箱を手渡した。

「お土産？　そんなもので、このあたしが釣られるとでも──ちょっ！　『ビタースウィート・リング』のドーナツじゃないの!?　これって東京でしか売ってないはずよ？」

　大雅は店名などいちいちチェックしていなかったのだが、たしかそんな名前だったような気もする。

「つい最近、『アルテミス・ガーデン』の一階に支店がオープンしたんだ。知らなかったのか？」

「初耳だわ。じゃあ、これでメイドを東京に派遣する必要もなくなったのね」

「わざわざ派遣してたのか……」

「仕方ないでしょ。時々だけど、無性に食べたくなるんだから」

　とりあえず、大雅は安心した。

　天才科学者といっても、十代半ばの女子である。手なずけるなら甘い菓子がいちばんだな──などと考えていたら、黒羽ははっとして表情を引きしめた。

「賄わい賂ろなんて通用しないわよ！　これはこれで、あとでちゃんといただくけど」

「今すぐ食べないと、冷めるぞ？　揚げたてなのに」

「揚げたて……！　ぐっ、なんて甘美な響きなのかしら……」

「──お嬢様。よろしければ、すぐに紅茶をお淹いれしますが」

　と、ミラが気を利かせた。

「……お願いするわ」

　黒羽は屈した。




「……ごちそうさま」

　ドーナツを幸せそうにたいらげた黒羽は、しばらく夢見心地な表情を浮かべていたが、大雅の視線を意識したとたん、表情を引きしめた。

　いまではもう、冷徹な科学者の顔になっている。

「ここからが本題よ。まずは、ヴラディスラウス・ドラクリヤと名のった吸血鬼の能力について。とりあえず、長ったらしい名前だからヴラドと略すけど」

「了解だ」

「開会式のさなか、大たい雅がは米軍の戦闘ヘリに撃たれて重傷を負った」

「ああ、そうだ。弾に細工がしてあって、肉体の再生能力が著しく低下した。米軍も大したもんだな」

「それはともかく、ヴラドが大雅の肉体を使っていたとき、あなた自身の意識はどうなっていたのかしら？」

「一応、意識はあった。だけど、肉体の主導権は完全にあいつのものだった。僕自身は、世界をぼんやりと俯ふ瞰かんしているかのような感覚だった。そうだ、あいつが言ってたことだけど……人工吸血鬼というのは、とんでもない代物らしいな。僕の血液には、百八体の吸血鬼が潜んでいるとかなんとか……」

「ふぅん。こちらの手の内は、完全にバレてるってわけね」

「ヴラドによれば、『人工吸血鬼を思いついた人間は、極めて悪魔的であり、悪趣味であり、とんでもない大莫ば迦か者だ』ってことらしいぞ？」

「誉ほめ言葉として受けとっておくわ。もっとも、わたしは亡き両親の研究成果を引き継いだだけだから、その批評の八割くらいは両親にむけられるべきだと思うけど」

「そうなのか。ついでに言えば、もしヴラドが他ほかの吸血鬼たちを制圧下においていなかったら、僕の肉体なんて一瞬で崩壊していたらしい。ヴラドが独自に行動して、他の吸血鬼を統制してくれたおかげで、人工吸血鬼は本当の意味で完成したんだそうだ」

「それが事実だとしても、実験に彼の血玉髄ブラツドストーンを投入したわたしの功績ね」

「ブラッドストーン？　なんだそれは？」

「一般に不死と言われている吸血鬼だけど、永遠に生きつづけるわけではないわ。やがて最期のときは訪れる。だけど、吸血鬼はただでは死なない。自分の情報を可能な限り転写した血液を固めて、一つの石を創りあげるの。それが吸血鬼の血玉髄ブラツドストーンよ。吸血鬼が血玉髄を使用すると、そこに刻まれていた能力を継承できる──という仮説もあるわ。さすがに、精神というか自我というか、そんな情報までが含まれているとは思わなかったけれど……」

「つまり、ヴラドも一度は石になった──死んだというわけか。それにしても、百八個もよく見つけたもんだな？」

「わたしの母は元々、鉱物資源の研究者だったの。まだ学生だったころ、古い地層から発見された特殊な血玉髄に興味を持ってね。独自に研究をつづけているうちに、吸血鬼研究に手を染めていた父さんに出会ったというわけ。そこから共同研究がはじまったの。父さんは人工吸血鬼を生みだす方法について研究を重ね、母さんは一つでも多くの血玉髄を見つけるべく、探索の旅をつづけていたわ……」

「石を集めたのは、母親の功績だったんだな。それにしても、僕ひとりの身体からだに、よくも百八個もぶちこんでくれたもんだ……」

「そ、それはともかく！　いま現在、ヴラドの自我はどうなってるの？　起きていていまの状況を把握しているの？　それとも、眠っているのかしら？　吸血鬼の研究者として、是非ともコンタクトをとってみたいものだけど」

「怖くないのか……？」

「そりゃあ、あたしも開会式の映像は見ていたし、怖くないと言えばうそになるわ。だけど、やっぱり好奇心のほうが勝るわね」

「黒くろ羽はらしいというか……」

　大たい雅がは苦笑すると、ためしに心のなかで呼びかけてみた。

　──おい、起きているか？

『呼んだか、少年──』

　──なんだ、起きていたのか。だったら話は早い。いまちょうど、人工吸血鬼を完成させた本人が目の前にいるわけだが。

　──よかろう。予も一度、話してみたいと思っていたのだ。

　その言葉を合図に、大雅の肉体に異変が生じた。

　どこからともなく漆黒の霧状物質が生じて、大雅の全身を包みこんでいく──。




「これで満足か？　人工吸血鬼などという、悪魔的な技を使いし小娘よ」

　吸血鬼ヴラドが顕現したとたん、黒羽は全身を緊張させた。こうして対面しているだけで、いやな汗が噴きだしてくる。

　なによりも、その声。

　口調はゆったりとしているのだが、一言一言が重く、骨の髄まで響いてくる。

　大雅の肉体をベースにしているはずだが、もはや外見は別人だ。

　身長は二メートルに達しているだろう。髪は背まで伸び、豊かに波打っている。精巧な彫像を思わせる美び貌ぼうだが、荒々しい野性を放射しており、いまにも飛びかかってきそうな野獣のようでもある。

　衣服も体型にあわせたものに変化していた。妖気を実体化させたのだろうか。漆黒のロングコートが、この吸血鬼には似つかわしい。

「お嬢様。あまり接近しては……」

　と、ミラが警戒心もあらわに、黒羽を自分の背でかばった。

「案ずるな、召使いの女。予としても、自分がこのような形で甦よみがえったのが、いまだふしぎでならんのだ。すべては、そちらの小娘──御薪みかまぎ黒羽とやらの仕業なのだろう？　ふっ、つくづく興味深い女だ。ゆえに、危害を加えるつもりはない。少なくとも、いまのところはな」

　そこまで言ってから、ヴラドはにやりとした。

「もっとも、昨夜は血をたっぷりといただいてしまったようだが。人体に害はないゆえに、あの程度は許せ。今後とも世話になるであろうしな」

「……！」

　黒羽は全身をカッと熱くした。

　なるべく意識しないようにしていたのに、昨夜の出来事をまざまざと思いだしてしまったのだ。大たい雅がの犬歯が、うなじのあたりにずぶりと突き刺さった感触さえもが、生々しく甦よみがえった。

「言っておくが、のぞき見はしておらんぞ。月見里やまなし大雅が吸血行為にふけっていた間、予は寝ておったからな」

「そう。あなたが紳士的で助かったわ」

　黒くろ羽ははなんとか気丈に振る舞ってみせた。

「いくつか、あなたに質問があるの。ヴラディスラウス・ドラクリヤ──同じ名前がヨーロッパ史に登場するけれど、同一人物かしら？」

「然しかり。たしかに、予はワラキア公ヴラド三世である。死の直前、とある吸血鬼と契約を交わした予は、吸血鬼として転生した。そして、およそ五百年にわたり生きつづけたが……半世紀ほど前、アメリカ軍の新兵器に敗れ去った」

「わたしの予想が正しければ、それは水素爆弾だわ。時期的に符合するし、あなたは〝地上最後の吸血鬼〟ね？」

「そういうことになる」

「一つだけ、たしかめておきたいことがあるわ。あなたは『幻神大戦』に、なにを望んでいるの？」

「さあな。少なくとも、『幻神大戦』が開催された理由だの、勝者に与えられる報奨などにはなんの興味も湧かん。しかし、なにやら愉快そうな気配を感じるのはたしかだ。予は鮮血を好む。強者を好む。そして闘争を好む。ゆえに、予には戦う動機がある」

「じゃあ、『幻神大戦』に参加してくれるのね？」

「無論、お前たちの利益のために戦う気はないがな。あくまでも、予は自分自身のために戦う。予に命令できるのは、予の〝本能〟だけだ。敵に遭遇した場合、戦うか否かは予が決める。おもしろそうな相手なら戦うし、くだらん相手なら黙殺する。それだけだ」

　いくつか引っかかる点はあるものの、ヴラドが『幻神大戦』に沿って戦う意思があるのはたしかなようだ。

　黒羽としては、その点をたしかめておきたかった。

　点数をつけるなら、七十五点くらいだろうか。

　ヴラドの意思については、叔母であり《運営》の一員でもある来くる栖す川がわ沙さ耶やに報告しておくべきだろう、と黒羽は思った。

　沙耶は開会式の映像を視聴して以来、

　──月見里大雅君は信頼できそうだと判断したけれど、あのヴラディスラウス・ドラクリヤとやらは信頼できるのかしら？

　と、しきりに心配していたからだ。

　今日の放課後、大雅に早く帰宅するよううながしたのも、一刻も早くヴラドの本心を聞きだしたかったからであった。

「じゃあ、次はあなたの能力について、教えてくれるかしら？　わたしが投入した百八体の吸血鬼、その能力のすべてを自由自在に扱えるの？」

「自由自在というわけではないな。現時点において予が〝発掘〟できたのは、魔剣ツェペシュをはじめ、いくつかの能力にしかすぎぬ。これから時間をかけて、各吸血鬼の能力を発掘していくことになる。気長に待つがよい」

「そう……わかったわ」

「それと、予にも限界というものはある。妖気の貯蔵量を超えるような戦い方はできぬ。事実、開会式では妖気を使いすぎた。ゆえに補給と休息が必要だったのだ。無制限に行使できる〝能力〟など、最初からありはせぬ──もっとも、予が知らぬだけで、案外、他種族のなかには、そういう個体もいるかもしれんがな。たとえば、我らを取り巻く大自然からエネルギーを取り出せるような個体が存在しても、ふしぎではあるまい」

　ヴラドは愉たのしげに笑った。いかにも、そういう相手が存在するのであれば、戦ってみたいと言わんばかりの顔をしていた。

「大体のところは了解したわ。とりあえず、あなたの能力だけど……」

　黒くろ羽ははタブレットを手にとると、画面を何度かタップした。

　開会式でヴラドが口にした台詞せりふを参考に、黒羽はヴラドの能力一覧表を作成したのである。もっとも、今のところ判明している能力は三つだけだ。





　　　No.01「ヴラド・ツェペシュの剣」（※万物を串くし刺ざしにする大剣）

　　　No.20「ブラック・ミスト」（※肉体を黒い霧と化す。ステルス性が高い）

　　　No.45「アルキテウティス」（※巨大な水棲生物を召喚する）






　能力名については、黒羽が便宜的に名づけたものであった。

「この三つの能力だけでも、相当なものだけどね」

　事実、ヴラドはこれらの能力だけを用いて、空母を撃沈したのである。

「いや、油断はできぬ。なにせ、いまの予は月見里やまなし大たい雅がの肉体に寄生しているような状態だからな。情けないことに、この貧弱な肉体こそが予の住まいなのだ。たとえ吸血鬼に特有の再生能力があるとはいえ、ベースが人体である以上、いかなる弱点を孕はらんでいるかわからぬ。それに、予はまだ目覚めて間もないのだ。現代社会に関する情報を、あまりにも知らなすぎる。情報は戦争に必要不可欠なものだ」

「それはそうね」

「一応、月見里大雅の記憶はすべて閲覧し、基礎情報は手に入れたが……そもそも、この少年の知識が貧弱すぎて、どうにもならん」

「大雅は二年前に死んで、甦よみがえったときに記憶喪失を起こしたのよ。知識がないのも当然だわ。その割に、妙なことはいちいち記憶しているみたいだけどね」

「……ふむ。となれば、月見里大雅が学校に通うのも悪くないな」

　ヴラドは思案げにつぶやいた。

「最初は、どうして学校に通う必要があるのか、不可解に思っていたのだが、現代社会の基礎情報を学ぶにはちょうどいい。それに、学生ならば隠かくれ蓑みのになるし、暇つぶしにもなる。一日中、こんな味気ない建造物にこもっていたら気が滅め入いることだしな」

「悪かったわね、味気なくて……」

　最先端の建築技術、その粋を凝らしたタワー型高層建築なのだが、ヴラドにかかっては形無しだった。

「なにはともあれ、お前が月見里やまなし大たい雅がを学校に通わせると決めた判断は、正しかったというわけだ。誇ってよいぞ」

「そ、そうかしら……？」

　面とむかって褒められると、悪い気はしなかったのだが──そこでミラが遠慮がちに口を挟んだ。

「ヴラド様。黒くろ羽はお嬢様は決して、そこまでお考えになった上で通学を提案なさったわけではありません。お嬢様はただ、大雅様と一緒に学園生活を──」

「ミラ！　余計なことは言わなくていいわ！」

　黒羽は大慌てでミラを遮った。

「はっはっは！　御薪みかまぎ黒羽、なかなか可愛かわいい女ではないか」

　と、ヴラドが大笑いしたので、黒羽はビクッとした。

「よかろう。当面は、この状況を愉たのしんでやるとしよう──身体からだを返すぞ、月見里大雅」

　たちまち黒い霧がヴラドの全身を包みこむ。

　霧が晴れたときにはもう、その威風堂々たる姿は消え去り、大雅の姿があった。




「もう終わりか？　あっさりしているな」

　大雅は意外な気分で尋ねた。もっとも、ヴラドが一方的に去ってしまった以上、黒羽に引き止めるのは無理な話だ。

「わたしとヴラドの会話、ずっと聞いていたの？」

　黒羽が尋ねると、大雅はうなずいた。

「ああ。僕の意識もちゃんとあった。肉体の主導権をうばわれていたから、なにもできなかったけどな」

「ふうん……いずれ論文としてまとめたいから、あとで詳しく聞かせてちょうだい」

「それより、今後の学園生活についてだけど」

　先ほどヴラドが言っていた件について、大雅は思いだした。

「ええ。せいぜい勉強して、ヴラドを満足させるくらいの知識を得てちょうだい」

「その自信はまったくないけどな。まあ、これで学園に通う意味がちゃんと見いだせたわけだし、真面目まじめに通学しようと思う。となれば、友達付き合いも疎おろそかにはできない。もしかすると、また今日みたいに帰りが遅くなることもあるかもしれないけど……」

　黒くろ羽はは溜ため息いきをついた。

「かまわないわ。もう怒ったりしないわよ」

　黒羽はあっさりと了承してくれた。

「それじゃあ、わたしはヴラドの件について、叔母さんに報告しなくちゃならないから──しばらくオフィスにこもるわ」

　黒羽はそそくさとリビングをあとにした。なんだか大たい雅がと話しつづけるのを避けていたようにも見受けられた。

「そういえば……」

　大雅はミラに視線をやった。

「さっき、ヴラドになにか言いかけてたよな？　あれは……」

「……申し訳ありません、大雅様。お嬢様に叱しかられてしまいますので、ご想像にお任せします」

　ミラにしては珍しく、悪戯いたずらっぽい微笑を浮かべると、厨ちゆう房ぼうに引っこんでしまった。

「なんなんだ……？」

　大雅はふしぎに思いつつ、自分の部屋にもどった。





Ⅳ　銀ぎん狼ろう亭ていの夜は長く







　第五区「アフロディーテ」は、島内随一の歓楽街である。

　特に、中心部には大人むけの店が密集しており、夜になると街全体が燦さん然ぜんと輝く。まさしく「不夜城」の様相を呈するのだった。

　そんな第五区にも、うら寂さみしい裏町は存在し、一部のグルメマニアしか知らないような店舗が点在している。

　洋食屋「銀狼亭」もまた、そうした店の一つであった。

　夜になるとメニューに多数の酒が加わり、酒場としても機能する。内装はゴシック・ムードが色濃く漂い、いかにも「一見さんお断り」な雰囲気をかもしだしている。

　──四月十六日、午後七時。

　玄関の扉には「本日貸し切り」のプレートが吊つり下げられていた。

「それでは皆様！　ダミアン様とラースさん、そして刹せつ羅ら先生の本戦出場権獲得を祝い、かんぱーい！」

　乾杯の音頭をとったのは、冬ふゆ月つき六りつ花かだった。普段はウェイトレスとして働いている少女だ。今日もメイド服を華麗に着こなしている。マイクを使わずとも、その美声は店内によく響いた。その陽気な性格からは想像もつかないが、雪女族の末まつ裔えいである。

「かんぱーい！」

　一同が杯を掲げて応こたえる。まだパーティーははじまったばかりだが、店内は大盛況である。ダミアンを慕っている幻棲種ヴエイロンたちが、こぞって詰めかけたのだ。

　もっとも主賓の三名ときたら、とことんマイペースである。

　人じん狼ろう族代表、ダミアン・ラバ・ジダンは自分専用のソファでくつろいでいる。

　妖よう狐こ族代表にして、生まれながらの天狐──九く条じよう院いん刹せつ羅らは、自分の定位置であるカウンター席について、きつねうどんを味わっている。

　巨人族代表のラース・冬とう弥や・ビョルクンドに至っては、いまも厨ちゆう房ぼうで包丁をふるっている始末だった。

「あなたって、働き者ねえ。今夜は主賓だっていうのに」

　刹羅があきれたように声をかけた。カウンター席には刹羅しかいないので、どうしても話し相手はラースになってしまう。

「料理人が僕しかいないのですから、しかたないでしょう。ですが、どんちゃん騒ぎは苦手ですから、僕には厨房のほうが性に合っています。料理は好きですから」

「ふん。いいお嫁さんになれそうね」

「お嫁さん!?　失敬な！」

「そういえば、《運営》からのメールは確認した？」

「……一応は。【PARTHENONパルテノン】とかいう、手のこんだアプリの案内がありましたね。一応インストールはすませましたけど、どう使えばいいのやら」

　じゅうじゅうと焼いていたステーキ肉にワインを振りかけながら、ラースはぼやいた。

「ＳＮＳ機能とか、笑っちゃうわよね。わたしたちは〝戦争〟をしようというのであって、遊びに来たわけじゃないのに」

「ダミアンなんかは、完全に遊びのつもりでしょうけどね」

　ラースが仏ぶつ頂ちよう面づらでつぶやくと、

「まあ、あいつはね……」

　刹羅は苦笑した。

　刹羅にせよラースにせよ、種族のしがらみというものがある。ラースの事情を詳しくは聞いていないが、彼なりにいろいろと抱えているのはまちがいない。

　刹羅も同じだった。近代文明に圧倒された挙げ句、苦境にあえいでいる妖狐族を救うという使命を背負っている。

　無論、刹羅がその気になれば、故郷も種族も打ち捨てて、この人間社会で生きていくことも可能である。刹羅は天才作家であり、すでに富豪級の財産を得ているし、作家業をつづけていけば生活は安泰である。

　だが、母親と交わした約束が、いまも刹羅をしばっている。

　──もし同胞が困っとったら、ちゃんと話を聞いてあげるんや。自分には関係のない話やからって、見捨てたりしたらあかんよ？　約束できるか？

　刹せつ羅らは妖よう狐こ族のなかでも特別な存在──天狐である。

　本来ならば、母のように千年単位の修行を積むことで、はじめて至ることのできる境地なのだが、刹羅は生まれながらの天狐であった。生まれた時点で特別であり、妖狐族の代表にふさわしい存在なのであった……。




「──そこで、まさかの在日米軍が介入してきやがった！　戦闘ヘリで、いきなりビルをミサイル爆撃！　とっさの判断で、俺おれがラースを〝お姫様抱っこ〟してさ。ビルの窓から飛び降りたってわけ！　いや～、あれは痛快だったね！」

　宴もたけなわ──いつしか酔っ払ったダミアンがフロアの中央に立ち、開会式での武勇談を皆の前で熱く語っている。わざわざ聴衆の一人を引き抜いて、皆の前で〝お姫様だっこ〟をしてみせるというサービスぶりである。

　もっとも、抱かれているのはゴーレム族の末まつ裔えいで、筋骨逞たくましい大男である。絵的にはなんとも見苦しく、刹羅は思わず失笑してしまった。

「あ～ん、ダミアン様ぁ！　どうせなら、あたしを〝お姫様抱っこ〟してくれればいいのに～……」

　と、ウェイトレスの仕事を果たしていた六りつ花かが、刹羅の脇わきで悔しそうにつぶやいた。

「リクエストしてみれば？　いまのノリなら、喜んで応じてくれると思うわよ？」

　刹羅が背中を押すように声をかけると、六花は茹ゆで蛸だこのように真っ赤になった。

「無理です無理です！　もし本当に抱っこされたりしたら、一瞬で融とけてしまいます！　雪女にとっては致命傷ですよぅ！」

　可か憐れんな雪女はトレイで顔を隠すと、厨ちゆう房ぼうに駆けこんでしまった。

「あらあら。食べちゃいたいくらいに可愛かわいいわね」

　刹羅が苦笑を浮かべている間にも、ダミアンの武勇伝はますます盛り上がりを見せていた。

「──ラースのやつときたら、まるで小娘みたいに俺の首筋にかじりついちゃってさー。いやー、みんなにも見せてやりたかったよ！　ははっ！」

　ラースはコンロの火を止めると、眼鏡をカウンターに置いた。

　刹羅は「あ、キレた」と思った。

「ダ[image: ][image: ][image: ][image: ]ミ[image: ][image: ][image: ][image: ][image: ]ア[image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ]ン[image: ]」

　ラースは幽鬼のごとく叫ぶと、怒ど濤とうの勢いでカウンターを飛び越えた。

「おっと、怒らせちまったかー？」

　さっと身がまえるダミアン。心底、愉たのしそうな顔をしている。明らかに、こうなることを望んでいた様子だった。

「お店を壊さないでくださいね～！」

　厨房から顔をのぞかせた六花が、いつものように声をかけた。












　ダミアンとラースが大乱闘を繰りひろげているので、もはやフロア中央は〝ファイト・クラブ〟と化している。殴り合い、蹴けり合い、つかみ合う二人の周囲では、男たちが歓声をあげている。

　そんな状況をよそに、刹せつ羅らはカウンター席で一人、食後のノンアルコール・カクテルを堪たん能のうしていた。

　透きとおるように美しい、ローズ・ピンクの液体を眺めていたら、ふいに「彼女」のことを思いだした。

　──アニーシャ・ミハイロヴナ・プリセツカヤ。

　先日、サイン会に足を運んでくれたロシア系少女である。

　自分でも理由はよくわからないのだが、刹羅はアニーシャに強く惹ひかれた。

　こんな気持ちははじめてだった。

　刹羅が通う鷹たか司つかさ女学院の中等部に通っているそうなので、その気になれば捜すことはできる。できることなら、もっと親しい仲になりたい。先輩と後輩というよりは、仲睦むつまじい姉妹のように……。

　しかし、いまは幻神大戦に集中せねばならない。

　こんな浮ついた気分は、一刻も早く抹消すべきなのに──。

「刹羅先生！　お隣、よろしいですか？」

　と、六りつ花かが笑顔で駆けよってきた。

　つい先ほど、ラースが乱闘をはじめたことでオーダーがストップしてしまい、六りつ花かの仕事も自動的に終わったのだ。ちゃっかりと、パーティー料理の余り物をトレイに載せている。意外に大食らいな六花は、あれもこれもと盛った挙げ句、どの皿からも料理がはみ出そうになっていた。

「お疲れさま、六花。ずっと働きづめだったんだし、おバカな野郎どもは放ほうっておけばいいわ」

「ですね！」

　六花は刹せつ羅らの隣席にちょこんと座ると、「いただきまーす！」と手を合わせた。真っ先に手をのばしたのは、はちみつとマスタードが香り立つスペアリブだ。豪快に手づかみし、真珠のような前歯で囓かじる。横から眺めているだけで、口のなかでジュワッと油が弾はじけたような気がした。

「ん～！　やっぱり、うちのシェフの料理は絶品です～！　そういえば、先生？　先日のサイン会で、ひと悶もん着ちやくあったそうですね？」

「まあね。客のなかに土つち蜘ぐ蛛もの末まつ裔えいが紛れこんでいて……ストーカーそのものって感じだったわ」

「モテる女はつらいですねえ」

「あんなのにモテたって、おもしろくないわよ。とりあえず催眠術で切りぬけたけど、下手したら大騒ぎになるところだったわ」

「ふわあ……さすが天狐様ですねえ」

「催眠術なんて、妖よう狐こ族ならだれでも使える小技だけどね」

「そうなんですか？　そんな能力があるんなら、山を下りて街に出た妖狐族なんて、やりたい放題じゃないでしょうか？　でも、その割に一般の妖狐族は……」

　六花は言いよどんだ。

「そう、妖狐族の里はすっかりさびれているし、街にでた妖狐族も多くは赤貧に喘あえいでいるわ。実際、妖狐族にそなわっている能力を応用して、金かね儲もうけに走った連中もいるんだけどね。なんせ、その気になれば目の前の人間を自由自在に操れるし、記憶の操作だってできる。特に有名なのは変身能力で、赤の他人になりすますことだってできるわ」

「それなら、どうして……？」

「能力を金儲けに利用した連中はね、例外なく故郷を捨てたのよ。そして、人間社会に馴な染じんでしまった。より人間に近づいたことを進化と呼ぶなら、進化なのだろうけど、わたしに言わせれば退化……いえ、劣化ね」

　刹羅は溜ため息いきをもらした。

「一方、里に残っているのは、遺伝的に弱体化した結果、基礎的な催眠術すら使えなくなった連中ばかりよ。できることと言えば、せいぜい人に化けることくらい。だけど、なんの才覚もない妖狐が人に化けて人間社会に出たところで、鴨かもがネギを背負ってきたようなものよ」

「世知辛いですねえ……」

「そう、世知辛いのよ。元々、この日本には、人に恵みをもたらす幻棲種ヴエイロンを神と見なし、人に害をもたらす幻棲種を妖怪と見なす──そんな考え方があったわ。そういう点では、古くから人間に関かかわってきた妖よう狐こ族は、神と妖怪、双方の貌かおをもつと言えるわね。それは雪女だって同じこと。いわば、わたしたちは神話の紡つむぎ手なのよ」

「神話の紡ぎ手……」

　六りつ花かはいつしか手を止めて、刹せつ羅らの話に聞き入っている。

「だけど、それも近代以前までの話。近代を境に、世界各地の神話は書き換えられてしまったわ。いわば〝マネー崇拝神話〟とでも呼ぶべき代物にね。カネを稼いだ者だけが栄光を勝ち取り、そうでないものは地べたに這はいつくばるしかない……これこそ新時代の神話よ。そして、その〝偽造神話〟の祭壇とでも言うべき場所が、この海上都市オリュンポスってわけね。本来ならば、闘技場に特化したスペースとして建築すべきだったのに、ここぞとばかりに特区化して、世界中の企業を誘致したでしょう？　バカの極みだわ」

「ほえ～。刹羅先生って、そんなことも考えていらしたんですねえ。あたしなんてバカだから、そんな発想すら湧きません……」

「まあ、いくら考えたところで、どうにもならないんだけどね。一度書き換えられた神話を復元するにはどうすればいいか──残念ながら、わたしにもわからないし」

　その瞬間、店内がドッと湧いた。

　ダミアンとラース、互いの拳こぶしが宙で交錯し、各々の顎あごを的確に打ち抜いたのだ。

　二人同時にうめき声を上げると、がくっと膝ひざから崩れ落ちてしまう。

「ははっ……なかなかやるじゃねーか。このクソ巨人が……」

「声が震えていますよ？　クソ狼おおかみ……」

　互いに視線を交わしたのもつかのま、二人同時にぶっ倒れてしまう。鼬鼠いたち族の少年がレフェリー役を買って出て、カウントをはじめる。

　観客全員がカウントを唱和する。

　あっと言う間にテン・カウントが消化され、試合終了。

　両者ともに立ち上がれなかったので、引き分けとなった。




「いやー、まいったね」

　それから三十分ほどが経たち、あっさり回復したダミアンは刹羅の隣席にやって来た。

　さすがは人じん狼ろう族だけあって、その回復スピードときたら尋常ではない。噂うわさでは吸血鬼に匹敵する再生能力をそなえているそうだが、あながち誇張ではないだろう。

「…………」

　一方、ラースもシェフとして復帰している。赤く腫はれあがった顔面が痛々しい。ダミアンがやって来ても沈黙をたもち、一いち瞥べつすらしなかった。

　すでに日付が変わっているが、まだまだ宴が終わる気配はなかった。

「注文入りまーす！」

　六りつ花かもウェイトレスとして、くるくると立ち回っている。

「……あんたたち、バカなの？」

　刹せつ羅らは鞭むち打うつような声で言った。

「相変わらず手厳しいなあ、セッちゃんは」

「だから、その呼び方はやめてくれる？　虫唾むしずが走るわ」

　ダミアンは喉のどの奥で笑うと、ポケットからスマホを取りだした。

「そうそう、ちょっと気になることがあってさ」

「なによ？」

「ほら、参戦する種族の一覧を見てみろよ？　どうしてゴブリンごときが参戦してるんだろうな？」

「それは、たしかにふしぎよね。あの連中、開会式にも関与してたみたいだけど。どうやら《運営》との間に、妙な繫つながりがあるみたいね」

「しっかし、ゴブリン族がどうやって戦うんだろうなー？　あいつらってさ、史上最弱だよね？　そりゃあ、開会式のときみたいに武装すれば、そこそこ戦えるだろうけどさ」

「わたしたちには通用しないわね」

「まあ、核兵器でも持ちこまれたらヤバいかもしれんけどなー」

　言葉の重みとは裏腹に、ダミアンは愉快そうである。












「いくらなんでも、《運営》が許さないんじゃないですか？」

　と、話を聞きつけたラースが、料理をしながら口を挟んできた。

「そうね。ゴブリン族は《運営》の〝狗いぬ〟である可能性が高いわ。《運営》がいやがるような真ま似ねはしないと思う」

「弱小種族といえば、夢魔族だって負けてないよなー。人間社会に寄生して、こそこそと金かね儲もうけをするくらいしか能のない連中だと思ってたけど」

「よほど特殊な隠し球をもっているのかもしれないわね。油断は禁物よ」

「そういえばさ。あの狂った野郎も、本戦に出てくるみたいだな。開会式のとき、どさくさにまぎれてミサイル駆逐艦を二隻、食らってやがった。このヌエっていう種族が、あいつらしいけど……そもそもヌエって何なの？」

　ダミアンはラースの横顔に熱い視線を浴びせたのだが、

「僕に聞かないでくださいよ。こちとら学歴は皆無なんですから」

「顔だけは学者みたいなのに、残念なやつだなー」

「もう一戦やらかしますか？」

「いや、遠慮しとくよ」

　ダミアンは苦笑すると、今度は刹せつ羅らに尋ねた。

「セッちゃんなら知ってるだろ？　ヌエって日本系の妖怪らしいし」

「ググレカス」

「ちょっ、セッちゃん!?　俺おれ、こう見えて繊細なんだからさ……そんなふうに突きはなされたら、泣いちゃうよー？　そのカッコいいゴシック風ドレスで、涙と鼻水を拭いちゃうよ？」

「そんなことをしたら、真っ先にあんたを殺してあげる。ついでに言えば、このドレスは〝ゴシック風〟じゃなくて、純然たるゴシックよ」

「まあ、それはともかく──」

　ダミアンはにやりとした。

「開会式でいちばん目立っていたのは、あの吸血鬼だよな」

「……まあ、そうね」

　露骨に話題を逸そらされたのには腹が立ったが、吸血鬼と聞けば無視するわけにもいかなかった。なんと言っても、開会式で首位を獲得した幻棲種ヴエイロンである。

「そもそも、吸血鬼ってのは二十世紀の半ばに滅亡したってのが定説だったはずだけど、このタイミングで復活するなんてなあ。話がうますぎるっていうか。一体、なにがあったんだか」

「あの戦闘能力は侮れないわね」

「まあ、あれだけの妖気を使った以上、消耗も激しいと思うけどな。あんなやつとさしで戦えるのかもって思うと、血湧き肉躍おどるねー。ヌエのやつも、ちっとばかし因縁ができちまったから気になるけど、メインディッシュは吸血鬼で決まりだな！」

　ダミアンは愉悦の笑みをもらしている。いまにも血の雫しずくが唇のはしから滴り落ちてきそうな笑みである。ふだんはダミアンを小バカにしている刹せつ羅らでさえ、思わずゾッとしたほどだった。

　もっとも、ダミアンは妖しげな笑みをあっさりひっこめると、意外な提案をした。

「そうだ。せっかくだからさ、この【PARTHENONパルテノン】とやらを試してみないか？　『同盟申請』っていうメニューが気になるんだけど」

「わざわざ申請しなくても、今だって同盟を結んでいるようなものだけどね。その気になれば、ここで殺し合いをはじめても問題ないわけだけど」

「その場合、真っ先に倒されるのはラースだよな。こいつの能力がいまいちよくわからないんだけど、ドワーフ族の助けがないと使えないみたいだし。開会式のときなんて、俺おれと一緒じゃなかったら、まちがいなくゴブリン族に射殺されていたよね？」

「ぐっ……」

　意外にもラースは反論しなかった。

　図星だったのだろう。

　もしダミアンと刹羅がその気になれば、ここでラースを血祭りにあげるのは赤あか児ごの手をひねるようなものだ。

　が、そんな真ま似ねをするのは、刹羅の気が進まない。それはダミアンも同じなのだろう。その気があれば、とっくの昔に人じん狼ろうの能力を使っていたはずだから。

「というわけで、あらためて休戦協定を結ぶってのはどうだ？　たとえば、だ──一つ、プレイヤーが俺たち三人になるまでは、休戦協定を結ぶ。二つ、『幻神大戦』が開催されている間、この銀ぎん狼ろう亭ていを俺たちの基地とする。基地内での殺し合いは禁ずる。そして、三つ──」

　刹羅もラースも、ダミアンの顔をまじまじと見つめた。あのダミアンにしては、まともなことを言うと思ったからだ。

　果たして、三つ目の条項はなんなのか──。

　ダミアンはニッと嗤わらった。

「万が一、死んでも恨まないこと」




　かくして、この夜──人狼・巨人・天狐の間で同盟条約が締結された。

　同盟情報は【PARTHENON】で公開することも可能なので、ダミアンの提案で早速、公開することになった。

　その後、プレイヤーの一覧表が更新され、同盟情報が追加された。

「へえ。申請したらすぐに更新されるなんてな。《運営》って、ちゃんと仕事してるんだなー」

　ダミアンが感心したふうにつぶやいた。

「これだけでも、他ほかのプレイヤーたちに対する示じ威い行為になるわね」

　刹せつ羅らも素直に感心している。

　たとえば、天狐に対戦を挑んだ者は、人じん狼ろうと巨人をも敵に回すことになる──と宣言したことになるからだ。

　ふと、刹羅は気づいた。

　この祝賀会を提案したのは、他ほかならぬダミアンなのだが──この同盟こそが、今夜の最大の目当てだったのではないか。

　へらへらしているようで、侮れないやつだわ……と、刹羅は珍しくダミアンを見直したのだった。





Ⅴ　闇やみ夜よに踊るサキュバス







　四月十七日、午前三時ごろ──。

　青白い有明月が、ひっそりとかがやいている。

　夜風には鉄鋼とガソリンの匂においが入り交じっている。

　月の美しさとは裏腹に、空気はひどく澱よどんでいる。

　そんな区画を、一人の少女がゆっくりとした足どりで歩いていた。

　サキュバス族の代表──アニーシャ・ミハイロヴナ・プリセツカヤであった。

　白を基調としたロリータ・ファッションに身を包み、背中から優美な翅し翼よくを生やしている。翅はねが光源となって、少女の周辺をぼんやりと照らしていた。

　アニーシャが降り立った地域は、建築資材が積み上げられた更地ばかりが目立つ。所々にタワー型ビルが建っているが、どれも建設途中であった。

　こんな夜更けに少女が一人歩きをするには、不適切な場所である。そもそも一般人の立入は固く禁止されている。

　いまだ建設途中の海上都市オリュンポスには、二つの未完成区域がある。

　一つ目は、開会式が開催された第六区「アレス」。つい先日、米軍の戦闘ヘリがミサイルを盛大にぶっ放したため──公式には夜間工事中に発生した原因不明の大爆発のため、工期の延長が発表されたばかりであった。

　そして二つ目が、アニーシャが徘はい徊かいしている第十二区「ヘスティア」である。

　おそらく第六区と第十二区は、《運営》が『幻神大戦』のメイン会場として用意した場所なのだろう。街中でプレイヤー同士が衝突したら、被害が甚大なものになるのはわかりきっている。

　もっとも、ルール表を丹念に読み返してみても、『幻神大戦』の会場は「海上都市オリュンポス」としか記されていないので、市内であればどこで戦ってもかまわないということになる。

　この曖あい昧まいな印象は、ある種の気持ち悪さを感じさせた。

　アニーシャの憶測にすぎないが、おそらく「市民の安全を主張する勢力」と「破壊を望む勢力」の間で、なんらかの談合があったのではないか。

　後者に属する勢力といえば、真っ先に考えられるのが建設業界だ。街が破壊されればされるほど受注が増える。ある業界が活性化すれば、それだけＧＤＰが上昇するので、現政権にとっても都合がよい。市民などいくら犠牲になってもかまわないので、どんどん破壊してください、というのが連中の本音だろう。

　最終的に両者の言い分を取り入れた結果、全十二区のうち二つの工期を大幅に遅らせ、戦場にふさわしい「未開発区域」を提供したのではないだろうか。幻棲種ヴエイロンの皆さん、市内であればどこで戦ってもかまいませんが、できれば空気を読んでくださいね──というわけだ。

　ここ最近、アニーシャの頭は妙に冴さえている。

　物事をこんなふうに裏面から考察するなんて、これでは──ママみたい。

　まるで幽霊のように、荒涼とした建設現場を歩きながら、アニーシャはここ数日の間に発生した、めまぐるしい出来事の数々を思い浮かべた──。




　あの日──。

　人気作家・藤ふじ袴ばかまセツラのサイン会から帰宅したアニーシャは、生まれてはじめて母に殴られた。もうすぐ『幻神大戦』がはじまるというのに、なんの準備もせずに、ふらふらと遊び歩いていたアニーシャが許せなかったのだ。

　はじめての体罰は衝撃的だったが、しかし、それだけなら「あんなこと」は起きなかったと思う。

　アニーシャを殴りつけたあと、母は信じがたい暴挙にでた。

　藤袴セツラのサイン本──自分の命よりも大切に思っていた宝物を暖炉に放ほうりこみ、火を放ったのだ。

「あああああああああああああああっ……！」

　アニーシャは絶叫した。

　その刹那、背中に激痛が走った。

　めりめりと肌を突き破るようにして、なにかが芽生えようとしていた。

　それは蝶ちようのような翅し翼よくだった。

　まだ折りたたまれていて、じっとりと湿っているのがわかる。その付け根から血潮がにじみ、腰から尻しりを伝い、太ももの内側へと流れ落ちていく。

「アニーシャ？　まさか──」

　母が呆ぼう然ぜんと目をみはっているうちに、小さく折りたたまれていた翅翼が左右に大きく広がった。

　複雑な翅し脈みやくが鮮烈な光輝を放ち、室内をまばゆく照らしだす。

　自分の身になにが起きたのか、アニーシャにはわからない。

　ただ、芽生えたばかりの翅翼に、とてつもないエネルギーが満ちあふれているのはたしかだった。

　いまの自分なら、この地球だって壊せるかもしれない。

　その莫ばく大だいなエネルギーと、サイン本を燃やされたことへの怒りが直結するのに、数秒とかからなかった。

「あはははははっ！　ようやく覚醒したのね、アニーシャ！　そうこなくっちゃ！　これこそあたしが望んでいたものよ！　苦労してあんたを手に入れた甲か斐いが──」

「うるさい黙れ！」

　アニーシャの感情が爆発すると同時に、母の全身が真っ白な閃せん光こうに包まれた。

　瞬時にして母は蒸発した。

「へっ？　うそ……でしょ？」

　目の前でなにが起こったのか。

　頭の片隅では理解していたが、心が追いつかない。

　だが、これは現実なのだ。

　室内の気温が異様に上昇している。

　ただ突っ立っているだけで、汗がたらたらと滴り落ちた。

「ママ……？　どこに行ったの？」

　返事はない。

　その代わり、先ほどまで母が背にしていた壁面に、人影じみた模様が染みついている。

「これが……ママなの？」

　アニーシャは壁際に歩み寄ると、影絵のような模様にそっと手を触れた。生命の気配など微み塵じんも感じられない。

　その直後、扉のむこうから声がかかった。

「社長。今夜のパーティーには、政治家や官僚、日銀総裁、経団連の重じゆう鎮ちんなど、国内外の有力者が集まります。いますぐ車に乗っていただかないと……」

　母の秘書を務めるエレナの声だ。母がなかなかアニーシャの部屋からでてこないので、しびれを切らしたのだろう。

　どうしよう？　エレナになんと言おう？

　最悪、エレナも消すしかないのだろうか──？

「……社長？　入りますよ！」

　まだ心の準備もできていないうちに、エレナは扉を開けた。

　知的で行動力のあるキャリア・ウーマン──という鋳型として使えそうな美女が、あわてた様子で飛びこんでくる。素早く室内に視線を巡らすと、いぶかしげに眉まゆをひそめた。

「アニーシャお嬢様？　社長はどちらへ……？」

「ねえ、エレナ」

　アニーシャは自じ嘲ちよう気味に告白した。

「ママがね、壁のシミになっちゃった……」

「まさか……お嬢様が社長を──？」

　まだ半信半疑の様子だったが、エレナは壁面に釘くぎ付づけとなっている。

「ママが悪いんだよ。セツラ先生のサイン本を、燃やしたりするから……」

「とにかく、今後について話し合いましょう」

　意外にも、エレナは即座に冷静さを取りもどすと、扉をぴたりと閉ざした。

「いま、この屋敷にはお嬢様とわたくし、そして数名の家政婦しかおりません。家政婦たちは一階で働いていますので、なにが起こったのか気づいてはいないでしょう」

「わたしに罰を与えないの？　わたし、ママを殺したんだよ？　サキュバス族のみんなに処刑されても、文句を言えないようなことを……」

「その事実を明かす必要はございません。なぜならば──」

　エレナの全身が発光する。サキュバス族に特有の幻術を使うつもりなのだろう。だが、そんなものがなんの役に立つというのか──？

「いかがでございましょう、お嬢様？」

「──!?」

　アニーシャは愕がく然ぜんとした。

　全身が総毛立つ。

　膝ひざ頭がしらががくがくと震えを帯びた。

　戸口に立っているのは、まぎれもなく母だった！

「いやああああああああああああああああああああっ！」

　背中の翅し翼よくが震動し、翅し脈みやくが輝きわたる……！

「落ち着いて下さい！　わたくしです！　エレナです！」

「へっ？」

　危うくエレナまで消してしまうところだったが、かろうじて思い留とどまった。

　あらためて、眼前の人物を眺める。

　たしかに顔と声こそ亡き母にそっくりだが、服装はエレナのままである。

「これがエレナの幻術？」

「そうです。時々ですが、わたくしは社長の影武者を務めておりました。この技を見こまれたからこそ、わたくしは社長秘書に抜ばつ擢てきされたのです」

「そうだったんだ……」

「僭せん越えつながら、今後はわたくしが社長を演じさせていただきます。社長の声、口調、仕草はトレース可能ですし、ずっと社長のお側そばについていたわたくしならば、社長を演じきる自信はあります。いかがでしょう？　お嬢様のお許しさえいただけるなら、いまからでも代役を演じますが」

　そういえば、今夜は大事なパーティーがあるとか言っていたような──とアニーシャは思いだした。

「わかったわ。いまから、わたしたちは共犯者ね」

「はい。ただ、一つだけ……お願いがございます」

「なに？」

「お嬢様は予定どおり、『幻神大戦』に出場していただけないでしょうか？　開会式も迫っておりますし」

　アニーシャは顔を強こわ張ばらせた。

「どうして!?　どうしてエレナまで、そういうことを言うの!?」

「申し訳ありません、お嬢様。ですが、わたくしのお願いを聞いてくださるなら、できる限りのことはいたします」

「お願い？」

「わたくしは社長のように、お嬢様を厳格に束縛したりはいたしません。それと、お嬢様の能力についても、調査しようと思っております。正直なところ、そのような翅はねは……サキュバス族の翼とは、明らかに異なります。お嬢様の翅は、様々な点で規格外なのです。社長を消し去った能力についても気懸かりです。一刻も早く、その力を解明せねばなりません。と同時に、その力を使いこなせるようになれば──『幻神大戦』に勝ち残れるかもしれません」

「でも、わたしが『幻神大戦』に勝ったとして、エレナになにか得があるの？　まさかとは思うけど、自分が東京を支配して、女王様にでもなるつもり？」

「そのような俗事に興味はございません。いま現在のように、人類に地球の主権を握らせつつ、我々は闇やみの存在として、細々と血脈を保って行ければよいのです。これ以上、会社を拡張していくつもりもありません。現状維持──それがサキュバスらしい処世術だと、わたくしは思います」

「意外だわ……わたし、エレナはママの言いなりだと思っていたのだけど」

「社長は『幻神大戦』に勝利することで、とてつもなく大きな構想を実現しようと考えておられましたが……実のところ、わたくしは反対でした。社長は最終的に、全世界の兵器産業を掌握するという野望をお持ちでした」

「兵器？　うちは美容系の会社なのに？」

　アニーシャはぽかんとした。

「はい。兵器産業を手中に収めたあとは、莫ばく大だいな資金を利用して、各国の政治・経済・軍事・マスコミを裏から操り、世界各地で戦争を誘発させる──そして、相争う両陣営に兵器を売りつけるのです。こうした高効率のビジネス・モデルを人類史から学んだ社長は、自らもその道に進もうと考えておられたのです。そのためにも、まずは『幻神大戦』を利用して東京の経済力を掌握し、兵器産業界に打って出るおつもりだったのですが……どう考えてもサキュバス族には分不相応な望みです」

「…………」

「サキュバス族の未来を考えますと、このタイミングで社長がお亡くなりになったことは、むしろ幸運だったのかもしれません」

「……あなたがママの身代わりを演じることは、認めるわ。だけど、『幻神大戦』については……しばらくの間、考えさせて」

　アニーシャは背をむけた。

「承知しました、お嬢様」

　エレナは恭しく一礼してみせると、立ち去った。




　それから数日後、アニーシャは『幻神大戦』の開会式に出場した。

　まだ精神的には不安定だったし、あの少女（おそらく天使族だろう）が助けてくれなければ、まちがいなく死んでいただろう。

　それでも、自らの意志で米軍の艦船を轟ごう沈ちんさせた結果、アニーシャは決意を固めることができた。

　こんな自分にだって、できることはあるのだと。

　それに、自分の能力について解明したいという気持ちも湧いた。

　見れば見るほど、この翅はねは異常だし、この翅に蓄えられたエネルギー量も異常としか思えない。

　かくして──。

　開会式からもどったアニーシャは、エレナと正式に契約を結んだ。





　　①アニーシャは『幻神大戦』に参戦する。

　　②今後、エレナはリュドミラ・キリーロヴナ・プリセツカヤとして生きる。ただし、アニーシャを厳しく束縛してはならない。

　　③エレナはアニーシャの能力について調査をする。なにかわかったら、必ずアニーシャに報告すること。






　ふしぎな気持ちだった。

　母が消えたとたん、あれほど嫌だった『幻神大戦』に興味が湧いてきたのである。

　この能力を発現させた自分が、一体どこまで戦えるのか──試してみたいという願望すら芽生えはじめていた。




　今夜、アニーシャは獲物を求めて、戦場むきの第十二区を徘はい徊かいしている。

　もちろん、アプリは「サーチ＆デストロイ・モード」に設定してある。アニーシャと同じく、獲物を捜し求めている種族が半径一キロメートル以内に現れれば、すぐさま探知してくれるはずだ。

「ねえ、夢む幻げんちゃん？」

《なんでしょう、マスター？》

「今夜は月がきれいね」

《はい、とても美しい有明月です》

　意味のない会話も、なんだか楽しい。

　開会式のあと、《運営》から届いた案内に従って【PARTHENONパルテノン】をインストールしたアニーシャは、ナビゲーターの「夢幻ちゃん」を一目見るなり気に入った。いまでは良き話し相手となっている。

　いずれ戦闘報酬を得ることができたなら、夢幻ちゃんの替え衣装をコレクションしようと決めている。アニーシャにとって、こういうゲーム性は大歓迎である。《運営》を得体の知れない組織だと思っていたアニーシャだが、夢幻ちゃんのおかげで見直した。

　その瞬間、スマホアプリが警告音を発した。

　夢幻ちゃんが報告する。

《プレイヤーの反応を確認しました。距離、九百九十八メートル──》

　アニーシャはすかさずスマホをのぞきこんだ。

　第十二区「ヘスティア」の地図が表示されている。二つの光点のうち、一つはアニーシャの現在位置情報。黄色く光っている。

　もう一つの光点が、敵の現在位置情報である。こちらは鮮烈な赤色だった。

　敵は第十二区の南端部に位置したまま、微動だにしない。

　アニーシャは眉まゆをひそめた。

「……このプレイヤー、一歩も動かないね？」

《はい。敵の位置情報、変わりありません》

　当然ながら、すでに敵もアニーシャの存在を感知したはずである。

「ふうん。わたしを誘ってるの？　だったら──乗ってあげる！」

　アニーシャは夜天に舞いあがった。

　蝶ちようのような翅し翼よくにエネルギーが充みち満みちる。まるで鱗りん粉ぷんのように、光の粒子が夜陰にきらめいて、少女の衣装を美しく装飾した。

　アニーシャは跳んだ。

　赤い光点が瞬く地点の上空、海抜数百メートルの位置に、コンマ一秒とかからず到着する。いや、到着というよりは、出現したといったほうが正しい。

「……？」

　アニーシャは小首をかしげつつ、地上に舞い降りた。

　そこは地面をコンクリートで固められただけの、広漠としたスペースだった。十キロメートル四方はあるだろうか。敷地内を見わたすと、ぽつぽつと建設途中のビルが建っているだけだ。

　だれもいない。幻棲種ヴエイロンはおろか、人や動物の気配すら感じない。

　怖いくらいに無機的で、冷たい感じがした。

「そういえば……」

　第十二区には太陽発電施設が建設される予定だと、担任教師が言っていたのを思いだした。いずれこの場所には、太陽電池パネルがずらりと敷き詰められるのだろう。

　ある意味、戦闘にはもってこいの場所柄であるが──肝心の敵が見あたらない。

「おかしいなあ……」

　アニーシャはスマホを確認した。

　黄色い光点と赤の光点は、ぴたりと重なっている。

　怪け訝げんに思いつつ、周囲を観察してみると──ふいに異物が視界に入った。

　見るからに安物とおぼしき携帯端末が、無造作に転がっている。

「……！」

　それが意味するものを察した直後、アニーシャは横殴りの衝撃を浴び、地面とほぼ並行に吹き飛ばされたあと、海中に没した。




　アニーシャが携帯端末を発見した地点から、約一・五キロメートル離れた位置に、建設途中のビルがそびえ立っている。高さは五十メートルほどだ。いずれは電力会社のオフィス・ビルになるのだと思われた。

　その屋上に伏せていた観測手が、軍用の双眼鏡をのぞきつつ、ゴブリン語で報告をもたらした。

「ニュル・オゥブ・ダルーラ（命中を確認）！」

　観測手の隣には、たったいま狙そ撃げきを成功させたゴブリン兵が伏せている。ゴブリン族に特有の体格ゆえに、設置された銃器にしがみついているように見えた。ほんの数秒前、一・五キロメートル先の標的を撃ち抜いた狙そ撃げき手しゆだとは、とても思えない。

　屋上に配置されているのは、ゴブリン部隊の狙撃チームであった。狙撃手二名に対して観測手も二名、撮影班が二名、通信兵が一名。そして護衛が四名。

　また、階下には別働隊も待機させている。万が一、狙撃に失敗したときは、全力で撤退せねばならない。相手がどの種族であろうと、まともにやり合って勝てるわけがないからだ。別働隊が動かねばならないとき、部隊は確実に全滅するだろう。その間に、部隊指揮官だけでも街中に逃げこむ寸法である。

　指揮官は、石蕗つわぶき玻は瑠る菜なであった。

　ふだんは女王専属のメイドを務めているのだが、実は将校並みの軍事教育を受けている。服装はメイド服のままである。足首まであるエプロンドレスの裾が、夜風にゆったりとなびいている。殺伐とした空気を感じさせるゴブリン兵とは、あまりに対照的であった。

「まずは一匹……」

　玻瑠菜は妖艶に微笑ほほえんだ。

　女王陛下の前では決して見せない笑顔である。

『幻神大戦』が開幕して以来、玻瑠菜は夜ごと第十二区を訪れては、狙そ撃げきチームを配置して、好戦的なプレイヤーが現れるのを待ち受けていた。

　ここから約一・五キロメートル先に位置する地点ならば、狙そ撃げき手しゆと標的との間に障害物は皆無である。

　玻瑠菜の作戦は単純だった。

　適当な携帯端末に【PARTHENONパルテノン】をインストールし、サーチ＆デストロイ・モードに設定した上で、あの地点に放置しておいたのである。あとは、このビルで獲物がかかるのを待ち受けるだけだった。

　いまどきの人類は、スマホを肉体の一部のように扱っている。それは人間社会に適応している幻棲種ヴエイロンも同じだろう。

　であれば、スマホを地面に放置するなどという発想は、案外、湧きにくいのではないか──という考えもあった。

　今夜、早くも第一号が罠わなにかかった。

　玻瑠菜が率いる狙撃チームが導入したのは、対物ライフルだった。

　ダネルNTW-20。口径は二〇ミリ×八二。このタイプの狙撃銃としては、最大の破壊力を誇る。

　有効射程は一五〇〇メートルである。つまり先ほどの狙撃は、銃の限界性能を試すような仕事だったというわけだ。

　それでもゴブリン兵は一発で仕留めてみせた。

　もはや神業といっていい。

　玻瑠菜自身、まさか初弾を命中させるとは思っていなかった。

　肉体的には貧弱なゴブリン族だが、手先が器用であることは、あまり知られていない。特に重火器との相性は抜群である。狙撃の才能を開眼させる個体も多く、本国には化け物級の狙撃手がごろごろしている。世界各国の軍隊が、喉のどから手が出るほど欲しがるような逸材ばかりである。

　余談になるが、もしゴブリン族と同じ体格の人間──要するに、子どもがNTW-20を撃ったりしたら、負傷は免れないだろう。ストック内部にショック・アブソーバーが内蔵されているとはいえ、二〇ミリ×八二弾薬がもたらす反動は絶大である。その衝撃に難なく耐えられるのは、やはり幻棲種なればこそだった。史上最弱の種族とはいえ、その程度の強きよう靱じんさはある。

　こうした兵器は、石蕗つわぶき玻は瑠る菜なが厳選した。資金源は、《運営》との密約により獲得した報奨金である。通貨単位は《ゴールド》。海上都市オリュンポス内でのみ使用可能な地域限定通貨である。ルールによれば、ゴールドで購入したアイテムであれば、無制限に実戦投入してもかまわない、とのことだ。

　玻瑠菜は遠慮なく、そのルールを利用させてもらった。

　たとえ米海軍の艦隊を退けるだけの能力があったとしても、不意をつかれれば幻棲種ヴエイロンとて死は免れない──吸血鬼のように、不死の能力でもない限りは。

　頭部に二〇ミリ口径弾薬をぶちこまれ、おもしろいように吹っ飛ばされたあと、真夜中の海に沈んだプレイヤーの姿を、玻瑠菜は思い浮かべた。

　服装から察するに、まだ十代の少女のように見えた。残念ながら、あの蝶ちようのような翅はねが妙な作用をしたらしく、顔はほとんど認識できなかったが……。

　玻瑠菜は【PARTHENONパルテノン】をインストールしてあるタブレットを操作して、夢む幻げんちゃんを呼び出した。

「敵の情報を教えてください」

《照合を開始…………照合結果、でました。サキュバス族です》

「そう。道理で、あっさりと倒れたわけね」

　玻瑠菜は納得した。そもそも、ゴブリンよりも格上とはいえ、サキュバス風情がどうして勝ち残れたのか、ふしぎだったのである。最初の獲物としては、最も妥当な相手と言えた。

「ふふっ。幸さい先さきがよろしいわね」

　玻瑠菜は微笑ほほえむと、ゴブリン語で観測班に「いまの映像を回してちょうだい」と命じた。

　観測班はすぐさま応じた。録画したばかりの映像を、玻瑠菜のタブレットに転送する。

　玻瑠菜は動画再生ソフトを立ち上げて、映像記録を確認した。

　映像は、サキュバスの少女が地上に着地したところから始まっていた。

　少女はしばらく周囲を見わたしたあと、地面に放置されていたスマホ型端末に気づき、拾いあげようとした。

「あら、ふしぎなこと。録画でも、顔が認識できないなんて……」

　他者の視線に対する遮蔽機能の一種だろうか。たしか夢魔は催眠術を使える種族と聞いている。これも催眠術の一種だろうか？

　いや、ちがう。ただの催眠術ならば、ビデオカメラには通用しないはず。おそらく光学的な遮蔽機能なのだろう。

　なかなかの小細工と言えるが、それも無駄になった。

　彼女は自分が死んだ理由すら把握できなかったことだろう。堂々と姿を見せたあたり、案外、尋常に勝負するつもりだったのかもしれない。

　そう思うと申し訳ない気もしたが、こちらはゴブリン族である。

　史上最弱の種族である。

　たとえば玻は瑠る菜なのような、人間族のブレーンがついていなければ、どうにもならない種族なのである。

　まともに戦って勝てるはずもなく、この程度の卑ひ怯きようは赦ゆるされてしかるべきであろう。

　こうして地道に敵の戦力を削り取っていけば、吸血鬼族への援助になるはずだ。

　吸血鬼族を勝たせてやりさえすれば、ゴブリン族は《運営》から莫ばく大だいな報奨を得ることができる。

　そうなれば、ゴブリン族の祖国──エルゼリア王国も当面は安泰である。

　女王陛下のお気持ちも安らぐことであろう。

「ヌッ、ヌエンドッ（指揮官殿っ）！」

　と、観測手が愕がく然ぜんとして叫んだ。

「ブガート（どうした）？」

「タルゲス・エグジュ・カファルク（標的の生存を確認）！」

「なんですってっ!?」

　玻瑠菜は視線を遠くにむけた。

　蛍光色のピンクを思わせる光こう芒ぼうが、柱のように海面から伸びている。

　玻瑠菜は双眼鏡をのぞきこみ、その光芒に焦点を合わせた。

　まるでエレベーターに乗って昇ってきたかのように──光の内部に先ほどの少女が現れるのを確認した。

「バカな……たしかに弾は頭部を……。いえ、わたくしとしたことが……大きな考えちがいをしていましたね」

　玻瑠菜は自分の早とちりを恥じた。いまさら映像記録をスローモーションで再確認する必要性すら感じなかった。

　そもそも弾が本当に命中したのであれば、その瞬間に頭部が炸さく裂れつしていたはずである。だが、少女は自ら後方に吹っ飛ぶことで、弾薬の勢いを受け流したのち、いったん海に落ちてみせた。たまたま陸地が尽きただけなのか、それとも狙そ撃げき手しゆを油断させるためにわざと潜水したのか、そこまではわからないが。

　玻瑠菜は自覚した。

　いま、自分の命が最大限に脅かされているという事実を──。




「ふ～ん。どこの種族か知らないけど、こんな手を使うんだあ」

　ピンク色の光芒に包まれたまま、ゆっくりと海面に浮上したアニーシャは、感心した風に笑った。

　正直、殺されていてもふしぎはない攻撃だった。

　弾丸がこめかみに突き刺さる寸前、アニーシャは翅はねの先端部で防御すると同時に、弾丸の進行方向に合わせて飛んだ。

　それは、ほとんど無意識の行動だった。身体からだが勝手に動いたのだ。

　おどろくべきは、翅はねの堅けん牢ろうさだろう。あれほどの弾丸を防ぎ止めたのみならず、傷ひとつついていない。

　残念なのは、髪も衣装もじっとりと濡ぬれそぼってしまったことだ。肌が潮水でべたついている。下着もぐしょぐしょだ。磯いそ臭くさくて気持ちが悪い。

「さっさと片づけて、終わりにしよっか。ねえ、夢む幻げんちゃん？　あれはなんていう種族なの？」

《少々お待ちください。放置端末にインストールされた【PARTHENONパルテノン】のシリアル・コードを照合しています……》

　スマホのスピーカーを通して、夢幻ちゃんは応答した。スマホも海水に濡れてしまったが、防水機能のおかげで壊れる気配は微み塵じんもない。

　その瞬間、風切り音がした。

　第二射、第三射──次々と弾が飛んできたが、アニーシャは翅を鎧よろいのように畳むことで、たやすく防いだ。

　と同時に、狙そ撃げき手しゆの現在位置も把握できた。

　あんな遠くから射撃して、人体サイズの標的に当ててくるとは──軍事には疎いアニーシャでも、思わず感嘆したほどだった。

《照合を完了。ゴブリン族です》

　と、夢幻ちゃんが敵の情報を教えてくれた。

「えっ？　ゴブリン族なんだ……」

　アニーシャは顔をしかめた。

「夢幻ちゃんの替え衣装ＤＬＣ代くらいは、稼がせてくれるかな？」

　はるか遠方のビルにむけて、アニーシャは両手をかざした。

　開会式のさなか、米軍の艦船を攻撃したときと同じように──。




　少女が放った光条は、海水を蒸発させつつまっすぐ走った。そして標的のビルの一階部分に突き刺さった直後、上方へと跳ねあがるような挙動を見せた。

　建設途中のビルは豆腐のように斬きり裂かれた。

　玻は瑠る菜なのすぐ脇わきを、極太の閃せん光こうが駆け抜けていく。

「──！」

　ゴブリン兵の狙撃手二名と観測手二名が、瞬時にして消えた。

　狙撃手たちが装備していた、あの巨大な対物ライフルですら、融とけた鋼鉄の残ざん滓しをわずかばかり残して、あっけなく消滅してしまった。

　いまや屋上の床面はごっそりと抉えぐられて、幅三メートルほどの溝が生じている。

「まるで……レーザー兵器ですわね」

　玻瑠菜が無事だったのは、狙撃手からやや離れた位置に立っていたからだ。それ以外に理由はない。あと一メートルほど右に寄っていれば、先ほどの光こう芒ぼうに吞のみこまれていた。

　敵はおそろしく正確に狙そ撃げき手しゆの位置を感知し、反撃を喰くらわしてきた。玻は瑠る菜なの指示も待たずに、第二、三射を放った付けが回ってきたのだ。

　初弾だけならば、こちらの居場所を確定される可能性は低かったというのに。結局、観測班までが巻き添えとなってしまった。

「レズイル・ド・プゲラッパ！（女王陛下万歳！）」

　と、ゴブリン兵の声がほとばしった。

　はっとして声のほうをむくと、通信兵が下半身を失った状態で横たわっている。ゴブリン兵はつぶらな瞳ひとみで、なにかを訴えかけるように玻瑠菜を見あげた。

　玻瑠菜は察した。ホルスターの拳けん銃じゆうを抜くと、瀕ひん死しのゴブリン兵にとどめを刺してやった。

　一刻も早く撤退せねばならない。

　だが、あの敵を前に……逃げのびることができるのだろうか？

　いや、なにを迷っている。

　玻瑠菜は女王陛下から厳命を受けている。

　──身の危険を感じたら、すぐに撤退してくださいね。絶対ですよ？

　あの命令を受けた以上、敵がどれほどの上位種であったとしても、絶対に帰らねばならない。

　無論、女王陛下が「一兵たりとも欠けることなく帰還するべき」とお望みなのは、重々承知している。

　が、それはもはや不可能だ。

　玻瑠菜はゴブリン語で周囲に指示を与えた。そして、階下に布陣している別働隊に連絡をとった。通信兵をやられてしまったので、以後は玻瑠菜自身が通信を担当する必要があった。

　別働隊の隊長はすぐに返事をよこした。別働隊二〇人のうち、犠牲は三人ですんだという。最悪、半数以上が失われた可能性もあっただけに、運が良かったと言える。いずれにせよ、別働隊にはここで死んでもらうことになるのだが。

　いや、この自分とて、果たして生きて帰れるのかどうか──。

　玻瑠菜が悲ひ愴そう感かんをおぼえつつ、身を翻そうとしたそのときだった。

　──ヴーン……。

　奇妙な音が、玻瑠菜の耳じ朶だを打った。

　と同時に、サキュバス少女が目の前に出現した！

「なっ!?　瞬間移動……！」

　玻瑠菜は瞠どう目もくした。

　そんな彼女の前に、護衛のゴブリン兵たちが立ちふさがる。

　ちょうど屋上に到着した別働隊も迅速に布陣した。

　ゴブリン兵たちは自動小銃Ｆ２０００を連射した。銃身下部に装着されたグレネード・ランチャーを使った兵もいる。

　はげしい銃声と爆発音が、夜更けの静けさを搔かき乱みだす。

　だが、少女は美しい翅し翼よくを楯たて代わりにして弾雨と爆風を防ぎつつ、手のひらから閃せん光こうを発した。

「！」

　玻は瑠る菜なはとっさに伏せた。

　その頭上を、瞬間的に光こう芒ぼうが通過する。

　一瞬にして、屋上に布陣していたゴブリン兵たちは皆、頭部だけをごっそりとうばわれていた。断面を高熱で灼やかれた影響か、どのゴブリン兵も出血はしていない。ほんの数秒間、案山子かかしのように突っ立っていたが、やがて、自分がもう死んでいるのだと思いだしたかのように、次々と倒れ伏した。

「あなた、本当に……サキュバスなのですか？」

　次は自分の番だという恐怖をおぼえつつも、質問せずにはいられなかった。

「さあ？　わたしにもわかんない」

　少女は愉たのしげな口調で応じた。

　それにしても、あの攻撃はなんだろう？

　自分たちは、とんでもない種族に手を出してしまったのではないか？

　今夜、嬉き々きとして相手を罠わなにかけたつもりだったが、その実──罠にかかってしまったのは、自分たちのほうだった……。

　恐怖をおぼえながらも、しかし、玻瑠菜は笑みをもらした。

「あら、どうして笑うの？　これから死ぬのに」

　サキュバスが一歩ずつ、ゆっくりとこちらに歩み寄ってくる。

「死線をくぐるのは、わたくし好みの展開ですので──」

　玻瑠菜は隠し持っていたリモコンのボタンを押した。

　万が一にそなえて、最上階の天井部に設置しておいたプラスチック爆弾を遠隔操作したのだ。ちょうどいま、サキュバスは爆弾の真上を通過しようとしたところだった。

　爆発音が轟とどろき、足もとのコンクリートが砕かれる。爆風はサキュバスのみならず、玻瑠菜にも襲いかかったが、あらかじめ伏せていたので、なんとか耐えた。

　玻瑠菜はすかさず立ちあがり、闇やみ夜よに身を躍おどらせる。その寸前、あらかじめ用意していたロープをつかんでいた。

　何度かビルの壁面を蹴けりながら、一気に滑り落ちる。そして着地。ビルの陰に駐とめてあった車に乗りこむ。

　玻瑠菜の専用車両──GT-R NISMOである。

　ボディは真珠のような光沢を放ち、深紅のラインが印象的なエアロ・パーツが多数装着されている。

　他方、ゴブリン兵たちを乗せてきた大型トラックは、放置していくしかなかった。いずれ《運営》が気を利かせて回収してくれるだろう。

　玻は瑠る菜なはもどかしい気持ちで、プッシュ・スタート・ボタンを押した。

　マシンが覚醒し、NISMO専用チューンが施されたＶ６ツインターボ・エンジンの咆ほう吼こうが車内に響く。

　さきほどの爆破は直撃だったと思うが、あの程度で彼女を殺せたとは思えない。多少の時間は稼げるだろうが、すぐにでも追撃してくるだろう……。

　ここから第十二区の出口ゲートまでは、約八キロメートル。

　遮蔽物がほとんどない敷地内を突っ切らねばならない。

　人間の足では到底逃げられない状況だが、六百馬力を誇るこの愛車なら──路面状況や風向きにもよるが、百秒以内で走破できるだろう。

　この愛車もまた、「怪物」の名にふさわしいハイパワーを発揮するのだ。

　あのサキュバスがどれほどの猛威を振るおうが、Ｆ１マシン並みの速度で移動中の車両を、そう簡単に撃ち抜けるとは思えない。なんとか街中に逃げこむことさえできれば、玻瑠菜一人が隠れる場所ならいくらでもある。そして午前五時まで持ちこたえれば、時間制限につき今夜の戦闘は幕引きとなる。

　つまり、生還できる可能性は充分にある──!!

　だが、すぐそこだと思っていたはずのゲートが、いまだけは……なんと遠く思えることだろう。

　玻瑠菜は絶望を抑えこむと、シートベルトを締めた。ライトは点灯しない。どうせ障害物はないし、敵にこちらの位置を教える必要はない。ゲートの位置ならナビに登録してあるし、ゲート周辺には照明灯が設置されている。ライトに頼らずとも問題はない。

　サーキット・カウンターを起動する。カウント開始と同時に、アクセルを床まで踏みこんだ。二十インチのタイヤが悲鳴のようなスキール音をあげた。

　重厚感のある外観とは裏腹に、車体は弾丸のごとく加速する。三秒とかからず時速百キロに到達。さらに加速。あらかじめ装備されているリミッターは解除済みだ。

　時速三百キロメートルの世界が、目の前に開ける──。




「あいたたた……」

　爆風を浴びた際、屋上から最上階のフロアへと転落したアニーシャは、瓦が礫れきに埋もれてしまったが、なんとか起きあがった。翅し翼よくが守ってくれたおかげで大おお怪け我がはしていないが、無傷というわけでもない。身体からだのあちこちに擦り傷ができているし、お気に入りのロリータ衣装はあちこちが破れてしまい、白い肌がのぞいている。

「んもー！　お気に入りの一着だったのに！」

　アニーシャは口を尖とがらせたが、すぐに機嫌を直した。

「でもまあ、これからは〝エレナ・ママ〟が何着でも買ってくれるよね。それよりも、あの牝め狐ぎつねさんを料理してあげないと──」

　アニーシャは飛んだ。天井に空いた風穴を一直線に通過すると、夜空に浮遊する。そして、眼下を悠然と眺める。

「どこに隠れたのかな？　まあ、隠れるところなんてないと思うけど」

　そのときだった。

　ビルの陰からホワイト・パールの自動車が飛びだした。大きなリア・ウイングを装着したスポーツカーだ。ロケットのように加速しながら、ぐんぐんと遠ざかっていく。

「わあ、はやーい！　なんていう車かしら？」

　アニーシャは子どものように感嘆した。

　あの牝狐が全身全霊をこめて逃げようとしている様子が、ひしひしと伝わってくる。なにがなんでも生きて帰るという執念が、車体にまとわりついているかのようだ。その健けな気げさは、まるで母の呪縛から逃れたがっていた自分自身を彷ほう彿ふつとさせた。

「ほら、もっと逃げて。ほら、もっと加速しないと──」

　アニーシャはくすりと笑った。その右手に光輝を宿らせる。

「撃っちゃうよ？」

　尾を引く彗すい星せいのごとく、一条の光こう芒ぼうが大地に突き刺さった。




　玻は瑠る菜なはサーキット・カウンターの表示を一いち瞥べつした。二十秒が経過したところだった。












あと七十秒。その瞬間、車体の左ひだり脇わきで大爆発が生じた。

「くっ……！」

　あの少女が反撃を開始したのだと悟る。

　大小の瓦が礫れきが車体の左側面に襲いかかる。が、時速三百キロメートル超で進んでいたGT-R NISMOは、多少の爆風を浴びてもびくともしなかったし、飛んできた瓦礫はテールをかすめただけですんだ。

「この安定感……守護神に匹敵する──！」

　玻は瑠る菜なは思わず感嘆の声をあげたが、すぐに気を引きしめた。

　いまの攻撃は単に外れただけだったのか？　それとも、威嚇射撃だったのか？

　いずれにせよ、自分にできるのはアクセルを踏み続けることだけだった。

　第二射が来た。今度は車体の前方が大爆発を起こした。玻瑠菜はとっさにハンドルを左へ切って、飛来する瓦礫をかわした。

　車体は玻瑠菜の意のままに動いた。

「ふふっ。また威嚇？　いえ、もしかしたら──」

　敵はまだ遠距離射撃に慣れていないのではないか。

　一いち縷るの望みを抱いたそのときだった。

　フロントガラスに、ぽつぽつと水滴が当たったのだ。

「……雨？」

　玻瑠菜は怪け訝げんに思った。

　作戦指揮官である玻瑠菜は、もちろん今夜の天候について事前に調べていた。降水確率はゼロ％だったはずだ。もちろん天気予報が外れることなど珍しくもないが、それにしては不自然な気がした。つい先ほどまで、美しい月が出ていたのである。

　カウンターが三十秒をすぎたころ、車体は土砂降りの雨に叩たたかれていた。ワイパー無しではとても視界が確保できない。それでもフルタイム４ＷＤのGT-Rはびくともせずに、不気味なほどの安定感をもって直進をつづけている。

　この雨が玻瑠菜にとって、吉と出るか凶と出るか──それはまだわからない。




「ふ～ん。だいぶんコツはつかめてきたかな？　次こそは当てて──」

　二度の試射を終えたアニーシャは、遠距離射撃のコツを大体は把握できたので、次こそは確実に当ててやろうと意気ごんだ。

　そのとき、ぽつり……と落ちてきた雨滴が頰ほおを濡ぬらした。

「雨？　おっかしいなあ。さっきまで、あんなに晴れてたのに」

　すでに月は雨雲に覆われている。月どころか、いまや雨雲は天てん蓋がいのごとく、オリュンポスの上空を覆い尽くしていた。

　カッと光が閃ひらめく。やや遅れて雷鳴が轟とどろく。堰せきを切ったように豪雨が降り注ぐ。まるでバケツの水を頭からかぶったような心地だった。

　そして、アニーシャは見た。

　黒雲の隙すき間まから、何者かが巨大な眼球をのぞかせている。ぎょろりとアニーシャを睥へい睨げいしていた。

　遠目ではあったが、開会式で見かけた種族である。

「龍りゆう族──」

　アニーシャは奥歯を嚙かみしめた。

　自分の力が、ゆめゆめあれに劣るとは思わないが、まだ自身の能力を完全に把握できていない状況で戦うのは、やはり不利だ。あれと戦うのであれば、万全の態勢で臨まねばならない。

　アニーシャは即座に撤退を決めた。しかし、あの女をみすみす逃す気にもなれなかったので、瞬間移動をする直前、最後の一撃をお見舞いしてやった。

　アニーシャが発した閃せん光こうは、いまなお時速三百キロメートル超で疾駆する自動車の屋根に直撃した。

「さようならダスヴイダーニヤ」

　夜空の眼球にむけて挨あい拶さつすると、アニーシャは「跳躍」した。




　その瞬間、GT-R NISMOの屋根が消滅し、滝のような雨が車内に注ぎこんだ。外装の断面部は熔よう解かいしていたが、雨滴を浴びてジュッといやな音をたてるとともに凝固した。

「ぐっ……！」

　玻は瑠る菜なは生きていた。ハンドルに額をこすりつけるような姿勢を保っている。衝撃を感じた瞬間、とっさに背中を丸めたのだ。

　一方、屋根の喪失など些さ末まつなことだとばかりに、愛車は走りつづけている。スピード・メーターの表示は「315km/h」に達していた。

「助かった……のですね」

　被害が屋根だけですんだのは意外だった。この暴風雨のおかげで、威力が低減したのかもしれない。

　ふと、サーキット・カウンターに目をやった。発進から七十秒が経過したところだった。

　この暴風雨のなかでも、ゲートの位置を示す照明灯の輝きは視認できた。

　現在、ゲートはぴたりと閉じている。《運営》から借りているカードキーを使用しないと、あのゲートを開くことはできない。

　つまり一度は車を停とめる必要がある。

　ふいに、玻瑠菜は失敗を悟った。

「くっ！　わたくしとしたことが──」

　一難去ってまた一難。

　玻瑠菜はガツン！　とブレーキ・ペダルを踏みこんだ。

　雨さえ降っていなければ、このタイミングでも問題はなかった。

　だが、いまや路面は水浸しである。

　制動距離が大幅に伸びているのだ……！

　最高速度からのフル・ブレーキング。対向六ポットのブレーキ・キャリパーが、大型ローターをがっちりとくわえこむ。悲鳴のようなブレーキ音が闇やみ夜よに甲高く鳴り響く。

「お願い、止まって……止まれぇっ！」

　そそり立つ絶壁のようなゲートが迫りくる。

　しかし時速はまだ百キロを維持している。

「女王陛下……！」

　玻は瑠る菜なが自分の死を悟った、まさにそのときだった。

　ゲートまであと三十メートルという地点で、なにか猛獣じみた生物がさっと視界をよぎったかと思うと、車体のフロントに取りついたのだ。

「あれは……？」

　その生物は、まるで貝殻を背負った蛙かえるのような形状をしていた。

　どこか爬は虫ちゆう類るい的である。全体的にぶよぶよとしていて、ユーモラスな印象を感じさせる。それでも、地面との間に火花を散らしながら、一・七四トンの車体を全身で受けとめていた。

　外部からの制動力を得た車は、ゲートからわずか数メートルの地点で、ようやく停止した。

「あなたは……！」

　玻瑠菜は呼びかけたが、そのときにはもう、謎なぞの爬虫類は雲散霧消していた。

「あれも、『幻神大戦』のプレイヤー……なのですか？」

　各プレイヤーの種族名を脳裏に思い浮かべてみる。

　爬虫類的な特徴をそなえているのは龍りゆう族だけだ。

　となれば、龍族の使い魔といったところだろうか？

「だけど、どうして……龍族がわたしを助けてくれたのかしら？」

　理由はわからないが、玻瑠菜は生き延びた。

　雨雲が晴れ、再び月が現れたとき──。

　第十二区の太陽発電施設建設予定地には、玻瑠菜の姿しかなかった。




「はあ……。俺おれはなにをやっとるんや……」

　同時刻、李龍威リー・ロンウエイは男子寮の一室で頭を抱えていた。

　とっくに消灯時刻をすぎているので、デスク・スタンドだけを点つけている。

　龍威もまた、第六区と第十二区がいかにも戦闘にふさわしい地域であり、それが《運営》の意図なのだろうと推察していた。それゆえに、今夜も龍りゆう生せい九子の第三子、蒲プ牢ロを偵察に出していたのである。

　午前三時をすぎ、「今日はだれも戦っとらんみたいやな……」と思っていた矢先、第十二区に差しかかった蒲プ牢ロが警告を発した。

　ゴブリン族とサキュバスの戦闘を目撃したのである。

　龍威ロンウエイは迷った。最も賢い選択肢は、どちらかがつぶれるまで見物することだろう。が、龍威が蒲牢の目を通して見た戦闘は、あまりに一方的なものだった。まるで虐殺だ。

　見る見るうちにゴブリン兵は殺さつ戮りくされ、最後にメイド服を着た女性が生き残った。どうして人間の女性がゴブリン族と行動をともにしているのか、それはわからない。ゴブリン族のサポーターだろうか？　とすれば、姿は人間でも幻棲種ヴエイロンかもしれない。

　メイドはがむしゃらになって、逃亡を図ろうとしていた。爆弾を使ってサキュバスを足止めし、その隙すきにビルの外壁を伝って降下する。プロの軍人に匹敵する運動能力だったが、幻棲種らしい能力は感じさせない。やはり人間だろうか。

　彼女は大型のスポーツカーに乗りこみ、猛然と発進した。

「おもろいメイドさんやなあ。なんや、ここで死なせるのは惜しいわ」

　龍威はにやりとすると、メイドを救うことに決めた。

　ゴブリン族に協力しているのなら、あのメイドも龍威の敵にちがいないのだが、ふしぎと憎めなかった。なによりも、目の前で展開されている「弱い者いじめ」を見すごすのは、龍威の流儀に反する。

　サキュバスが瓦が礫れきに埋もれている間に、龍威は次々と龍りゆう生せい九子を現場に派遣した。

　第六子・蚣蝮バシヤに雨を降らせた。

　第九子・椒図ジヨクトにはメイドの護衛を命じた。

　そして、第二子・螭吻チウエンを雨雲の隙すき間まに配置して、サキュバスを睨にらませた。

　この第二子は様々な「魔眼」をそなえた龍りゆうである。たとえば「遠視」や「透視」、そして「幻視」。今回は「幻視」を利用して、雲の隙間に巨大な眼球をホログラムのように浮かばせたのだった。

　瓦礫の下から起きあがったサキュバスは、ものの見事にだまされてくれた。分厚い雨雲のむこうに、龍の本体が浮かんでいると錯覚したのである。

　龍威自身は、男子寮の部屋から一歩たりとも出ることはなかった。とことん省エネに徹したのである。

　一方、椒図はメイドの乗った車をかろうじて制止させることができた。素晴らしいアシストぶりであったが、しかし、サキュバスが放った光線には手も足もでなかった。

　理想を言えば、椒図はサキュバスの光線を防がねばならなかった。しかし、彼では反応すらできなかった。実際、いくら龍族とはいえ、光速に匹敵する挙動は不可能である。これは今後の課題となるだろう……。

「それにしても……あのサキュバス、けったいな感じやったなあ」

　龍威はぼやいた。

　残念ながら、どんな顔をしているのかは識別できなかった。

　先日、たまたま遭遇した天使族と同じように、サキュバスも自分の顔を視認できないような能力を発動させていたのだろう。

　ただし、サキュバスの翅はねは天使族のそれとは似ても似つかぬ、昆虫的なデザインをしていた。あの翅こそが、彼女の能力の源泉らしいな……と龍威ロンウエイは直感した。莫ばく大だいなエネルギーの蓄積を感じたからである。

「そもそも瞬間移動なんて、サキュバス風情にできる芸当か？　まあ、あんな大技を連発できるとは思えんけど、撤退に使われたら厄介やな。瞬間移動に必要な妖気を残しとる限り、あいつは確実に逃げ切れるわけや……ふわあ～あ」

　サキュバスについてあれこれと考察していたら、あくびが出た。

　時計を見ると、もうすぐ午前四時である。

「一人部屋やと、人目をはばかる必要があらへんからなあ。ついつい遊んでまうわ」

　龍威は苦笑すると、デスク・スタンドを消した。

　龍りゆう族は人間ほど睡眠を必要としないとはいえ、やはり生物である以上、最低限の睡眠時間は必要だ。寝られるときは寝ておかねばならない。

　これから先、何日もぶっ通しで戦闘をつづけねばならない──などという状況が起きる可能性も、ゼロではないのだから。












Ⅵ　赤石あかし埜や舜しゆん嶽がくの煩悩







　四月二十四日、金曜日。

　英語の授業中、リンデはうとうととしていた。

　リンデの母国語はドイツ語だが、英語も幼少時から学んでいた。日本で学ぶ英語の授業ほど、退屈なものはない。少しでも油断すると、睡魔が忍び寄ってくる。

　いつしかリンデは机に突っ伏して、眠りこんでいた──。




　リンデは一人、暗くら闇やみのなかにぽつんとたたずんでいた。

　自分の身体からだを見おろしてみる。背丈は低く、手のひらも小さい。五歳児くらいの体格にもどっていた。子どもむけの修道服を着用している。

『なあ、リンデ』

　と、声とともに、目の前にだれかが現れた。

『お前はさ、いつになったらオレを思いだしてくれるんだろうな？』

　リンデはゾッとした。

　前方に立っているのは、リンデ自身にそっくりな幼女だった。服装も同じである。ただし髪は銀髪で、瞳ひとみは深紅である。

　顔かたちは自分自身なのに、ひどく異質な存在に思えた。

「あなたは……？」

『まだ思いだせないのか。ま、しかたないな。こうして夢のなかで対面できるようになっただけでも、進歩だろうさ。あの連中が施した呪縛が、少しずつ弱まっているんだろう』

「……呪縛？　なんのこと」

　リンデは小首をかしげた。

『いやまあ、無理に思いださなくてもいいさ。オレに頼らずとも幸せだっていうんなら、それに越したことはない。オレがいちばん願っているのは、お前の幸せなんだから』

　なぜだかわからないが、リンデの胸に罪悪感めいた感情が湧き起こった。

「どうして、そんなにやさしいの？　わたし、あなたのこと、なにも知らないのに……」

　銀髪の幼女は晴れやかに笑った。

『当然じゃないか。オレたちはさ、二人で一人なんだから──』




　授業終了のチャイムが鳴ると同時に、一年Ａ組の教室に解放感が満ちあふれた。

「──！」

　その拍子に、リンデは目覚めた。

　やってしまった……と後悔するが、時すでにおそし。おでこがヒリヒリするのは、机に突っ伏していたからだろう。赤くなっているかもしれない……。不幸中の幸いは、教師に見つからなかったことだろう。

　なにか夢を見ていたような気がするが、一瞬で忘れてしまった。

　思いだしてみようと試みるが、どうにもならない。もどかしさのあまり、頭を抱えたくなってしまった。

　気を取り直し、周囲を見わたしてみると──。

　一部の男子は、まだチャイムが鳴っている最中に教室を飛びだしている。目当ては昼食に決まっている。

　そんな男子を見て、「男子ってガキねー」と言わんばかりに、苦笑や冷笑を浮かべる女子たちがいる。

　まだ教壇に立って後片付けをしている英語教師は、行儀の悪い生徒たちを注意しようともしない。

　……いつもの風景だった。

　あの開会式が噓うそに思えてしまうほど、平和な日常だった。

「よっしゃー！　やっと昼飯や！」

　背後から龍威ロンウエイの声が聞こえてくる。

　そうか、もう昼休みなんだ……と、リンデは今さらのように認識した。




　ここ最近、大たい雅がは龍威とリンデ、そして夜や行ぎようと一緒に昼食を摂とるようになっていた。いつの間にか、それが当たり前になっていた。

　昼休みの学食は、いつもどおり賑にぎわっている。座席は必要以上に設置されているので、席取りのためにあわてる必要はない。

　リンデと大雅は日替わり定食、龍威はカツ丼定食、夜行は天ぷらそばを注文した。日替わり定食のおかずは若わか鶏どりの唐揚げだった。揚げたての唐揚げは香ばしく、まだ皿の上で油をぱちぱちと弾はじけさせている。

　龍威と夜行は少し待たねばならない様子だったので、大雅はリンデとともに、一足先にゲートをくぐった。

　駅の改札口のようなものである。読み取り装置にスマホをかざして決済をすませる。

　利用できる通貨は「円」ではなく、地域限定の《ゴールド》だ。『幻神大戦』の報奨金が入れば、学食で使えるんだな……と大雅は思った。『幻神大戦』と学食が妙なところで結びついたのが、なんだか可お笑かしかった。

　ちょうど空いていた六人用のテーブルを確保するなり、

「唐揚げ、おいしそうだね～」

　リンデがうれしそうな声をあげた。すっかり目の色を変えているが、龍威と夜行が来るまではちゃんと待つつもりらしい。まだ箸はしを手にとろうとはしなかった。

「ああ、うまそうだ」

　と相あい槌づちを打ったものの、その実、大雅は大した感動をおぼえていない。人並みに食欲はあるものの、しょせんは人間用の食事である。ただの栄養源としか思えない。

　──乙女の生き血……あの味を知ってしまったからだろうか？

　そう、大たい雅がは知ってしまった。

　吸血鬼がこよなく愛する鮮血の味を。

　あれに勝る食事など、この世にあるはずもない……。

　ちなみに、大雅が人の生き血を吸ったのは一度きりだ。

　妖気を大量に消費しない限りは、人間の生き血を吸う必要はないようだ。つまり、人間用の食事でかまわないというわけだ。大雅にとってはありがたいことだった。

　いくら美味とはいえ、乙女の生き血を嗜し好こう品ひんよろしく扱う気にはなれないからだ。肉体は吸血鬼になってしまったとしても、まだ人間としての常識が残っているのだろうか。

「大雅君？　どうかした？」

　と、リンデが怪け訝げんそうに尋ねてきた。

　大雅は、自分が物思いにふけってしまったことに気づいた。

「ごめん。ちょっと考えごとをしてた」

「なにか心配事？」

「いや、たいしたことじゃないから」

「そう？　なにか悩み事があるんだったら、遠慮なく言ってね。わたしにできることなら、なんでもするから」

　リンデの笑顔は、言うなれば天使のようだった。そこらへんの男子なら、その笑顔を一いち瞥べつしただけで惚ほれてしまうだろう。

　しかし、大雅は別のことを考えた。

　リンデの血はどんな味がするのだろう、と──。

「ああ……ありがとう」

　大雅が自分の変態性にとまどいをおぼえていたら、

「すまんな、遅くなって！」

「二人とも、先に食べててよかったのに」

　ようやく龍威ロンウエイと夜や行ぎようがやって来た。

　龍威は大雅の隣に、夜行はリンデの隣に座った。

　四人そろって「いただきます」と手をあわせ、食事をはじめる。

「日本じゃ、もうすぐ大型連休なんだよね」

　とリンデが切りだしたのを機に、ゴールデン・ウィークの話題となった。

「大雅は旅行の予定とか、あるんか？」

　龍威が尋ねてきたので、大雅は「いや、ない」と素っ気なく応じた。旅行どころか、黒くろ羽はの実験に付き合わされるのが落ちだろうと思う。

「リンデは、実家に帰らないの？」

　と夜行が尋ねると、リンデは苦笑した。

「日本に来てから、まだ一ヵ月ほどしか経たってないしね。こんなタイミングで帰ったりしたら、院長先生に叱しかられちゃう。そういう夜や行ぎようさんは、帰省しないの？　そういえば、夜行さんの実家はどこ？」

「徳島。帰る予定はない」

「トクシマ？　……ごめん、あとで検索しとくね」

　リンデは申し訳なさそうに謝った。いや、外国人なら知らなくて当然だと思うぞ……と大たい雅がは思った。

「俺おれは上海シヤンハイに帰るで。妹に顔を見せたらんと、寂さみしがるからな」

「えっ！　龍威ロンウエイ君、妹さんがいたんだ？」

　リンデが興味津々の表情になった。

「おう。まだ小学生やけどな。身体からだが弱くて、ずっと入院しとるんや。ああ、ちょっと珍しい病気ではあるけど、変に気をつかう必要はあらへんで？」

　龍威はポケットからスマホを取りだすと、手早く操作した。そして、画像ファイルを皆に示した。

　十歳くらいの女児が、抜けるような青空を背景に、幸せそうに微笑ほほえんでいる。天てん真しん爛らん漫まんという形容がぴったりの女の子だ。麦わら帽子と真っ白のワンピースがよく似合っている。この写真を見る限り病弱には見えないので、発病する前に撮られた写真だろうか。

「名前は麗娜リーナ。かわええやろ？」

「……予想以上だな。兄貴に似なくて良かった」

　大雅が率直な感想を述べると、

「月見里やまなし君に激しく同意」

「……うん、そこは否定できないね」

　夜行は遠慮なく、リンデは申し訳なさそうに告げた。

「お前ら、言いたいことをずけずけと……」

　龍威は溜ため息いきまじりにスマホをしまった。そして、ふいに思いだしたように言った。

「そういえば赤石あかし埜やのやつ、今日は風邪で休みやってな。まあ、見るからに病弱そうなオッサンやけど」

「オッサンなんて言ったら悪いよ。たしか、まだ二十代だよね？」

　リンデがフォローすると、龍威は心外そうな顔をした。

「俺らから見たら、立派なオッサンや！　あいつはもっと運動せなあかんわ」

「イケメンには辛しん辣らつだな」

　大雅は苦笑した。

「はっ！　俺はどうも、ああいう男は好かんのや。男子と女子で、露骨に態度を変えやがるしな」

「意外だな。無神経なようで、よく見ている」

　大雅は感心した。事実、赤石埜にそういう一面があることは、大雅も気づいていたのである。

「無神経なようで、は余計や！　こう見えても、俺おれは繊細なんやで！」

　龍威ロンウエイが大おお真面目まじめに主張したそのとき、

「やあ、リンデちゃんに夜や行ぎようちゃん！　ここ空いてる？」

　華やかな声とともに、大たい雅がたちのテーブルにトレイが置かれた。

　牛丼定食、しかも大盛りである。大量に盛られた紅べに生姜しようがが鮮烈だった。

　テーブルは六人用なので、まだ空きがある。

　突然現れた女生徒は、問答無用で夜行の隣に腰をおろした。

　大雅はさりげなく、彼女を観察した。

　なんとも存在感の強い女子である。

　長めの髪を後頭部で結いあげている。身長は一七〇センチ弱といったところだろうか。身体からだだけは立派に発育していて、龍威などは彼女の胸もとに釘くぎ付づけとなっている。しかし笑顔は無邪気そのもので、小学生のようなあどけなさを感じさせる。そのアンバランスさが、彼女に独特の個性を与えていた。

「えっと……そちらは？」

　龍威が妙にかしこまって尋ねた。いきなり謎なぞの女生徒が出現したせいで、緊張してしまったらしい。

「神かみ郡ごおり摩ま耶や美み先輩。女子寮の寮長さんだよ」

　リンデが紹介した。

「寮長、今日は〝お一人様〟ですか？　友達なら百人くらいいそうですけど」

　と、夜行がずばりと質問した。

「いやー。さっきまで体育だったんだけど、後片付けを手伝わされちゃってさー。ほんと、災難だよね。ちなみにバスケだったんだけど──あっ、あたしってば汗臭くない？　さっきまで走り回ってたからなあ。でもまあ、男子にとっては嬉うれしいかな？　ほらほら！　現役女子高生の汗の匂においだよ？」

　摩耶美は手のひらで顔をぱたぱたと扇あおぐと、男子二人に悪戯いたずらっぽい笑みをむけた。

「…………」

　大雅は反応に困った。

　龍威などは真っ赤になっている。

「……寮長。男子が呆あつ気けにとられているので、自重してください」

　夜行がぼそぼそとした口調でたしなめた。

「あははー。夜行ちゃんの冷静なツッコみ、とってもいいね！　癖になりそう！」

　摩耶美は大口を開けて笑うと、「いただきまーす！」と手を合わせた。もぐもぐと美お味いしそうに牛丼を食べながら、興味津々の顔で尋ねてくる。

「男子二人と女子二人の組み合わせって、ダブルデートみたいだねえ。君たち、付き合ってるの？」

「……そっ、そういう関係ではっ！」

　不意をつかれて狼ろう狽ばいするリンデとは対照的に、

「ただの友達です」

　夜や行ぎようは無表情に応じた。

「そっか、友達かあ。せっかくだし、紹介してよ」

「そちらの無愛想な黒髪男子が月見里やまなし大たい雅が君。で、こっちの勘違い高校デビュー系金髪男子が李龍威リー・ロンウエイ君です」

「うおーい、夜行さん！　なんやねん、その紹介は！」

「異論は認めない」

　夜行はばっさりと斬きり捨てるように言うと、そばつゆをズズッとすすった。

「で、なんの話題で盛り上がってたの？」

「担任の赤石あかし埜や先生が、風邪でお休みだそうで……」

　リンデが遠慮がちに答えた。

「赤石埜先生かー。評判はいいよね。年齢の割に落ち着いてるし、なんと言ってもイケメンだし！」

「結局、顔ですか！」

　龍威が嘆きの声をあげた。

「顔だけじゃないよー。たしか去年だったかな？　高等部の敷地内で、刃物をもった不審者が暴れた事件があったんだけど。リンデちゃんは編入生だから、知らなくて当然だけどね」

　摩ま耶や美みは夜行、大雅、龍威の顔を順に見た。

「君たちなら、おぼえてるんじゃない？」

「男子二人も編入生ですから、知らないはずです」

　夜行が淡々と答え、さらに言葉をつづけた。

「わたしは中等部に在籍していましたから、もちろんおぼえてます。……といっても、ほとんど報道されませんでしたし、中等部と高等部の校舎は離れていますので、詳しい話は知りません」

　夜行が淡々と説明すると、摩耶美はにやりとした。

「御薪みかまぎ学園にとっては、とんだ不祥事だからねえ。報道管制が敷かれたんだと思うよ。実はね、他ほかの先生たちはビビッてしまって、ただ警察を待つことしかできなかったんだけど……。警察の到着を待たずに、赤石埜先生が不審者を捕まえたの。問答無用で取り押さえたって感じで、カッコ良かったなー！」

「あの生白い優男が……ですか!?　真っ先に逃げそうなツラしとるけどなあ。イケメンで、生徒から好かれとって、さらに喧けん嘩かも強いとか……完璧超人かっ！」

　龍威はがっくりとうなだれた。

　そんな龍威の反応を見て、摩耶美はくすくすと笑った。

「オリュンポスってさー。華やかな街だけど、治安はあんまり良くないんだよね。リンデちゃんも夜や行ぎようちゃんも、気をつけなくちゃダメだよ？　もし困ったことがあれば、なんでもこの寮長に相談してね！　女子寮の住人を守るのも、寮長の仕事なんだから！」

　摩ま耶や美みは諭すように言うと、牛丼の残りを勢いよくかきこんだ。あっと言う間にどんぶりを空っぽにし、「うまー！」と満足げに笑う。

　こんな人が寮長を務めているのなら、女子寮は毎日にぎやかなのだろうな、と大たい雅がは思った。




　御薪みかまぎ学園高等部の校門から徒歩五分の距離に、十三階建てのマンションがある。

　その最上階の角部屋、一三〇七号室が赤石あかし埜や舜しゆん嶽がくの自宅であった。

　独り暮らしながらも三ＬＤＫの物件に住んでいるのは、研究施設用のスペースに多くを割いているからだ。

　その赤石埜は、寝床でおとなしく療養中──ではなく、画筆と木製のパレットを手にしていた。

　彼はいま、リビングの壁一面に巨大な絵を描かいているのだった。

　なお、自宅では全裸で過ごしがちな赤石埜だが、いまは素肌の上に白衣をまとっている。色とりどりの油絵の具が、純白だった生地に斑まだら模様を描いていた。

　元々、油彩は赤石埜の趣味だったのだが、鵺ぬえという生命体に魅せられて以来、筆をとることはなくなった。

　だが、あの「天使ちゃん」に出会って以来、忘れかけていた創作意欲が入道雲のように湧き起こったのである。

　先日来、赤石埜が校内でご機嫌な表情を見せていたのは、その絵が着々と仕上がっていく過程が純粋に楽しかったからだ。

　その絵とは、もちろん「天使ちゃん」の肖像画だった。

　すでに大半が完成している。

　全身から黄き金んの光輝を放ち、どこか騎士の鎧よろいを彷ほう彿ふつとさせる装束をまとい、背から白鳥さながらの翼を生やしている。周囲には、柔らかそうな羽毛が雪のように舞っている。

　これほどの存在が目の前に降臨したら、人生が劇的に変わってもふしぎはあるまい──と赤石埜は思う。

　ある平凡な村娘は救国の英雄になった挙げ句、結局は処刑された。

　ある大金持ちの令嬢は、異国の戦場で看護婦（当時の風潮を考えれば「看護師」ではなく「看護婦」と表記するのがまったく正しい）として甲か斐い甲が斐いしく働き、「クリミアの天使」と呼ばれた。

　そして赤石埜舜嶽はと言えば──一ひと目め惚ぼれをした。

　あたかも、失われた青春時代を取りもどすかのように。

　その激情めいた想おもいが、赤石埜の手に絵筆をとらせたのだ。

　だが、昨夜のことだ。

　筆がぴたりと止まった。

　どうしても彼女の顔を描かくことができない。

　当然だ。

　赤石あかし埜やは彼女の顔を見ていない。

　そう、顔だけはどうしても見ることができなかった。

　おそらくは、天使が生まれながらにしてそなえている能力──。

「駄目だ！　やはり思いだせない！　いや、待てよ。そもそもこちらの視線を拒絶されたのだから、『思いだせない』という表現自体がまちがっている！　いやいや、そんなことはどうでもいい！　くそっ、なんて忌々しい能力だ……！」

　一晩中、悶もだえに悶えた結果、赤石埜は仮病を使って仕事をサボった。

　風邪というのは真っ赤な噓うそだったのだ。

　とはいえ、こんな精神状態で教壇に立つのは不可能である。

「ちっ。この絵を完成させるためには、やはり天使ちゃんを捕まえて顔を確認するしかないな……いっそ鳥とり籠かごに閉じこめてしまいたい！」

　そこまで考えて、赤石埜は苦笑した。

　彼女を捕らえることができれば、そもそも絵を描いて自分を慰める必要もなくなってしまうのだから──。

　忌々しいことに、開会式以来、天使が出没したという情報は一度も入っていない。

【PARTHENONパルテノン】には特定のプレイヤーにショート・メッセージを送る機能もあるので、ちょくちょく招待状じみた言葉を送ったりもしているのだが、当然のように反応はなかった。

　返事どころか、すでに「受信拒否」に設定されてしまったのだろう。ここ最近は、送信しても〝Undelivered message〟として戻ってくるようになってしまった。まったくもって使えないアプリだと思う。

　となれば、鵺ぬえとしての能力を最大限に利用して、彼女を捕らえるしかない。

　現状、天使ちゃんは積極的に戦うつもりはないようだ。

　となれば──。

「撒まき餌えを放って、おびき寄せるしかないな」

　赤石埜はにやりとした。

　天使を釣り上げるための撒き餌として、なにが使えるか？

　赤石埜は考える。

　すぐに「あの夜」の一幕を思いだした。

　まだ開会式が始まる前、赤石埜が女子寮に使い魔を放ったところ、彼女が颯さつ爽そうと現れたのだ。まるで「正義の味方」のように。

　それこそが、赤石埜と彼女の出会いであった。

　無論、天使族の代表ともなれば、海上都市のどこを生活拠点にしていようが、鵺ぬえの妖気を感知することは可能だろう。

　しかし、だ。

　あの夜、天使ちゃんが現場に駆けつけるのは、あまりにも早すぎやしなかったか。

　そうだ、天使ちゃんは重大なミスを犯したのではないか。

　あれでは自分が御薪みかまぎ学園の、特に高等部女子寮の関係者だと、自ら告白したようなものではないか？

「ふん……調べてみる価値はありそうだな」

　赤石あかし埜やはリビングのソファに腰をおろすと、床に放置していたタブレットを拾いあげた。電源を入れる。

　女子高生をこよなく愛する赤石埜は、全校生徒──特に女生徒の名簿はちゃっかりと確保して、自宅でも閲覧できるようにしている。

　名簿のファイルを起動すると、とりあえず寮生のみを抽出して、一人ずつプロフィールを洗っていく。

　見当外れのことをしている可能性はある。

　それでも、なにかをせずにはいられなかった。

　当初は「絵を描かく」という代償行為で自分を慰めようとした。

　だが、冷静になってみれば愚かしい話である。

　そんな代償行為になんの意味がある？

　欲しいモノがあるならば、力ずくででも手に入れる。

　それこそが幻棲種ヴエイロンの正しい在りかたではないのか──。

　赤石埜は指先でタブレットを操作して、女子寮に住んでいる生徒たちの経歴を入念にチェックしていった。




　三十分ほどが経過した。

「ふむ……」

　当然というか、書類をいくら眺めまわしたところで、なにもわからない。

　あの天使ちゃんにふさわしい美少女を抽出したりもしたが、しょせんは自分の願望にすぎないと気づいてしまった。

　そもそも天使ちゃんが寮生に擬態していると仮定して、必ずしも美少女だとは限らないのである。

「ままならないものだな……」

　赤石埜は溜ため息いきをもらした。ただ単に、寮生のなかからいちばんの美少女を選ぶだけなら簡単なのだが。

　その場合、自分が担任している一年Ａ組で学ぶ留学生、ディートリンデ・アルマ・ミカエリスを選ぶことになる。

　この時期にオリュンポス市内の高校に編入してきたのは、たしかに怪しい。

　とはいえ、ここまで露骨に怪しいと、逆に白ではないかとも思えてくる。いや、むしろそれを狙ねらって堂々としているのだろうか？

　たとえば李龍威リー・ロンウエイという留学生がいる。「龍りゆう」などという漢字を、これ見よがしに使っているあたり、こちらも怪しいが、赤石あかし埜やはシロだと見ている。

　名前に「龍」の入っているチャイニーズ系男子など珍しくもなんともないし、なによりも李龍威は気品に欠けている。

　そういえば、龍族との間にもちょっとした因縁が芽生えたので、いずれ決着をつけねばならないな……と思いだした。が、いまは天使ちゃんのことしか考えられない。

「ディートリンデ・アルマ・ミカエリス……たしかに彼女ほどの美少女が天使ちゃんだったら、こんなにうれしいことはないが」

　ふと思い立って、赤石埜は壁画の前に立った。

　筆とパレットを持ち、顔を描かいていく。

　ディートリンデ・アルマ・ミカエリスの顔を──。

「……！」

　一段落ついた瞬間、赤石埜は筆もパレットも落としてしまった。

「なんという……ことだ……」

　ディートリンデ・アルマ・ミカエリスの顔を得た天使は、赤石埜自身がおどろいたほど違和感がなかった。

　いまにも壁から抜け出してきそうなほどの躍動感を感じさせる。

　これは決して、自分の画才がずば抜けているから──というわけではない。

　赤石埜は自信家だが、自分の画才がどの程度のものかは正しく認識している。

　そんな自分に、これほどの絵が描けるとは思ってもみなかった。

　モデルの魅力が、赤石埜の才能を底上げしたとも言える。

　もちろん、ただの偶然という可能性もある。

　たまたまディートリンデの顔立ちと、この絢けん爛らんたる天使装束との相性が良かっただけかもしれない。

　それでも赤石埜は自分の感性を信じたいと思った。

　無論、いきなりディートリンデ・アルマ・ミカエリスを締めあげるような真ま似ねをするつもりはない。それでは芸がないし、赤石埜の美学に反する。

　赤石埜は今後の方針を定めると、スマホを手にとった。アドレス帳から目当ての番号を選び、通話ボタンを押す。

　相手はすぐに出た。

《はい》

「私だ。これより『天使狩り』を開始する。しばらくの間、ディートリンデ・アルマ・ミカエリスを監視して、どんなに些さ細さいなことでもすべて私に報告しろ」












　赤石あかし埜やはそれだけを命ずると、相手の返事も待たずに通話を切った。




「いまの電話、だれから？」

　食堂で夕食を摂とったのち、部屋にもどったリンデと夜や行ぎようは真面目まじめに宿題を片づけていたのだが、リンデのほうが一段落ついたところで、夜行のスマホが鳴った。

　通話は十秒足らずで終了した。結局、夜行は電話にでたときに「はい」と応じたきり、一言もしゃべらなかった。

　それが気になって、リンデはつい質問したのである。

「間違い電話だと思う。なにか意味のわからないことを言ってた」

　夜行はスマホを卓上充電スタンドに挿した。そして尋ねた。

「お風呂、どっちにする？」

　質問の意味は、「一階の共同浴場に足を運ぶか、自室のユニットバスですませるか」である。後者の場合、髪や身体からだを洗っている間は湯を張れないので、シャワーですませることになる。

　今夜は時間にも余裕があるし、ゆっくりとお湯に浸つかりたい気分だったので、

「わたし、共同浴場がいいなあ」

　とリンデは甘えた声で答えた。

「じゃあ、それで」

　夜や行ぎようはあっさりと首肯した。




　大浴場付属の更衣室は、一流ホテルのラウンジに見まがうほど豪華な造りをしていた。ゆったりとした音楽が流れ、ラベンダーの香りが漂っている。入浴後にくつろげるよう、ふかふかのソファが何脚も用意されている。自販機で買えるドリンクも多彩である。

　身体測定が可能な器具もいろいろと設置されていて、自由に使うことができる。リンデと夜行が入室したときなど、下着姿の少女たちが巻き尺を手にして、きゃっきゃと笑いつつ、バスト・サイズの計り合いっこをしていた。

　ラウンジ風の空間を奥に進むと、ロッカーがずらりと並んでいて、ようやく更衣室らしくなる。サウナ・ルームへとつづく入口もある。ガラス張りの扉ごし、強烈な熱気に耐える少女たちの姿が見えた。

　壁際には鏡がずらりと並んでいる。風呂上がりの生徒たちが、鏡の前でドライヤーを唸うならせていた。ぽたぽたと雫しずくを垂らす濡ぬれ髪がみが熱風に煽あおられて、甘ったるい香りがこちらにまで漂ってくる。

「いつ来ても豪華だね～」

　適当なロッカーの前に立つと、リンデは衣服を脱ぎはじめた。たちまち、周囲の生徒たちがリンデの肌をちらちらと眺める。

「リンデ、注目の的」

　夜行がリンデの耳もとで、ぼそりとささやいた。

「この金髪のせいで、目立つのかなあ」

　リンデは苦笑した。

「ちがう。単純に、リンデが……その、綺き麗れいだから……」

　ちょうどそのとき、鏡の前で髪を乾かしていた女生徒が、ドライヤーをターボ・モードに切り換えたらしく、ブォオオオオ……！　という音が鳴り響いた。

「えっ？　なにか言った？」

「なっ、なんでもない！」

　あの夜行にしては珍しく、頰ほおを染めると、そっぽを向いてしまった。そして、やや恥ずかしそうに服を脱いでいく。

　夜行は自分の裸を他人に見られるのが苦手らしい。にもかかわらず、リンデが大浴場をリクエストすると、ちゃんと付き合ってくれる。無愛想に見えるけれど、やはり優しい人なんだなあ、とリンデは思う。

　裸になった二人は、タオルだけを手にして、大浴場に移動した。シャンプーもボディ・ソープも高級品が置かれているので、自分で準備する必要はないのだ。

　扉を開いたとたん、真っ白な湯気が濛もう々もうと漂ってきた。




「ふう～。やっぱり広いお風呂は気持ちいいね～」

　髪と身体からだを洗い終えたあと、リンデは浴槽の縁に腰かけた。まずは足だけを湯に浸つけて温めるのが、リンデの好みだった。

「はふう……」

　髪の短い夜や行ぎようは一足先に浸かって、リンデを待っていた。普段はどこか陰いん鬱うつそうな顔をしている夜行だが、いまは極楽浄土にでもたどり着いたような顔をしている。

「修道院のお風呂とは大違いだなあ。わたし、ずっとこの女子寮に住みたい気分」

　リンデは気持ちよさのあまり、思わず口走ってしまった。

「修道院のお風呂、微妙だったの？」

　夜行が尋ねてくる。リンデは「しまった」と思った。

　実際、はたから見れば修道院の様式を意固地に守っている施設だが、その実態は天使族の拠点である。あまり故郷の話はしたくなかったのだが、聞かれた以上、変に隠すのは不自然だと思われた。

「うん。ここよりもっと狭いし、なにより……一緒に暮らしてた修道女たちの前でだらだらするわけにはいかないから、お風呂でも気を緩めることはできなくて」

「ふーん。大変そう……」

　夜行は納得してくれたようだった。

　実際のところは、もっとひどかった。

　リンデには常に女官じみた付き人がくっついていて、入浴中といえども離れることはなかった。それどころか、衣服を脱ぐのも、髪や身体を洗うのも、すべて人任せであった。湯に浸かっている間も付き人が待機しているので、まったく落ち着かなった。

　一人になれる時間といえば、就寝中だけだった。もっとも、寝室の扉一枚を隔てれば、衛えい士し役の女たちが控えているので、なんとも気詰まりな日々だった。

　それと比べたら、女子寮での生活は天国のようだ。

　多くの女生徒たちは寮の規則を「厳しすぎる！」と評し、憤ふん懣まんやるかたない様子だが、リンデに言わせれば気楽なものであった。

「そういえば……」

　夜行がぼそぼそとつぶやいた。

「ん？　なあに？」

　リンデは笑顔で応じた。

「四月十四日の夜、寮を抜け出してどこへ行っていたの？」

「──!?」

　突然、背中から刺されたかのような不意打ちだった。

　四月十四日の夜といえば、開会式の直前である。開始時刻が十五日の零時だった。当然ながら、リンデは部屋をこっそり抜け出して、会場にむかったのだ……。

　てっきり夜行は寝ていたと思っていたのだが、実は起きていたのか──。

「あのっ、えっと……その……ちょっと用事があってね！」

　こういうとき、堂々と噓うそを突き通せない自分の性格が恨めしい。これでは動揺しているのがバレバレではないか。

「……わたしが部屋を抜け出したこと、だれかに言った？」

　リンデはしょんぼりとしながら、尋ねた。

　夜や行ぎようは首を横にふった。

「だれにも言ってない。リンデが悪いことをするような人だとは思えないから、よほどの事情があるんだと思った」

「夜行さん……ありがとう。いまは、その……事情があって、言えないんだけど……でもね、話せるようになったら、ちゃんと言うから」

「うん、わかった」

　夜行はあっさりとうなずいた。それ以上はなにも聞こうとはしなかった。

　そんな夜行に、リンデは心から感謝した。

　と同時に、謝りたい気分になった。

　──話せるようになったら、ちゃんと言うから。

　そんな日は来ない。

　たとえば、「わたし、実は天使なんだ」などと言えるだろうか。

　そう、言えるはずもないのだ……。

　なにはともあれ、今後は夜中に部屋を抜けだすとき、いままで以上に注意する必要がある。二度と夜行に気づかれてはならない。

　もっとも、当面は表立って行動を起こすつもりはなかった。

　他ほかの種族がつぶし合った頃を見計らい、最後の最後で攻勢に転じよ──というのが、天使族の長老から与えられた指令だからだ。

　なんだか卑ひ怯きような気もするけれど、理に適かなっているのはたしかだ。

　なにより、戦闘回数を減らせるのはありがたい。

　史上最強の天使として認められた存在だが、リンデは戦うのが苦手なのだ……。




　翌朝。目覚ましのアラームが鳴る前に、リンデは目覚めた。

　とはいえ、まだ意識は朦もう朧ろうとしている。

　……かたん、と物音がした。

「……？」

　リンデは寝返りを打った。

　制服姿の夜行が、こちらに背をむけて立っているのが見えた。いつもより早く目覚めたらしい。まだ眠っているリンデに気をつかい、遮光カーテンは閉めたままだが、わずかな隙すき間まから朝あさ陽ひが射さしこんでいる。

　ふと、リンデは違和感をおぼえた。

　夜行はいま、右側のクローゼットの前に立っている。だが、夜行のクローゼットは左側のはずだ。

　やがて、夜や行ぎようはクローゼットの扉を開いた。どうしてだろう……どうして、夜行さんがわたしのクローゼットのなかをのぞいているの……？　あれではまるで、わたしのことをコソコソと嗅かぎ回っているみたい──そこまで考えが及んだとき、リンデははっきりと覚醒した。

　夜行はまだリンデが眠っていると思っているのだろう。リンデのクローゼットに堂々と顔をつっこみ、なにかを探しているように見えた。

　リンデは混乱した。

　──どうして夜行さんが……？

　声をかけるべきだろうか。

　しかし、責めているように聞こえやしないだろうか。

　いや、そもそも責められるようなことをしているのは夜行さんで……。

　だけど、自分たちはルームメイト同士である。今後の付き合いのためにも、ここは見て見ぬふりをするべきかも……。

　そのとき、がちゃりと鍵が開錠される音とともに、扉が荒々しく開け放たれた。

「おっはよー！」

　またしても、寮長の神かみ郡ごおり摩ま耶や美みが突入してきた。

　そのとたん、夜行はあっと言う間にクローゼットの扉を閉めて、さも迷惑そうに摩耶美を出迎えた。

「またですか、寮長」

「あれれっ？　夜行ちゃん、もう制服に着替えてるの？　はっやーい！　リンデちゃんはまだベッドみたいだけど」

　背の低い夜行の頭ごしに、摩耶美は部屋の奥を確認した。このまま狸たぬき寝入りをしているのは不自然なので、リンデはもぞもぞと起きあがった。いかにも摩耶美の突入によって叩たたき起こされた、という風を装いながら。

「おはようございます、寮長……」

「うーん。寝起きのリンデちゃんも魅力的だねえ。しどけないリンデちゃんを毎日鑑賞できるなんて、夜行ちゃんは果報者だねえ！」

「そんなにリンデが気になるなら、寮長がリンデのルームメイトになったらどうです？」

　夜行の嫌いや味みは、むしろリンデに衝撃を与えた。もしかして、夜行さんはわたしとルームメイトなのを嫌がっている──？

　摩耶美はちょっと驚いた顔をしたあと、満面の笑みを浮かべた。

「あたしがリンデちゃんを独り占めしてもいいの!?　じゃあ、夜行ちゃんはあたしの部屋で寝起きしてね！　あたしの部屋、一人部屋だから気楽だよ～！」

「もちろん冗談です。リンデはわたしのルームメイトですから。ほら、さっさと出ていってください」

　夜や行ぎようは辛しん辣らつな口調で断言した。その言葉に、リンデは少しホッとした。

「あっ、そうそう！　実はあたし、大発見をしたんだよねー！」

「リンデのことですか？」

　夜行の言葉はただただ冷たかった。

　摩ま耶や美みの話に興味を抱いたというのではなく、とにかく話したいことをさっさと吐き出させてやらないと、この寮長は立ち去ってくれないのだ、と判断したのだろう。それにしても、大発見とはなんなのか。本当にリンデに関かかわることなのだろうか？　だれにも言えない秘密を抱えている身としては、心臓に悪いひとときだった。

「ううん、ちがうよ。大発見というのは、夜行ちゃんのこと！」

「……わたし、ですか？」

「うん！　実はね、図書館で妖怪関連の文献を漁あさってたらさー。その名も『夜行さん』っていう妖怪を発見したの！　しかも徳島地方の妖怪なんだって！　夜行さんって、たしか徳島出身だよね？　だよね？」

　夜行は大おお袈げ裟さなほど長い溜ため息いきをもらした。

「なんだと思ったら、そういうことですか。子どものころ、周囲から散々からかわれましたし」

「うっ！　ご、ごごっ、ごめんねー！　もしかして、トラウマをクリティカル・ヒットしちゃった？」

「いえ、もうなんとも思いませんけど。それに、世の中には妖怪じみた苗みよう字じを持つ人なんて、捜せばいくらでもいますし」

「そうなんだ？　いやー、あたしってば、てっきり……夜行ちゃんが『夜行さん』の末まつ裔えいなのかと思ってさー。世紀の大発見、みたいな？」

「わたしのどこをどう見れば、一つ目の鬼の血を引いているように見えるんです？　ほら、さっさと帰ってください」

「あーん！　夜行ちゃん、やっぱり怒ってるー？　このお詫わびは、今度必ず……！」

「お詫びなんて要りません。べつに怒ってませんし」

　夜行は容赦なく寮長の背中を押すと、廊下に押し出してしまった。意外にも、摩耶美はあっさり退散してくれた。

　とりあえず、夜行のおかげで台風じみた寮長は去ったものの──。

　リンデは複雑な気分だった。

　もし摩耶美が突入してこなかったら、夜行はリンデのクローゼットを堂々と探りつづけていたのだろうか……？

　だが、なんのために？

　夜行がそんなことをする人だとは思えないし、そもそもそんな必要があるとは思えない……。

　それと、夜行の姓について──。

　まさか夜や行ぎようも幻棲種ヴエイロンの血を引いていて、実は『幻神大戦』のことを知っている──なんて可能性はあるのだろうか？

　わからない。

　面とむかって聞くわけにもいかない。

　とりあえず、妖怪「夜行さん」については調べておいたほうがよいかもしれない。スマホでこっそり検索すれば、夜行に気づかれることもないだろう。

「リンデ？　まだ寝ね惚ぼけてる？」

　と、夜行が怪け訝げんそうに声をかけてきたので、リンデは我に返った。

「ううん、なんでもない！　わたしも早く着がえなくちゃ！」

　リンデがベッドを下りたとき、スマホがようやく目覚ましアラームを鳴らした。





Ⅶ　アリアドネの糸は紡つむがれることなく







　五月一日、金曜日。

　四限目の授業は体育だった。男子はグラウンドでマラソンを、女子は体育館でバレーボールをやらされている。

　体育の授業を受けるたび、リンデは思う。

　──悪目立ちしないように、手加減しないと……。

　競技に熱中して下手なことをすると、ボールを破壊したり、異常な跳躍力を見せてしまう恐れがある。

　球技に限らず、体育ではちょっとでも力加減を間違えると、とんでもない結果が待ち受けている。

　たとえば陸上競技で、いきなりオリンピック級の記録を出してしまうことだって可能なのだ。

　そのため、リンデは常に夜行を観察し、同等の結果を出すように心がけていた。夜行の運動能力は平均をやや下回るレベルであり、手本にするにはちょうどいい。

　だが、今日は夜行が生理痛を理由に体育を欠席し、いまは保健室で寝ている。

　バレーボールの場合、平均的な生徒を演じるには、だれをお手本にするのがよいのか……リンデはコートに立ちながら、そんなことを考えていた。

　ずばんっ！　と痛烈な音が鳴った。

「……！」

　リンデは我に返った。

　相手チームのエース──身長一八〇センチを超えていそうなバレーボール部員が、本気のスパイクを打ったのだ。

　ボールは砲弾さながら、まっすぐリンデの立ち位置に飛んできた。

　顔面直撃コースである。

　──うわあ、痛そうだなあ。

　真面目まじめに付き合えば、鼻血を出す程度ではすまないかもしれない。かといって、天使の能力を使うわけにもいかない。

　しかたなく、わずかに身体からだの位置をずらした。それで充分だった。ボールは耳たぶをかすめるようにして、一直線に通過した。頰ほおに風圧を感じたほどの見事なスパイクだったが、しかしコートの外でバウンドしたため、こちらの得点となった。

「こら、バレー部！　調子乗んな！」

「そうだよう、下手したら直撃してたよ！」

「ミカエリスさん！　大丈夫だった？」

「紙一重だったね……」

　チームメイトが口々に言った。

「あはは……びっくりしたー」

　リンデは適当に笑ってやりすごした。

　だれの目にも、リンデが意図的に回避したようには見えなかったはずだ。

　これからも体育の授業に出席するたび、こんなふうに気をつかう必要があるのかな……と思うと憂ゆう鬱うつだった。

　いっそのこと「生まれつき病弱」という設定にしておけばよかったかもしれない……などとも思う。

　ちょうどそのときチャイムが鳴って、体育教師が「はい、集合！」と号令した。生徒たちはあわてて集合する。

　そういえば──夜や行ぎようさんは大丈夫かな？　とリンデは思った。ただの生理痛だと言っていたので、心配は要らないと思うが、あとで保健室に寄ってみようと決めた。




「……あれ？」

　体育館内の更衣室で着がえたあと、なにげなくスマホをチェックしようとして、違和感をおぼえた。

　言葉では上う手まく表現しづらいのだが、赤の他人にべたべたと触られたかのような気がしたのである。

　穢けがらわしいものにでも触れたような嫌悪感が、じわじわと背筋を這はいあがる。

　奇妙だった。

　更衣室のロッカーは施錠できるようになっている。しかも電子ロックである。赤の他人にたやすく開錠できるとは思えないが……。

　とりあえず、それ以外に異常は見あたらない。

　そもそも、スマホには指紋認証式のロックをかけていたので、赤の他人がこの端末を手にしたところで、内部のデータにアクセスするのは不可能なはずである。超一流のハッカーでもない限りは……。

　一体、これはなにを意味するのか？

　何者かが更衣室に忍びこみ、ロッカーの電子ロックを解除し、リンデのスマホを手にとった。ロッカー内には制服や財布も入っていたが、そちらは無事である。手を触れた形跡すら見あたらない。

　結局、犯人はなに一つ盗むことなく、スマホを元の位置に戻し、ロッカーを施錠してから立ち去った。

　……わけがわからない。

　しかし、他ほかの生徒たちは特に異常を感じたわけではなさそうだ。きゃっきゃと笑いながら、次々と更衣室を去っていく。

「──どうかした、リンデ？」

　突然、耳もとで声をかけられ、リンデは「ひっ！」と声をあげた。

　夜や行ぎようが立っていた。まるで背後霊のように──。

「びっくりしたあ……」

「ごめん。そんなにびっくりするとは、思わなかった」

　夜行は素直に謝った。

「夜行さん、具合はもういいの？」

「うん。もう問題ない」

「そう……良かった」

　ホッと安あん堵どしたのもつかのま、リンデは重大な事実に思い至った。

　体育の授業中、夜行は保健室で寝ていたというが……その気になれば、自由行動だって可能だったのではないか。

　──もしかして、夜行さん……わたしのことを探っているの？

　開会式の日、夜行はリンデが部屋を抜け出すのを察知していた。あの時間帯、いつもの夜行なら熟睡しているはずなのに。

　そういえば、トクシマという地方には「夜行さん」という名の妖怪がいるのだと、摩ま耶や美みが豆知識を披露していた。

　あのあと、リンデはこっそりとスマホで検索してみたのだが、なんともマイナーな妖怪だった。

　一つ目の鬼であり、身体からだは毛むくじゃら。頭のない馬に乗っているという。とても『幻神大戦』に出場できるような「格」があるとは思えなかった。

　ただし弱小種族であっても、参戦者プレイヤーに協力することならできる。

　仮に、夜や行ぎようがプレイヤーのだれかに協力しているとして……わざわざリンデを調べようとしたということは、すでにリンデがプレイヤーであることに勘付いていることを意味する……。

　いや、そうと決まったわけではない──と、リンデはあふれんばかりの疑惑を脇わきに追いやった。

　早々に決めつけてしまうのは軽率だし、夜行に対して失礼だろう。

　証拠があるわけでもない。

　ただし、一連の出来事を「モニカ」に報告しておく必要はありそうだ。今夜の定時連絡の際にでも、それとなく伝えておこう──。

「リンデ？　どうかした？」

　夜行が怪け訝げんそうに顔をのぞきこんできたので、

「ううん、なんでもない」

　その場を取り繕うように、リンデは微笑ほほえんだ。




　昼休み、赤石あかし埜やは化学準備室でタブレットを操作していた。

　先ほど動いてくれた「密偵」のおかげで、貴重な情報を得たばかりであった。

　いま赤石埜が閲覧しているのは、ディートリンデ・アルマ・ミカエリスの通信記録である。

　赤石埜が創造した鵺ぬえには、電子機器にアクセス可能なタイプも存在する。その種の鵺をツール化して「密偵」に託せば、赤石埜自身は手を汚すことなく、様々な情報を入手できるというわけだ。

　ロッカーの電子ロックを開錠したり、ハッカーさながら他人の端末に記録された情報を盗むなど、赤あか児ごの手をひねるよりたやすい。

　メールやＳＮＳアプリについては、特に不審なものは見あたらなかった。相手は校内の友人ばかりだ。夜行花はな、月見里やまなし大たい雅が、李龍威リー・ロンウエイの三人である。

「……いや、待てよ。こいつは妙だ」

　ふいに眉まゆ根ねを寄せた。

　ディートリンデは留学生だ。

　にもかかわらず、保護者との通話記録が皆無である。

　いくらなんでも不自然な気がした。明日からゴールデンウィークともなれば、なおさらだ。彼女は帰省するための申請を出していないので、休暇中もオリュンポスに留とどまる予定のようだが、それならそれで、実家に連絡の一つも入れそうなものである。

　もう一つ気になったのは、定時連絡の痕こん跡せきがあることだ。

　毎日決まった時刻に、特定の番号の相手と会話をしている。あるいは、特定のアドレスにメールを送っている。

　電話番号は市外局番が「０３」なので、東京都内である。

「ふむ、こいつは臭におうな……」

　毎日の定時連絡というのは、さすがに過剰ではないか。

　一体、この相手はだれなのか？

　そこまで考えて、赤石あかし埜やは苦笑した。

　どうやら期待感が先走って、自分は冷静さを失いかけていると気づいたのだ。

　この程度の情報だけでは、ディートリンデを幻棲種ヴエイロンだと決めつけるわけにはいかない。ましてや天使族だと決まったわけでもない。

　が、これはこれで調べてみる価値がありそうだ、と赤石埜は思った。

　まずは、彼女が定時連絡をしている相手を調べてやろうと決める。

　赤石埜にとって、相手の電話番号さえ判明すれば、その住所を突き止めるのは簡単だ。手持ちの鵺ぬえとコンピューターを接続し、ハッキング作業に取りかかる。準備室の扉には鍵をかけてあるので、同僚や生徒に邪魔される心配もない。

　五分と経たたないうちに、目当ての住所が判明した。

「ほう……」

　赤石埜は感心したふうに声をあげた。

　港区の高級タワーマンションである。しかも部屋の借り主の名前を見て、赤石埜は意外な感に打たれた。

　──彩さい原ばらモニカ。

　芸能界に疎い赤石埜でさえ、若者たちの間で大人気のロックバンド「アリアドネ」くらいは知っていたし、そのリーダーの名前が「彩原モニカ」という名であることもおぼえていた。

　メンバーの一人が麻薬所持で逮捕された事件も、生徒たちの間で噂うわさになっていた。しょせんは芸能ニュースなので、ほんの数日で忘れ去られてしまったようだが。

　それほどの有名人とディートリンデの間に、どんな関係があるのだろうか？

　彼女が天使族であるかどうかを抜きにしても、なにやらおもしろそうな気配が漂っているではないか。

「今夜は東京出張となりそうだ」

　赤石埜はにやりとした。




　東京都港区、タワーマンション「リュケイオス・タワー」の周囲には、先日のニュースが配信されて以来、報道陣の姿が絶えなかった。

　特にニュースが配信されてから数日の間は、近所のコンビニに買い物に行くことすらできなかった。

　さすがにいまでは沈静化し、世間の人々も忘れつつあるので、マスコミ関係者は潮を引くように消え去った。

　それはそれで現金なものだと、彩さい原ばらモニカは思う。

　良くも悪くも、マスコミに注目されるということは、芸能人にとって勲章に等しいからである。もちろん、あの豚のようなマスコミ関係者に取り囲まれ、あれこれと質問されるのは苦痛でしかなかったが。

　……そんなことを考えつつ、モニカはマンションのエントランスをくぐり抜けた。コンビニの袋を提げている。中身は人数分の缶ビールとつまみだった。

　網膜と指紋、二種類の生体認証センサーをクリアして、ようやくエレベーターホールへとたどり着く。

　モニカと仲間たちが共同で借りている部屋は三十九階だ。残念ながら、まだまだ上には上がいる。いつかは世界中で崇あがめられるようなアーティストになって、最上階に引っ越したいと思っている。

　そして、バベルの塔を思わせるタワーの頂上から、このぶざまな人類社会を見おろしてやるのだ──。




「ただいまー」

　リビングに足を踏み入れると、ちょっとした「腐海」が広がっていた。

　コンビニ弁当やカップ麵めんの容器、スナック菓子の空き袋、空き缶に空き瓶……フローリングの床にゴミが散乱している。異臭すら漂っていて、アロマ・ディフューザーの芳香を台無しにしている始末。

　自らもゴミの一部と化したかのように、レミとエリハとルリが寝ころんでいた。三人ともスマホで通信プレイをしている。安っぽいＢＧＭと効果音が耳についた。あの事件が発生して以来、彼女たちは一度も楽器に触れていない。

　ファンたちがこの状況を見たら、どう思うだろう？

　もっとも、モニカ自身、先刻までは彼女たちと一緒にぐうたらしていたのだが、いったんコンビニに足を運んだことで、精神的にリセットされたのである。こうして客観的に状況を眺めてみたら、笑えないほどに深刻だった。

「あたしらってさー、腐っても天使族の血を引いてるわけじゃん？　なのに、この体たらくはどうよ？」

　返事はなかった。




　ロックバンド「アリアドネ」には大きな秘密がある。

　メンバー全員が天使族の末まつ裔えいなのである。

　もっとも、人類との混血が進んでしまったせいで、彼女たちに天使族らしさは皆無である。ディートリンデ・アルマ・ミカエリスのような能力は、微み塵じんも持たない。実質的には人類と同等である。カネを稼がねば食いっぱぐれるという点でも、人類とまったく同じであった。

　幸いにも彼女たちには音楽の才能があり、努力も惜しまなかった。

　十五歳のころ、ロックバンド「アリアドネ」を結成した。

　あれから十年。

　念願のメジャーデビューを果たしてからは六年目となる。

　音楽業界の不況などどこ吹く風とばかりに、大躍進をつづけてきた。

　現時点で十一枚のシングル、五枚のアルバム、二枚のミニアルバムを発表している。シングル曲の多くはドラマや映画の主題歌に起用された。総売上枚数は一千万枚を突破しているし、各楽曲のダウンロード販売も絶好調だ。もちろん武道館でのライブも経験ずみだった。

　しかし、ここに来て躓つまずいた。

　ドラマーのアイリが逮捕されてしまったのだ。

　彼女がドラッグに手を出していることは、メンバーのだれもが薄々気づいていた。が、それほど深刻には受けとめていなかった。

　合法ドラッグに毛の生えた程度の代物だったし、彼女は自分の仕事をきちんと果たしていた。それどころか、ドラッグを使ったときのほうが、よっぽど優れた演奏ができたのである。

　おそらく、以前からブラックリストに載っていたのだろう。警察はとっくの昔にアイリをマークしていたのだ。そして『幻神大戦』の開幕とときを同じくして、逮捕した。

　要するに、開会式のさなかに生じたゴタゴタ──未開発地域で発生した事故を世間の目から逸そらすために、アイリは犠牲となったのだろう。

『幻神大戦』といえば、モニカたちは天使族から指令を受けていた。

　天使族の本拠地とリンデを中継するための、通信担当官としての役目を仰せつかったのだ。

　最初はバカバカしいと思った。

　もはや自分たちは人類に同化しているのだし、いまさら天使族の指令などと言われても、ぴんと来ない。それでも、天使族が勝利した暁には、莫ばく大だいな報酬を約束すると言われたので、モニカたちは引き受けた。

　アリアドネは人気グループだし、決してカネに困っているわけではないが、芸能活動にはカネがかかる。毎月百五十万円という家賃もバカにならない。

　そして、ここに来てメンバーの一人が逮捕された。来年には復帰する予定だが、いまは音楽活動を自粛中である。当然ながら収入が減ることになる。

　もっとも、いまは『幻神大戦』の真っ最中なので、理由はどうあれ、音楽活動を休止できたのは好都合だった。

　芸能活動の合間を縫って、リンデから定時連絡を受けたり、女子寮の周辺に監視カメラを仕掛ける手配をしたり、必要に応じて天使族の総意を伝達したりするのは、なかなかの負担だったからだ。

「……そろそろ定時連絡の時間だね」

　ふと、モニカは壁時計に視線を留めた。

　今夜は自分がリンデの報告を受ける番だ。

　ゲームに興じる仲間たちを尻しり目めに、パソコンデスクの前に座る。ノートＰＣの電源を入れる。ヘッドセットを装着して待機する。

　定時連絡は電話かメールの二種類だが、今日は電話の日だった。

　いっそすべての連絡をメールにしてくれればいいのに……とモニカは思うが、こればかりは上層部の命令なのでしかたがない。

　モニカは軽く咳せき払ばらいをして、喉のどの調子をととのえた。

　リンデと電話で話すとき、モニカは努めて感情をださないようにしている。たとえるならば、人工知能にでもなったつもりで話す。

　そうすれば、リンデがこちらに情を移すこともないだろうし、モニカもリンデに対して余計な感情を抱かずにすむ。

　当然、リンデは受話器のむこうにいる「モニカ」の正体を知らない。せいぜい天使族の末端だとしか思っていないだろう。

　リンデを応援したいという気持ちは、微み塵じんも湧かなかった。

　天使族が『幻神大戦』で勝利するためだけに生み出した生命体──それが彼女だ。

　彼女が最後まで勝ち残れば、天使族は莫ばく大だいな利益を手に入れる。協力したモニカたちに与えられる報奨金も相当なものだろう。

　だが、それでも──。

　リンデという同胞に、モニカは嫌悪感を抱いていた。

「連鎖キターッ！」

「うげっ、そんなのアリかよ！」

「あははははっ！」

　仲間たちの声が弾はじける。最近、彼女たちの間では対戦型のパズル・ゲームが流行中なのだった。

「しかたないわね……」

　モニカが苦笑をもらしたそのとき、ぽとり……と天井から水滴が降ってきて、モニカの頰ほおを濡ぬらした。

「……？」

　頰に手で触れる。

　べっとりとした、薄気味の悪い液体だった。

　半透明で、赤あか味みを帯びていて、生肉の腐ったような臭においがする。

「──!?」

　愕がく然ぜんとして天井を見上げたモニカは──見た。

　いつの間にか、異形の生物がびっしりと天井を埋めつくしていた。哺ほ乳にゆう類るいや爬は虫ちゆう類るいなど、様々な形をしている。

　どうしていままで気づかなかったのか──。

　生臭い吐息とともに、異形たちが次々と落下してきた。




　それから一時間が経たった。

　リビングの大画面ディスプレイでは、「アリアドネ」のライブ映像が延々と映しだされている。

　高級な再生装置のおかげで、臨場感は抜群だ。

　ソファにどっかりと腰をおろした赤石あかし埜や舜しゆん嶽がくは、冷笑を浮かべた。

「はあ……お前たちが現役ＪＫだったら、もう少し優しくしてやったんだがな。悪いがババアに興味はない。……それにしても、ここ数年のお前たちは劣化しすぎだろう。明らかに楽曲のクオリティが落ちているぞ？　まあ、いったんブランド性が確立されてしまえば、大衆は惰性で買いつづけてくれる。実においしい商売だな」

「あがっ……！」

　ソファのむこうでは、モニカが苦く悶もんの形相を浮かべている。

　不定型な、肉塊としか呼びようのない鵺ぬえに下半身を取りこまれ、上半身しか見えていない。衣服は引き裂かれ、疵きずだらけとなった肌があらわとなっている。

「ははっ！　ぶざまな姿だ。まるで、檻おりから逃げようとした挙げ句、柵さくの隙すき間まに身体からだを挟まれた豚のようじゃないか」

　赤石埜は嘲ちよう笑しようした。

　こんな醜態をさらしている女が、映像のなかで凛り々りしく歌っているアーティストと同一人物だとは、とても思えない。

「いやああああっ！　まだ死にたくない……！」

　モニカは発狂寸前の表情を浮かべている。

　とはいえ、いまだ正気を保っているのは称賛に値するだろう。つい先ほど、彼女は三人の仲間たちがバリバリと食われていく様子を目の当たりにしたのだから。

　床のすみには、食い残された手足や臓ぞう腑ふが散乱している。

「私が求める情報を吐けば、命だけは助けてやらんこともない」

「なんでも！　なんでも話します……！」

　涙と鼻水で顔をぐしゃぐしゃにしながら、モニカは絶対服従の意思を示した。

　赤石埜はぞくぞくっと身を震わせた。

「ならば問う。天使族代表の名は、ディートリンデ・アルマ・ミカエリスで合っているか？」

「……はい」

　モニカはしおらしくうなずいた。

「ははっ！　大当たりだ！」

　赤石あかし埜やは会心の笑みを浮かべた。

「では、彼女はなんのために『幻神大戦』に参戦した？」

「弱体化した天使族が……新たな領土を獲得し、繁栄するため……です」

「くだらんな。それは天使族の動機だ。彼女自身に動機はないのか？」

「……少なくとも、わたしは……知りません。彼女は……天使族の総意に……従っているだけだと……思います…………」

「ふむ。しかし妙だな。天使族は弱体化したのだろう？　実際、現代ではどこぞの山奥で隠いん棲せいしているという噂うわさを聞いたことがある。にもかかわらず、彼女の能力は桁けた外はずれだった。優勝してもおかしくないほどのな」

「…………」

「言え。ディートリンデ・アルマ・ミカエリスとは、何者だ？」

「……詳しくは知りません……『幻神大戦』にそなえて……天使族が創造した個体……だとしか…………」

「ほう。自然発生ではないというわけか。まさか、誇り高き天使族が生命倫理に抵触するような技術に手を染めるとはな。ふふっ、私好みじゃないか」

　赤石埜自身もまた、古来の陰陽道と科学技術を融合させた結果、独自の鵺ぬえを創造してきた。自分と彼女は、ある意味において同類かもしれない──。

「最後の質問だ。天使族の本拠地がどこにあるのか、教えろ。お前も天使族の末まつ裔えいだというのなら、知っているのだろう？」

「……詳しい位置は知りません。わたしは日本で生まれ育ったので……」

「おおよその位置でもかまわん。さっさと吐いてしまえ」

「ドイツとオーストリアの国境沿い……だと聞いたことがあります」

「ふむ。バイエリッシュ・アルペンか。それだけわかれば充分だ。あとは、わが鵺たちの索敵能力に期待するのみ──」

　赤石埜はにやりとした。

「質問は以上で終わりだ」

「じゃあ……」

　モニカの表情に、かすかな希望が浮かぶ。

　目の前に「アリアドネの糸」を垂らされたかのように。

「ああ、喜べ。私の血肉にしてやろう」

「えっ──」

　その瞬間、モニカを弄もてあそんでいた鵺が反応した。

　見る見るうちに、モニカの上半身が肉の内側へと引きこまれていく。

「そんなっ！　いやっ──……！」

　だまされたと知った瞬間の、絶望をあらわにした表情は、大いなる悦楽、愉悦、そして喜悦をもたらした。

　モニカは肉の海に吞のみこまれた。華きや奢しやな肩が、首が、頭部が、ずぶずぶと沈みこんでいく。最後に残ったのは右腕だった。目の前に垂らされた糸をつかむように、必死で手をのばしている。だが、糸など存在しない。残された手は、ただただ虚空をつかむばかり。やがて完全に埋没した。

「天使族の総意に絶対服従……ふふっ、なんと健けな気げな天使ちゃんだ。ならば、まずはその呪縛を解き放ってあげようじゃないか」

　赤石あかし埜やはソファから立ちあがった。

「ゴールデンウィーク中の旅行先は、ドイツで決まりだな──」

　赤石埜はバルコニーに出ると、闇やみ夜よに身を躍おどらせた。

　見る見るうちに、肉塊のような鵺ぬえたちが集合し、円盤状の巨大構造物へと変形する。

　グロテスクな円盤はヨーロッパ大陸を目指し、まっすぐに飛ひ翔しようした。





Ⅷ　天使狩り







　ＧＷはあっさりと終了した。

　今日は五月七日。木曜日である。

　しかし教室の座席は、半分近くが空席のままだった。木曜と金曜を休むことで、連休を日曜日まで拡張する生徒が多いのだ。

　五月病に特有の、だらだらとした雰囲気が漂う教室内で、しかし、リンデだけは神経を張り詰めさせていた。

　──どうして？　どうしてなの？

　ここ最近、モニカとの通信がつながらない。

　まるで、モニカが忽こつ然ぜんと消えてしまったかのよう。

　一体、どうしたのだろう──？

　実は昨日、思いきって、天使族の本拠地──リンデが生まれ育った、山奥の修道院に連絡をとろうとした。端末のアドレス帳には記録していない、記憶のなかにのみ刻まれた番号である。

　基本的に、連絡はモニカを介して行えと命じられていたのだが、いまは緊急時だと判断したのだった。

　だが、どうしたわけか──。

　修道院もまた、応答しなかった。

　それに、今朝のことだ。

　明け方、リンデはうとうとと微睡まどろんでいた。部屋の片隅で、だれかが動く気配がした。もちろんルームメイトの夜や行ぎように決まっている。ずいぶんと早いんだな……と思った。クローゼットを開ける音が聞こえた。もう着がえているんだろうか……。

　目が覚めてしまったリンデは、うつぶせになって枕を抱きしめると、なにげなくクローゼットのほうを眺めやった。

　夜行はパジャマ姿のまま、クローゼットを開け、内部をごそごそと探っていた。問題なのは、夜行が探っているのが、彼女自身のクローゼットではなかったことだ。またしてもリンデのクローゼットに上半身を突っこんでいるのだった。

　──どういうこと？

　リンデはいやな予感に駆られた。

　つい先日、体育館の更衣室で違和感をおぼえたことを思いだす。何者かが、リンデのロッカーを漁あさったように思われた。そして、ちょうど夜行は体育の授業を休んでいたので、その気になれば更衣室に忍びこむことは可能だったはず……。

　まさかとは思うが……夜行はリンデの正体を知った上で、身辺調査をしているのだろうか？　やはり夜行は幻棲種ヴエイロンの一種で、プレイヤーのだれかに協力している……？

「あの……夜行さん？」

　リンデはおそるおそる、夜行に声をかけた。

　夜行は別段、びっくりしたそぶりも見せず、こちらを振り向いた。

「……わたしのクローゼット、だよね？」

「うん。わたしの体操服、見あたらないから、リンデがまちがえて、自分のクローゼットに仕し舞まいこんだんじゃ、と思って──」

　夜行は淡々と言葉を並べた。

「……夜行さんの体操着なら、脱衣所にあったと思うけど」

「そう。ちょっと見てくる」

　夜行は部屋の奥へと引っこんだ。

　夜行が適当な言い訳を思いついたのか、それとも本当に体操着を捜していただけだったのか──判断がつかない。

　たしかなことは、夜行が怪しいそぶりを見せはじめたのと同時期に、モニカとの連絡が途絶えたことだった。




　夜行に対して、ある種の疑惑をおぼえてしまったリンデは、今朝は朝食も摂とらず、一人で登校した。

　まだ八時を回ったところである。教室を見回してみると、女子が数名しかいない。教室の片隅に集まって、なにやら噂うわさ話ばなしに興じていた。

「──それにしても、あのモニカまで消えちゃうなんてねー。よっぽどヤバい組織と関かかわってたのかなあ？」

　モニカと聞いて、リンデはびくりとした。

「芸能界ってさ、爛ただれてそうな雰囲気あるよね」

「ドラッグとか枕営業とか、日常茶飯事なんだろうねー」

「あたし、モニカの大ファンだったのに！」

　女子たちは大いに盛り上がっている。

　リンデは矢も楯たてもたまらず、彼女たちの背後に駆けよった。

「あのっ！」

　女子たちは意外そうな顔をして、リンデをふりかえった。

　滅めつ多たに話したことのない留学生が、いきなり話しかけてきたので面食らったのだろう。

　それでもリンデは怯ひるまなかった。

「いまの話、詳しく教えてくれる？」

「べつにいいけど、今朝のニュースを見たほうが早いよ。『アリアドネ』のメンバーのうち、ドラマーを除く四人が失しつ踪そうしたんだって。詳しいことは不明だけど」

「モニカっていうのは？」

「ボーカルだよ」

「そう……なんだ」

「それにしてもさー。麻薬所持で逮捕されたおかげで、ドラマーだけは無事だったんだよね？　人生、なにがどう転ぶかわかんないよね～」

「ほんとほんと！」

　女子たちはリンデを無視するように会話を再開した。

　リンデはすごすごと引き下がった。

　たまたま「モニカ」という名前が共通していただけで、天使族の件とは関係ないだろうと思った。




　その日は散々だった。

　モニカや天使族のこと、そして──夜や行ぎようの件が気になってしまい、リンデは著しく精彩を欠いてしまった。

　体育の授業は短距離走だったのだが、スタート直後に転倒した。

　休み時間、プリントの束を抱えて廊下を歩いていたら、なにもない場所でつまずいてしまい、Ａ４サイズの用紙を廊下にぶちまけた。

　昼休み、天ぷらうどんをトレイに載せて運んでいたら、他ほかの生徒にぶつかられてしまい、床にぶちまけてしまった。ふだんのリンデなら、さりげなくかわしていたはずだ。

　最悪だったのは、床に散乱した食器をリンデがあわてて手にとろうとしたとき、夜行が手を貸そうとしてくれたのだが、

「大丈夫だから！」

　と、リンデは頑かたくなに拒絶してしまったのだ。その剣けん幕まくには、夜や行ぎようのみならず、大たい雅がや龍威ロンウエイもびっくりした様子だった。最悪だった。

　そして、放課後が訪れた。




　換気のために開けた窓から、運動部員たちのかけ声や、ブラスバンド部員の楽器音が聞こえてくる。すでに陽ひは傾いて、どこか儚はかなさを感じさせる時間帯──。

　女子寮の部屋で、リンデは気まずさをおぼえていた。机にむかって宿題に取りかかったものの、ほとんど進まない。

　背後では、夜行が和菓子を黙々と食べている。今日一日、リンデの様子があまりにおかしいので、黙って様子を見ることに決めたようだ。

　なんとも気まずい……。

　しかしルームメイトである以上、同じ部屋で生活せねばならない。

　逃げ場はどこにもない。

　──こうなったら……。

　リンデは決意した。

　このまま、うじうじと悩んでいては「敵」の思うツボだろう。

　夜行がシロなのかクロなのか、いますぐ真っ向から問いただそうと決めたのだ。

「あのっ！　夜行さん！」

　リンデは席を立つと、夜行の正面に移動した。

　日本の風習に従って、正座する。

「なに？」

　ずず……と煎せん茶ちやをすすりつつ、夜行は応じた。

「えっと、その……」

　せっかく心を決めたのに、いざ夜行と相対すると言葉が出てこない。

　いや、もはや場を取り繕う必要なんてない。

　──夜行さんは『幻神大戦』の関係者なの？　それで、わたしのことをコソコソと嗅かぎ回っているの？

　と問いただせばよいのだ。

　しかし、なかなか踏み切れない。

　夜行は黙ったまま、リンデの表情をうかがっているだけだ。

　そのときだった。

　出入口の扉が、勢いよく開け放たれた。

「おっはよー！　……って、もう放課後だけどね！　てへっ！」

　よりにもよって、寮長の摩ま耶や美みだった。遅くまで校舎に居残っていたのだろうか、いまだに制服姿である。

　場違いなほどの脳天気さが、いまだけは恨めしい。いや、むしろ摩ま耶や美みに救われたのだろうか？　もし摩耶美が来なければ、リンデは結局、夜や行ぎようを問い詰めることもできないまま、ますます気まずい事態に陥っていたはずだから……。

「……寮長。せめてノックくらいはしてください」

　夜行が冷静に注意した。

「あははー、ごめんごめん！」

「それで、なんの用です？」

　夜行の口調は、底冷えしそうなほどだった。さっさと出ていけと言わんばかりだ。しかし、その程度で怯ひるむ寮長ではなかった。

「えっとねー。ちょっとリンデちゃんを貸してくれる？　ちょっと手伝ってほしいことがあるんだけど、場所が礼拝堂なんだよねえ。で、礼拝堂といえば、やっぱりリンデちゃんを誘うべきでしょって思って」

「ヨーロッパ出身の白色人種が、すべてキリスト教徒だとは限りませんけど」

　夜行は淡々と指摘した。

「でもでも、たしかリンデちゃんって、修道院で暮らしてたんだよね？　キリスト教徒じゃないの？」

「あ……はい。そうですけど」

「だったら、リンデちゃんが適任だと思うの！　簡単な用事だから、ねっ！　お願い！」

「……わかりました」

　正直なところ、夜行とこのまま気まずい時間をすごすよりは、摩耶美の用事を手伝うほうがましだろうと思った。

　それに、学園の敷地内に礼拝堂があることは知っていたが、まだ一度も訪れたことがなかったので、興味もあった。

「それじゃあ、行こっか！　……あ、だけど礼拝堂に入るのに部屋着だとふさわしくないから、一応、制服に着替えてくれる？」

　ふざけてばかりいるようで、意外に律儀なところもあるらしい。

　リンデは少し感心しつつ、着替えをはじめようとした──のだが、摩耶美の熱い視線が気になってしかたない。

「あの……女同士とはいえ、そんな風に見つめられると着がえにくいんですけど」

「気にしないでいいよっ！　リンデちゃんの素肌、とってもきれいだよねー。撫なで撫なでしたくなっちゃう！」

「……寮長、ちょっと外に出ていてください」

　夜行が気を利かせて、摩耶美を室外へと押し出した。小学生並みに小柄だが、こういうときの夜行は有無を言わせぬ迫力があった。

「あーん、夜行ちゃんのいけず～！」

　恨めしげな声をあげる摩ま耶や美みの鼻先で、夜や行ぎようは扉をバタンと閉ざした。

「リンデ、いまのうちに」

「……ありがとう、夜行さん」

　摩耶美が廊下で待っている間に、リンデは手早く着がえた。




「ふふっ。ここが御薪みかまぎ学園の礼拝堂だよ！　どやっ！」

　礼拝堂の入口前で、摩耶美は得意げに胸を張った。

「遠目にしか見たことありませんでしたけど、間近で見ると立派な造りですね」

　お世辞ではなく本心だった。

　どことなくゴシック様式の片へん鱗りんを感じさせる礼拝堂は、鉄筋コンクリートの校舎が建ち並ぶなか、とても異彩を放っている。

「まあ、実際のところは演奏会とか、映画の上映会とか、ＯＢの結婚式とか……そういうイベントのために建てられた施設なんだけどねー」

　摩耶美はにこにことしながら歩きだすと、入口から屋内へ足を踏み入れた。リンデも摩耶美につづいた。

　一体、どんな用事を申しつけられるのか……不安な気もしたが、むしろ夕食までの三時間ほどを消費できるのなら、それはそれでかまわないとも思った。どうしても、夜行と二人きりですごす気にはなれなかった。

　会衆席がずらりと並んでいる。収容人数は三百人ほどだろうか。

　摩耶美は中央の通路をずんずんと歩いていく。

　リンデはだまって摩耶美の背中を追うだけだ。

　二人分の足音に深い残響がまとわりついて離れない。

「じゃあ、ここに座ってくれる？」

　摩耶美は立ち止まると、会衆席の最前列を指さした。

「はい……」

　リンデは怪け訝げんに思いつつも、言われたとおりに座った。

　会衆席の最前列ともなれば、目の前に祭壇があるはずだが──見えなかった。

　なぜならば、祭壇の前方にスクリーンが設置されているからだ。

「上映会の予定でもあるんですか？」

「予定というか、これからリンデちゃんに、ある動画を観みてもらいたいと思ってるんだけど。是非とも感想を聞きたいなと思って。まあ、自主制作映画の類たぐいだと思ってくれればいいと思うよ」

「寮長にそんな趣味があるなんて、知りませんでした」

「いやいや、あたしにそんな才能はないから！　これを撮ったのは知り合いだよ」

「でも、どうして……わたしなんですか？」

「ふふっ。それはね、観てもらえばわかると思う」

「はあ……よくわかりませんけど。でも、実はわたし……映画って、まだ観みたことがなくて。そういう意味では、ちょっと楽しみです」

「ええっ!?　どんだけ箱入り娘だったの……」

　摩ま耶や美みはあきれ顔になったが、すぐさまにっこりと笑った。

「人生初の映画がこれかー……うわあ、責任重大だー！」




　映像の再生がはじまった。

　最初に映しだされたのは、雄大な山岳地帯だった。

　音楽は一切ない。

　ただ単に、飛行機から眼下の世界を撮影しただけの、記録映像のような趣だった。

「えっ……？」

　どうしてだろう。

　その景色に見覚えがあった。

　たしか七歳のころだった。

　翼が生えそろったリンデは、自主的に飛行訓練をはじめた。

　あいにく、周囲には飛べない天使しかいなかったので、教えを請うことはできなかったが、雛ひな鳥どりがやがて飛び方を習得するように、リンデも自然と飛べるようになった。本能と言っていいだろう。

　訓練をはじめてから一年ほどで、高度一万メートルの高さまで舞い上がれるようになった。竜の背骨のように横たわるバイエリッシュ・アルペン山脈の雄大さに、ただただ圧倒された。

　わたしは毎日、これほどの大自然に抱かれていたんだ……と気づかされた。

　その映像を観ていると、かつてリンデが育った修道院の位置も、大体は把握できた。とはいえ、先祖たちが蓄積してきた妖気のおかげで、カメラには映っていない。妖気をもたぬ人間には感知できないようになっているのだ。

　そのときだった。

　映像のなかで、何者かが語りはじめた。

《──天使族の〝匂におい〟を感知した。本拠地の場所は、あの辺か？　ふっ、うまく隠してはいるが、私の鼻はごまかせん。これよりミッションを開始する──》

　若い男の声だった。

　聞き覚えのある声だと思ったが、すぐには思い出せなかった。

　それよりも、いま男はなんと言った？

　たしか「天使族」と聞こえたような──……。

　映像はどんどんズームされていく。

　いや、声の主が急降下しているのだ。

　と、軍隊の尖せん兵ぺいよろしく、不気味な生命体がどんどん湧きだして、画面に映りこんだ。空くう挺てい部ぶ隊たいさながら、山岳地帯を目指して降下していく。

「あれは……！」

　愕がく然ぜんとした。

　見覚えのある生命体だ。まだ開会式がはじまる前、女子寮にちょっかいを出そうとしていたので、食い止めたことがある。

　リンデにとっては、ちょっとした因縁のある相手……。

　あれが鵺ぬえ族であることは、リンデも薄々と気づいていた。

　あれほどの猛威を振るう相手だ。開会式で行われた「試験」など、易やす々やすと突破しただろう。本戦に出場を決めた幻棲種ヴエイロンのうち、あの〝異形〟に適合しそうな種族といえば、鵺族くらいだろうと思った。

　もっとも、日本の妖怪として知られる鵺のイメージと比べても、あれは規格外すぎる存在なのだが、消去法に頼った結果、鵺しか残らなかった。

　だが、どうして……この映像に鵺族が登場しているのだろう？

　思い浮かんだ答えは、一つしかない。

　これは鵺族が撮影した映像なのだ──。

　ならば、どうして……そんな映像を摩ま耶や美みがリンデに見せようとしたのか？

「寮長！　あなたは一体──」

　リンデが立ちあがろうとした瞬間、座席に異変が起きた。

　なんの変哲もない、木製の座席にしか見えなかったし、座り心地にも異常はなかったのだが──突然、その正体を現したのだ。

「ぐっ……！」

　いまや座席はグロテスクな色味を帯びた、肉の塊にしか見えない。たちまちリンデの背中が、手足が、肉に埋没する。肉はどんどん肥大化し、ある形状に落ち着いた。

　それは十字架だった。ただし左右が非対称の、アンバランスな形状をしている。動物の内臓めいた色味を帯び、生臭さが漂っている。

　いますぐ天使形態に変身すべき状況だが、映像から目を離すことができなかった。

《さあ、奪え！　殺せ！　喰くらい尽くせ！　我々はなにものにも束縛されない！　すなわち──自由だ！》

　鵺たちは、天使族の先祖がほどこした迷彩をあっけなく突き崩した。山間に位置する修道院の入口があらわとなってしまう。そこから鵺の軍団が雪な崩だれこんだ。

《なっ、なんだ……お前たちは!?》

《敵襲！　敵襲だ！》

《ぎゃあああっ！》

　天使たちの阿あ鼻び叫きよう喚かんがこだまする。

　幻棲種らしい力などほとんど失ってしまった天使たちは、なすすべもなく殺さつ戮りくされていった。天使のみならず、家畜も一匹残らず喰らわれ、ささやかな菜園も容赦なく荒らされていく。

　イナゴの大群が田畑を荒らすようなものだった。

　ついに鵺ぬえたちは、修道院の中央に位置する大聖堂にまで到達した。修道服を着た天使たちが、なけなしの武器を手に入口を守っている。リンデとも顔見知りの衛兵たちだった。

　しかし、衛兵たちの武器は剣や槍やりだった。なんという時代錯誤。軍艦を轟ごう沈ちんできるほどの幻棲種ヴエイロンを相手にすれば、一秒ともたなかった。

　首をもがれ、手足をもがれ、胴体を切断される衛兵たち。散乱した遺体は、大小の鵺たちがあっと言う間に食い尽くした。

「お願い……もうやめて……天使族のみんなを殺さないで！　わたしの生まれ故郷を……壊さないで！」

「う～ん、それは無理な相談だねえ。だって、これは過去の映像だもの」

　摩ま耶や美みは嬉き々きとして答えた。

　哺ほ乳にゆう類るい型、爬は虫ちゆう類るい型、蟲むし型……様々な種類の鵺たちは、目に付いた生物を片っ端から蹂じゆう躙りんしていった。そして、ついには院長の居室にも侵入した。

《なんだ、お前たち──》

　それが、修道院長──天使族の最長老がこの世に遺のこした、最後の言葉となった。

「院長先生！　いやあああっ！」

　リンデは絶叫した。

　正直なところ、リンデは院長をあまり好いてはいなかった。

　リンデをなにかと特別扱いするのが気に入らなかった。『幻神大戦』のことばかり考えているのもいやだった。そもそも、リンデのような存在を生みだすことを決定したのも、院長だったそうだ。

　それでも──。

　親の記憶がほとんどないリンデにとっては、祖父のような存在と言えた。

　あれはたしか、五歳の誕生日を迎えた日。机の上に、異国の絵本が置かれていた。あとで世話係から教えてもらったのだが、贈り主は院長だという。あのときは、本当にうれしかった……。




　院長の死体が鵺の餌えさとなって間もなく、映像が切り替わった。

《ほう。こんなところに地下室が……なかなか興味深い。天使族のお宝でも隠してあるのか？　これより捜索を開始する》

　語り手の視線に同期しているかのように、スクリーンには下りの石段が映しだされている。幅は狭く、成人男性の肩幅ほどしかない。

　周囲は真っ暗で、語り手が所持しているライトだけが光源だった。

「あの石段は……まさか……」

　院長をはじめ、次々と虐殺された同胞たちの死を悼いたむ間もなく、リンデは意識を揺さぶられる思いがした。

　その映像は、リンデの古い記憶をたしかに呼び覚ました。

　幼いころ、リンデはあの石段を下りたことがあった。

　男の足音がスピーカーから聞こえてくる。

　石段が尽きるのに、さほど時間はかからなかった。

《ふむ、扉があるな》

　ビデオカメラが扉を映しだす。木製の扉だ。十字架の模様が彫りこまれている。

　語り手は問答無用で扉を吹き飛ばした。そして踏みこむ。

　室内はがらんとしていて、単なる貯蔵庫かと思われたが、最奥部に祭壇らしきものが設置されていた。

　棺かん桶おけが二つ並んでいる。

　ただし、一方が常識的な大きさなのに対して、他方は桁けた外はずれに巨おおきい。

《どうやら棺桶らしい。つまり、ここは地下埋葬所カタコンベといったところか？　それにしても、こちらの棺桶のデカさときたら……ふっ、なにが出てくるのか──》

　語り手は畏おそれを知らぬ振る舞いに出た。巨大な肉の塊としか形容できない鵺ぬえを使役すると、それぞれの棺桶に差し向けた。

　鵺たちは遠慮なく棺桶に取りついて、行動をはじめた。やがて二枚の蓋ふたが、立て続けに落下する。埃ほこりが濛もう々もうと舞いあがった。

　語り手は、最初に小さな棺桶の内部をのぞきこんだ。

《ふん。ただの人骨だな。どうやら女のようだが……くだらん》

　語り手はあっさり興味を失うと、無愛想に告げた。つづけて、今度は大きな棺桶をのぞきこんだ。

　骨があった。

　しかし、明らかに人骨ではない。

　身長は人間の何倍もあるし、翼を彷ほう彿ふつとさせる骨格が付随している。

　最も異常なのは、頭ず蓋がい骨こつが二つ並んでいることだ。どちらも脊せき椎ついにつながっているように見える。

　双頭の天使……だろうか。

　あまりに不気味すぎて、リンデは吐き気をおぼえた──。

《ふん。骨になってもなお、この威圧感……おどろいたな。こんな秘密を隠しているのなら、あの老人だけでも生かしておけばよかった。すべてを吐かせてから殺すという選択肢もあったものを……》

　と言いつつも、語り手の口調からは後悔など微み塵じんも感じられなかった。

《ふむ。生前は名のある幻棲種ヴエイロンだったのだろう……だが、いまとなってはただの骨だ》

　カメラが棺桶から遠ざかっていく。

《愉たのしんでもらえたかな？　これにてミッションを終了する──》

　その宣言と同時に、画面が暗転した。

「はーい、これにて上映終了だよっ！」

　摩ま耶や美みが能天気な声をあげた。




「どうして、どうしてあんなことを……？」

　あまりの惨劇を前に茫ぼう然ぜん自じ失しつとなったリンデは、涙を流すことすらできなかった。

　そもそも院長たちが虐殺されたこと以上に、映像の後半に登場した「天使の遺骨」が気になった。

　幼いころ、リンデはあの地下室に忍びこんだことがある。あいにく、棺かん桶おけのなかをのぞきこむ前に見つかってしまい、こっぴどく叱しかられた。大人たちは、リンデが「あれ」をのぞき見ることを厳格に禁じていたのだ。

「──やあ、ミカエリス君」

　そのとき、入口のほうから一人の男がやって来た。

　ゆったりとした歩調。

　やがてリンデの正面に悠然と立った。

「──！」

　リンデは男の顔を凝視した。

　担任の赤石あかし埜やだった。












「いや、あえて〝天使ちゃん〟と呼ばせてもらおうかな？　いやはや……まさか、天使ちゃんの正体が君だったとはねえ。僕の──」

　突然、赤石あかし埜やはがらりと口調を変えた。

「いや、私の作品は楽しめたか？」

　担任の「赤石埜先生」としての雰囲気は、瞬時に消え失うせていた。目つきまで鋭くなっている。「紳士的な教師」という個性は、もはや微み塵じんも感じられない。

「せーんせっ！」

　と、摩ま耶や美みが弾はじかれたように動いた。赤石埜の胸に飛びこんで、子猫がじゃれるように甘えはじめる。

「ふっ。摩耶美は甘えん坊だな」

　赤石埜は口元に微笑を浮かべて、摩耶美の頭を撫なでてやっている。

　あの寮長こそが赤石埜の走そう狗くだったのだと、リンデは否いや応おうなく気づかされた。

　摩耶美も鵺ぬえ族の一員なのか、それとも人間にすぎないのかはわからないが……。

　結局、リンデの周囲をこそこそと嗅かぎ回っていたのは、夜や行ぎようではなく摩耶美だったということになる。

　夜行は潔白だったのだ。

　──わたし、なんてバカだったんだろう……夜行さんを疑ってばかりで、それ以外の可能性を考えもしなかった……。

「ねーねー！　あたし、とってもがんばったよ！　だから、もっと褒めて！　もっと抱きしめて！」

「ああ、そうだな。摩耶美は本当に、よくやってくれたよ。だから──」

　赤石埜の右手が流れるように動いた。

「ひっ……！」

　リンデは悲鳴をあげそうになったが、かろうじて押し殺した。

　赤石埜の指先が、摩耶美の頭ず蓋がいに埋没したのだ。

　ほんの数秒間の出来事だった。

　赤石埜が指を引き抜く。

　人さし指と親指に団子虫のような生き物が挟まれている。

　それはぴくぴくと蠢うごめいている。

「あか……しや……せん……せ──……」

　糸を断たれた操り人形のように、摩耶美の膝ひざがかくんと折れ曲がった。たちまちくずおれてしまう。目はカッと見ひらかれたままだ。すでに事切れていた。

「用済みだ、摩耶美。私と彼女──二人だけの世界に、お前は要らない」

「摩耶美先輩に、なにをしたんですか！」

「ふっ。この女が私に好意を寄せていたようだから、ちょっとした実験に付き合ってもらったのさ。私の〝端末〟を摩耶美の脳に埋めこむことで、指示どおりに動いてくれる人形として使えないか……と思ってね。実験はそこそこ上う手まくいった。摩ま耶や美みは忠実に働いてくれた」

「ひどい……」

「いや、ひどいのは天使ちゃんのほうだ。開会式が終わって以来、【PARTHENONパルテノン】を通じて何度もショート・メッセージを送ってやったのに、お前は無視した。挙げ句の果てに、迷惑メールに指定しただろう？」

　そういえば……《運営》が提供したアプリを経由して、しつこくショート・メッセージを送ってきた種族がいた。

　最初の一通目からして下品極まりない文言が並んでいたので、即座に迷惑メール用のフォルダに移動したのだが……あれも赤石あかし埜やの仕業だったのだ。

「モニカさんとの音信が途絶えたのも……？」

「ああ、モニカか。まさか、あの有名ロックバンドが天使族の情報通信を担当していたとは意外だったな」

「ロックバンド……？」

　クラスメイトたちの噂うわさ話ばなしを思いだす。とあるロックバンドのメンバーたちが失しつ踪そうしたというニュース。そのボーカリストが、モニカという名前だった。

　だが、自分が知るモニカと、ミュージシャンのモニカとの間に関係はないだろうと推測し、深くは考えなかったのだが……なんと浅はかだったのだろう。

「モニカといえば、貴重な情報を提供してくれた。天使ちゃんが『幻神大戦』に参加した理由についてだ」

「…………」

「なんでも、天使ちゃん自身に〝動機〟はないそうじゃないか。あくまでも天使族の総意に従って参加しているだけだとか」

「それは……」

「天使ちゃんの動機は、ゴールデンウィークの間に私が片づけた。それはもう徹底的に、虫の一匹すら逃さぬレベルで虐殺した。たとえ最後まで勝ち進んだとしても、褒美を受けとるべき天使族はもういない。もちろん、天使ちゃん自身が東京の統治権などもらったところで、持て余すだけだろう？」

　悔しいが事実だった。

　生まれ故郷を失った結果、リンデは根無し草になってしまった。

　もはや『幻神大戦』に参加する意味はない……。

「私の花嫁になれ。無論、私が赦ゆるせないというのであれば、かかってくるがいい。そうだ、史上最強の天使族として、私を殺しにくるのだ。それはそれで愉たのしそうだからな。そして、この赤石埜舜しゆん嶽がくには絶対に敵かなわないと悟った上で、私の所有物となるがいい」

　リンデは沈黙した。いや、沈黙を余儀なくされた。

　目の前に突きつけられた現実が、あまりに絶望的すぎて、意識が追いつかない──。

　リンデは幼児のころのように、自分の殻に閉じこもった。

　要は、現実逃避を試みたのだった。

　そのとたん、脳裏に〝声〟が響いた。

『おいおい、リンデ。ここで諦あきらめてしまうのか？　このままじゃ、あの変態野郎の愛玩動物として使いつぶされるだけだぞ？　そんなクソ展開、オレはごめんだな』

「あなたは……？」

　リンデは懐かしい心地がした。

「あなたは……だれなの？」

『おいおい、忘れちまったのか？　オレはずっとお前を見ていたんだぜ？　お前が生まれたときから、ずっとだ。幼い頃はよく話し相手になってやったじゃねーか。もっとも、天使族の連中がオレとお前の交流を快く思わなかったのも事実だ。本当におぼえていないのかよ？』

「……ごめん、なさい」

『お前は、天使族が秘密にしていた施設をのぞき見して、こっぴどく叱しかられた。その結果、あの陰湿な連中に暗示をかけられた。もう二度と、オレと会話ができないようにな……。だが、天使族の連中が滅びたことで、お前はすべてのしがらみから解放された。その影響だろうな……暗示が解けて、またこうして話せるようになったというわけだ』

「そっか……うん。たしかに、あのころ……わたしには大切なお友達がいたような気がする……」

『やれやれ、だな。まあ、昔話は後回しだ。まずは、あの変態野郎をぶっ殺して、この場を切りぬけないとな』

「…………」

『おいおい、まさか戦う気力もないって言うんじゃないだろうな？』

「だって……もう戦う理由なんて、ないし……」

『たしかに〝幻神なんたら〟に参加する動機はなくなったかもしれねえが、お前は一匹の生命体として、この世に生まれ落ちたんだ。目の前に危機が迫っている以上、全力をもって戦うのが、正しい生命のありかただろうよ。ちがうか？』

「……そうかも。でも、もういいよ。あんなのに勝てるとは思えないし。元々、わたしって……争いごととか苦手だし」

『ったく、だらしねえな。でもまあ、お前らしいよ。なんと言っても、お前は〝慈愛〟が専門だからな。戦闘はむしろオレの領分だ。あのころみたいに、いやなことはすべてオレが肩代わりしてやるよ。お前はいま、生きる気力すら喪失しちまっている。まさか、オレを止めたりはしないよな？』

「それは……かまわないけど。そうだ、一つだけ教えてよ。どうしても、思いだせないことがあるの」

『なんだよ？』

「あなたの、お名前は？」

『おいおい！　それも忘れちまったのか？　いいか、一度しか言わねえぞ？』

　声の主は名のった。

『オレの名は──』




「──おいおい、どうした？　史上最強の天使族ともあろう者が、現実逃避か？」

　哀れな天使を眺めつつ、赤石あかし埜やは拍子抜けしていた。

　磔たつ刑けいに処された救世主さながら、鵺ぬえの肉で構築された十字架に固定されたリンデ。いまや虚うつろな目をして、ぶつぶつと独り言をもらしている。

　はじめて遭遇したときの神々しさは、もはや微み塵じんもない。これでは、そこらへんを歩いている小娘と大差ないではないか。

　天使族の拠点を壊滅させたのは、さすがにやりすぎだったのかもしれない。赤石埜としては、激情に駆られたリンデが本気で戦ってくれるのを期待していたのだが。

　史上最強の天使族、その能力の真髄を見せてほしいと思っていた。

　その上で、徹底的に叩たたきのめしてやるつもりだった。

　だが、いまのリンデはどうだ。

　戦意のかけらも感じられない。

「ちっ。マグロの女をいたぶっても、おもしろくないのだがな。少しはあがいてみたらどうだ？」

　赤石埜が脳裏で指令を送ると同時に、四方から蟲むし型の鵺がわらわらと湧きだしてきた。ねっとりとした粘液にまみれながら、十字架を這はい上っていく。そしてリンデの肢体に群がった。昆虫の死体に群がる働き蟻ありのように──。

　真新しい制服が、蟲たちの体液で汚されていく。まるで深海に潜む生物さながら、どの蟲にも円形の口がそなわっている。開くと牙きばがびっしりと並んでいる。

　その鋭利な牙が、次々と制服を切り裂いていく。穢けがれを知らぬ雪肌が、少しずつあらわとなっていく。

　きめ細かな肌に、別種の蟲が次々と吸いついた。こちらは蛭ひるにそっくりな個体だった。牙を突きたて、傷口から血を吸いはじめる。

　これほどの責め苦を受けても、リンデは微動だにしなかった。

　相変わらず、ぶつぶつと独り言をもらしているだけだ。

「……つまらん」

　赤石埜はすっかり興きよう醒ざめしてしまった。

　あれほど恋い焦がれた天使ちゃんが、この程度の女だったとは。

「天使族も災難だな。ディートリンデ・アルマ・ミカエリスという名の個体を創造するのには、それなりの代償を払ったはずだ。これは私の憶測にすぎないが、修道院の地下室に安置されていた〝天使の遺骨〟は、お前の誕生と無関係ではあるまい。その脇わきに安置されていた女性の遺骨もな。おそらくは──」

　あいにく、リンデは赤石あかし埜やの言葉など聞いてはいなかった。もはや半裸にされているが、一向に無頓着だ。蛭ひる型の鵺ぬえにも好きなようにさせている。

「興きよう醒ざめだ……もういい。これより、天使族代表を『幻神大戦』から排除する」

　千年の恋も醒さめた気分で、赤石埜はぱちんと指を鳴らした。

　十字架を構築していた肉塊が蠕ぜん動どうし、肥大化する。

　見る見るうちに、少女の肢体が柔らかな肉に埋没していく。蟲むし型の鵺たちも巻きこむようにして、肉塊はリンデを吞のみこんでしまった。

　リンデは悲鳴ひとつあげなかった。

　せめて断末魔の叫びくらいは聞かせてほしかったものだが。

　赤石埜は祭壇に背をむけた。

「ふん。これでは、運命の相手に出会えたと喜んでいた私がバカみたいだ──」

　その刹那、背後で膨大な妖気がほとばしった。

　そして、耳を聾ろうする爆発音が轟とどろいた。

「──!?」

　赤石埜はとっさに身がまえた。

　先ほどリンデを吞みこんだ肉塊が四散している。祭壇の周囲には血液と体液が水蒸気と化して、濛もう々もうと漂っている。スクリーンやアンプをはじめ、映像再生装置も吹き飛ばされていた。

　やがて霧が晴れ、そこには漆黒の人型が宙に浮かんでいた。

「くくっ、いいぜぇ。お望みどおり、戦ってやるよ」

　地獄の底から湧き起こったかのような声が響く。

「なっ……お前は──だれだ!?」

　赤石埜ほどの男が愕がく然ぜんとした。

　突如として顕現した天使は、赤石埜が恋い焦がれた天使とは、まるで別物だった。

　漆黒の翼が、ばさりと雄大な羽音を響かせる。

　対照的に、腰のあたりまで流れる髪は白銀だ。

　肉体を覆う鎧よろいと装束は、翼と同じく黒である。その衣装ときたら、肌の露出が多く、特に胸もとが強調されていて、全体的に煽せん情じよう的だ。天使というよりは、むしろ悪魔的なデザインと言えた。

　そして、その顔──。

　あの天使ちゃんは決して顔を見せなかったが、目の前の黒き天使はちがう。

　見るからに毒々しい化粧をほどこしている。アイシャドーにマスカラ。肌は真っ白に塗られていて、仮面の表面光沢を思わせる。紫色に塗られた唇がひときわ目立っている。

　一見、リンデとは似ても似つかぬように見えるが、見れば見るほど、素材はまぎれもなくリンデであることがわかる。

「本当にディートリンデ・アルマ・ミカエリスなのか？　いや、ちがうな……さしずめ別人格といったところか。あの小娘に、こんな秘密があったとは……」

　これほどの秘密を隠しているというのなら、あの修道院をもっと調査しておくべきだったかもしれない。が、「後悔先に立たず」である。

「お前、鵺ぬえ族だっけ？　ま、どーでもいいけど。どうせ死ぬんだからな──いまここで」

「なんだと？」

「お前はリンデの心をおびやかした。それだけで──」

　黒き天使が消えた。

「万死に値する！」

　その声は、赤石あかし埜やの背後から聞こえた。

「──！」

　赤石埜がはっとしたときには、強烈な打撃が背中を襲った。弾丸さながら吹っ飛ばされ、祭壇に頭から突っこむ。祭具の数々が散乱し、頭上に降り注いだ。

「ぐふっ……！」

　戦せん慄りつした。並みの幻棲種ヴエイロンであれば、確実に背骨を砕かれていただろう破壊力。衣服の下に甲殻虫型の鵺をしこんでいなければ、いまの一撃で本当に死んでいたはずだ。

「はっ。さすがに、この程度じゃ死なねえか。おら、さっさと起きろ」

　黒き天使は悠然として宙に浮かんでいる。

「ちっ。天使ちゃんは、あのまま死んでおくべきだった。せめて私の血肉となり、私の想おもい出のなかでのみ、生きつづけるべきだった。お前は、彼女の想い出を穢けがした……」

　赤石埜は立ちあがった。

「私の天使ちゃんを返すがいい、この外道が！」

「おいおい、外道は貴様だろうが？」

「一応、聞いてやる。漆黒の天使、その名を開示するがいい」

「ふーん、本当に知りたいのか？　べつに隠すほどの名前じゃないけどさ、絶望しても知らないぜ？」

　黒き天使はケタケタという笑い声をもらした。

　そして、名のりをあげた。

「オレはルシフェル。〝魔王〟の称号に値する存在だ」





Ⅸ　漆黒の狂天使







「……遅い」

　夜や行ぎようは自分の部屋で気を揉もんでいた。すでに時計は二十時半を回っている。結局、リンデがなかなか戻ってこないので、夕食を一人で摂とる羽目になった。

　よほど厄介な仕事を手伝わされているのだろうか？

　リンデが摩ま耶や美みに連れだされてから、およそ三時間が経たっている。

　心配だが連絡することもできない。リンデのスマホはいま、彼女の机の上に放置されている。摩耶美の勢いに翻ほん弄ろうされた挙げ句、持たずに出ていってしまったのだ。

「リンデ……」

　窓を開け放ち、外を眺めた。

　すっかり夜の帳とばりが下りている。

　ひんやりとした夜気が室内に流れこんできた。

　そのときだった。

　砲声のような轟ごう音おんが夜気を震わせた。

　女子寮からやや離れた位置にある礼拝堂が、大爆発を起こしたのだった。




　同時刻──。

　大たい雅がは夕食の席に着いていた。食卓にはチキン・カレー、焼きたてのナン、野菜サラダ……等々が並び、スパイスの芳香を漂わせている。なんでも市販のルーを使わずに作った、本格的なインド・カレーだそうだ。

「そうそう、叔母さん──市長から連絡があったんだけど」

　表面がパリパリのナンをちぎりつつ、黒くろ羽はが切りだした。

「鵺ぬえ族の代表がとても危険な存在みたいだから、他ほかの種族よりも優先して始末してほしいんだって」

「危険というなら、どいつも同じだと思うけど？」

　大雅は眉まゆをひそめた。

「性格に問題が大ありらしいわ。『幻神大戦』が正式に開幕する以前から、あちこちで悪さしてたみたいだし」

「しかし鵺と言われても、どんな種族なのかぴんと来ないな」

「まあ、わたしも鵺族なんてのが出てこなければ、知らずにすんだでしょうね。これ、開会式の映像よ」

　黒羽はタブレットを手にとった。何度か画面をタップしてから、大雅に手渡す。動画が再生されている。夜の海だ。在日米軍の艦船が映っている。

　アーレイ・バーク級ミサイル駆逐艦が二隻だな……と大雅は即座に判別した。

　そのうちの一隻に、突如、異変が起きた。

　特定の形をもたない、不気味な生命体に取りつかれたのだ。

　巨大な艦体が、徐々に吞のみこまれていく……。

　せっかくのミサイルも、あんな風に密着されたら発射できない。ＣＩＷＳでの反撃を試みたが無駄だった。どんなに弾幕を張っても、肉の塊はびくともしない。どれだけ被弾しようが、いくらでも再生してしまうのだった。

　そして──駆逐艦はあっけなく吞みこまれた。それで満足したのか、鵺ぬえとおぼしき生命体は海中に身を潜ませた。

「これが鵺族代表……とんでもない奴やつだな。規格外と言ってよさそうだ」

　大たい雅がが溜ため息いきをもらしていると、黒くろ羽はのスマホが鳴った。

「叔母さんからだわ──もしもし？　えっ、学園の礼拝堂が!?」

　黒羽が狼ろう狽ばいをあらわにした。御薪みかまぎ学園でなにかが起きたのだろうか。たしか敷地内には礼拝堂があったはずだが──。

　大雅がそこまで考えたとき、精神の内奥でなにかがむくりと鎌首をもたげるような感覚がした。

　──まさか……。

　その瞬間、大雅の意識は強制的に「裏」へと追いやられた。

「くく。感じる……とてつもない妖気を感じるぞ──！」

　滅めつ多たに表には出てこない「彼」が、このタイミングで「表」に浮上したのだ。

　見る見るうちに肉体も衣装も変化して、史上最強の吸血鬼「ヴラディスラウス・ドラクリヤ」としての姿になる。

　──おい、ヴラド！　なにを考えている!?　『幻神大戦』が許されているのは深夜零時以降だぞ？

　大雅はあわてて呼びかけた。肉体の主導権を強制的にうばわれた以上、いまの大雅にできることと言えば、せいぜい声をかけることくらいだった。

「ペナルティは罰金であろう？　ならば、あとで支払えばよい。少なくとも、失格になるとは記載されていなかったぞ」

　──それは、たしかに……そうだけど。

　豪快なようで、目ざといところもあるのだな……と、大雅は思い知らされた。時間帯を理由に引き止めることはできない。

「開会式では感じることのなかった、異常な気配だ。予をして〝異常〟と言わしめるほどの猛者……こやつが何者なのか、この目でたしかめたくなった！」

　とてつもない昂こう揚よう感が伝わってくる。開会式のときとは比較にならないほどだ。

　ヴラドをここまで駆りたてるのは、いかなる幻棲種ヴエイロンなのか──？

「ちょっと、どういうつもり……？」

　通話を終えたばかりの黒羽は、突如として現れたヴラドを前に、ただただ呆あつ気けにとられている。

「帰ったら、また血を与えよ。今こ宵よいは、前回以上に消耗しそうだからな」

　ヴラドはにやりとすると、窓から身を躍おどらせた。

「十七番目の吸血鬼よ、汝なんじの権能をここに示せ！」

　その呪文と同時に有翼の獣が顕現し、落下をつづけるヴラドを目指して加速した。

　──なんだ、こいつは？

　大たい雅がは啞あ然ぜんとした。

　夜陰にまぎれていたせいで、最初は翼竜のような生き物かと思ったのだが、よく見ると骨格しか存在しないのである。

　皮も肉も内臓も存在しない。骨格標本が自律しているかのようだ。こうして空を飛べているのが不気味だった。

　──そうか。これがヴラドの新たな能力……〝発掘〟できていたんだな！

　大雅は察した。

　ヴラドは骨のみの翼獣の背に着地すると、豪快に笑った。

「征ゆけ、ワイバーン！」




　御薪みかまぎ学園の上空では、漆黒の天使──「ルシフェル」と名のった幻棲種ヴエイロンが、赤石あかし埜やを攻撃していた。












　すでに赤石あかし埜やも全身を鵺ぬえと化し、戦闘モードへと移行している。巨大な円盤を彷ほう彿ふつとさせる姿。リンデとはじめて対たい峙じしたときと同じ姿であった。鵺族最強の形態フオームである。

　だが、ルシフェルの攻撃は異常だった。

　ルシフェルは漆黒の「魔ま槍そう斧ふ」をかまえている。ただの長柄武器ではない。剣のように長い刃やいばの脇わきに、斧おの状の刃が合体した形状をしている。夜の闇やみを凝縮したかのような趣があった。

　その複合的な刃に斬きり刻まれるたび、赤石埜は未知の苦痛をおぼえた。

　ふしぎなことに、傷がなかなか修復できない。ふだんの鵺なら、たとえ雨あられのような銃弾を浴びたとしても、すぐさま修復機能が発動する。龍りゆう族の「暴食」を受けたときですら、びくともしなかった。

　だが、ルシフェルの魔槍斧はちがった。その黒き刃に斬り刻まれると、細胞の自己修復機能が停止してしまうのである。

　いまや鵺の肉体は、開戦時に顕現させた質量の六割にまで減らされていた。

　──ぐっ！　なんという毒性だ……断面部の細胞が壊え死ししている！　これが〝魔王〟の力だというのか!?

　いったん拘束してしまえば、勝機はいくらでもありそうだったが、ルシフェルの飛行速度に追いつけない。漆黒の光を身にまとったルシフェルは、夜の闇と同化している。視認すら困難だった。

　では妖気を探知すればよいのだが、それができない。すでに戦域一帯にルシフェルの妖気が充みち満みちているからだ。

　ルシフェルから見れば、いまの赤石埜は巨大かつ鈍重な的に他ほかならない。

　──これでは、奴やつの〝結界〟に取りこまれたようなものではないか……！

　正解があったとすれば、彼女が「ルシフェル」と名のった時点で、全力で撤退すべきだったのだろう。

　だが、赤石埜はルシフェルと対峙する道を選んだ。

　この禍まが々まがしい天使ならば、少しは楽しませてくれるのではないか──そう考えてしまったのだ。

「おらおらおらあっ！　このクソ野郎、さっきまでの威勢はどうしたんだ？」

　夜空を華麗に舞いながら、漆黒の魔槍斧を振るうルシフェル。

　もはや防戦一方に追いこまれ、後退していく赤石埜。

　いつしか戦域は南方へと移動し、海上に達している。

　海抜三千メートルほどの空域。

　はるか眼下は真っ黒な海面。

　東の空には、真円を描く月が銀色に輝いている。

　海上都市は模型のように小さく見える。街の灯あかりが人間どもの生活を示していた。

　ふと、赤石埜は思いだした。

　あの修道院の地下室で発見した、巨大な柩ひつぎ。

　双頭の天使の遺骨。

　赤石あかし埜やは本能で理解した。あれは天使でありながらも、〝聖〟と〝魔〟の要素を一身に帯びた幻棲種ヴエイロンの遺骨だったのだろう。

　まさか天使族の肉体に〝魔〟の要素が顕現するとは意外な気もするが、おどろくには当たらない。

　堕おちた天使の物語なら、枚挙にいとまはないからだ。

　ルシフェルといえば、その代表格であろう。

　──ルシフェル。

　明けの明星を意味する名を持つ天使。

　光をもたらす者。

　元々は、神の右側に座すことを許されたほどの大天使であった。神からの信頼は篤あつく、その存在は光輝に満ちあふれていたという。

　だが、自らが神になりかわろうという邪心を抱いてしまい、神への叛はん逆ぎやくを企てた。そして地獄に堕とされた。いまでは〝悪魔の王〟と見なされている。

　一方、リンデは純じゆん真しん無む垢くな少女である。腐っても、リンデの担任を務めていた赤石埜である。彼女の性格なら、それなりに把握していた。

　──なるほど。あの〝双頭〟の子孫こそ、ディートリンデ・アルマ・ミカエリスというわけだ。さすがに〝双頭〟という肉体的特徴がそのまま遺伝することはなかったようだが、二つの精神が一つの脳に宿ったのだな。一説によれば、大天使ミカエルとルシフェルは双子の兄弟だという……つまり、ディートリンデの清純さはミカエル由来というわけか。研究者としては、なかなか興味深い存在だが……。

　もはや知的好奇心に意味はなかった。

　ここが自分の死地であることを、赤石埜はすでに悟っている。

「そこか！」

　と、ルシフェルの槍やりが一いつ閃せんした。

　刀身を包みこむ漆黒のオーラがほとばしり、ビームさながらの遠距離攻撃となって、赤石埜の肉を焼き尽くす。

　ついに、赤石埜の本体を覆っていた肉壁の一部が剝はく離りした。

　夜風が頰ほおをなでる感触がした。冷たかった。

「とっとと逝いっちまいなっ！」

　ルシフェルが得物をかまえ、流星のごとく迫る。

「ぐぬっ、こんなところで……！」

　赤石埜が生まれてはじめて絶望したそのとき──。

　凄せい絶ぜつな響きが、夜空に殷いん々いんと響きわたった。




「……ふむ。佳よい一撃だ」

　黒き天使の魔ま槍そう斧ふを受けとめたのは、ヴラドが振るう魔剣ツェペシュであった。

　異形の剣である。

　刀身は筋肉めいた材質で構成されていて、実際、ドクンドクンと脈打っている。その表面には血管のような筋が浮かんでいて、赤く発光している。武器というよりは、生物に近い存在だと思われた。

「なんだあ、てめえ？」

　天使にしては禍まが々まがしい幻棲種ヴエイロンは、いったん後方に引くと、忌々しげに吐き捨てた。

　ヴラドはワイバーンの背に仁王立ちすると、威風堂々たる名のりをあげた。

「我が名はヴラディスラウス・ドラクリヤ。吸血鬼の王なり！」

「はっ。そういや、相棒の記憶にチラッとだけ刻まれていたな……開会式では大活躍だったじゃねえか」

「予が名のったのだ。貴様も名のるがいい。それが礼儀というものだ」

「ならば聞け！　オレは『ルシフェル』の名を継ぎし者、現代に再臨せし魔王だ！　この名を聞いて恐れぬ者は、いますぐ地獄に落ちるがいい！」

　──おいおい、ルシフェルって……マジかよ？

　ヴラドの視聴覚を通じて事態を傍ぼう観かんしていた大たい雅がは、戸惑いを禁じ得ない。

　が、ヴラドのほうは、大雅と真逆の感想を抱いたようだ。共有した肉体を通じて、とてつもない興奮が伝わってきた。

「ははっ！　ルシフェルときたか！　著名な天使、いや、堕天使の名ではないか！　名を継ぎし……ということは、その子孫というわけか？　『幻神大戦』に参戦すべく、天使族もなりふりかまわぬ暴挙に出たと見えるな。だが、あえて言おう」

　ヴラドは大笑した。

「天使族よ、褒めてつかわす！　貴様のような猛者をこそ、予は求めていたのだ！」

「へへっ、いいぜえ……なかなか愉たのしませてもらえそうだ。少なくとも、そっちの雑魚よりはな」

　ルシフェルの視線が下方をむいた。

　先ほどまでルシフェルが圧倒していた幻棲種が、海面にむけて降下している。必死でこの戦域から離脱しているとしか見えなかった。海中に逃げこむつもりなのだろう。

　──おい、ヴラド！　あの肉塊……鵺ぬえ族じゃないか？　黒くろ羽はが優先的に殺せと言っていたような……。

「ふっ。あのような雑魚、興味が失うせたわ。奴やつに気骨があれば、より力を蓄えて我らに挑んでくるであろう。そうでなければ、二度と相あい見まみえる機会はあるまい。敗北を己の糧とするか、打ちひしがれて己の殻に閉じこもるか。いまこそ奴の真価が問われるときと言えような。それは幻棲種だろうが人間だろうが、同じではないか？」

　──いや、しかし……せっかく鵺を殺せるチャンスだったのに。結果的に、鵺を助けたことになっちまったぞ？

「予が助けたわけではない。奴やつの悪運が強かっただけのこと。それもまた、実力のうちであろう」

　ヴラドは喉のどの奥で笑った。

　だめだ。この戦闘狂になにを言っても無駄だろう、と大たい雅がは察した。鵺ぬえのことはいったん忘れ、目の前の敵に意識を集中させる。

　口調こそ荒々しいが、見た目は少女である。背中から翼を生やしているのを見ると、天使族だと推定できる。

　しかし、天使と呼ぶには黒すぎる容姿だった。

　月面さながら玲れい瓏ろうと輝く髪は幻想的で美しいが、全体的に禍まが々まがしさが際だっている。

　思わず凝視してしまうほど露出度の高い防具を装備していて、見るからに悩ましい。

　背中を覆うように生えた両翼にしても、墨で染めたかのように黒い。

　ふいに、大雅は妙な既視感をおぼえた。

　──あの顔、どこかで会ったことが……まさか！

　毒々しい化粧を施しているせいで、最初はわからなかったのだが、よく見るとリンデに似ているような気がした。

　西洋人形のようにととのった顔立ちは、見れば見るほどリンデに思えてくる。体型にしても、リンデと比べて違和感はない。もちろん、リンデがあんなにも煽せん情じよう的な格好をしているところなど、見たこともないのだが。

　──いや、まさかな……あのリンデが、あんな口調で話すはずもないし。でも、たしかに似ている……。

　可か憐れんなクラスメイトの姿を、大雅は脳裏に思い浮かべた。

　──少なくとも、リンデと関係があることはたしかだ……。

　大雅が心のなかでぶつぶつとつぶやいていると、

「月見里やまなし大雅、貴様は少し黙っていろ」

　突然、ヴラドががらりと口調を変えた。

　大雅はぞくりとして、思考を止めた。

「行くぜぇ……！」

　ルシフェルが魔ま槍そう斧ふを振りかぶり、一直線にむかってくる。

「はははははっ！　その身に流るる血潮、いかなる味がすることやら！」

　ヴラドも哄こう笑しようとともに魔剣をかまえると、使い魔ワイバーンの肋ろつ骨こつを蹴けった。

　ワイバーンは甲高い雄お叫たけびをあげると、すさまじい加速を見せた。

　吸血鬼と堕天使。

 〝吸血鬼の王〟と〝魔王〟。

　互いに「王」を名のる者同士が、真っ向から激突する──。




　自宅で待機していた黒くろ羽はのもとに一通のメールが届いたのは、ヴラドが飛びだしてから十五分後のことだった。送信元は《運営》である。

　記載されているリンク先に飛んでみると、動画の再生がはじまった。《運営》のメンバーのみがアクセス可能な動画配信サイトである。

　録画ではなく、リアルタイム映像らしい。

　夜空を背景にして、ヴラドと何者かが激しい戦闘を繰りひろげている。ヴラドが騎乗している生き物は、はじめて見るものだった。ヴラドが〝発掘〟した新能力だろうか。もっとも、骨だけの存在を生き物と呼んでいいのかどうかは謎なぞだが……。

《運営》の説明文によれば、ゴブリン兵を乗せたヘリコプターが現場に急行し、生中継をはじめたという。

　問題なのは、当初は鵺ぬえ族代表と天使族代表の戦闘であったことだ。ゴブリン兵が出動したのも、鵺族と天使族の戦闘を記録するためだった。

　天使が異様な状態──あの神々しい姿とは打って変わって、黒く禍まが々まがしい姿になっているのが不気味だったが、防戦一方に追いこまれた鵺の命が風前の灯ともしびだったのはまちがいない。当然、《運営》としては鵺の脱落、あわよくば死亡を期待したのだが……そこに吸血鬼が乱入した。

　その結果、鵺は撤退した。吸血鬼の真意は不明だが、結果的に鵺を救うことになってしまったわけで、《運営》のメンバーたちの不興を買ってしまったという。

「あの吸血鬼……なにをやってるのよ！」

　リビングのソファに寝ころび、指先でタブレットを操作しながら、黒羽は毒づいた。ヴラドが介入さえしなければ、鵺はあっけなく脱落していたというのに。

「それにしても、天使族代表の変わりよう……これは異常ね。どう思う？」

　ちょうど食後の紅茶を淹いれているミラにむけて、タブレットの液晶画面を示してみる。

「天使族代表の容姿は、開会式の映像でちらりと見かけた程度ですが……」

「とてもおとなしかったよね。開会式終了後のスコアも低かったし」

「はい。そのせいで、生中継の映像にもほとんど姿が見えなかったのだと思います」

「たしか、全体的に純白で……神々しいイメージだったと思うんだけど」

「髪の色は金髪だったと記憶しています。ただし、顔の造りは見ることができなかった……というより、認識を許されなかったというべきでしょうか」

「そうね。天使族の顔だけは……わたしも思いだせないわ。彼女の能力なんでしょうね。そこらへんの様子から判断して、積極的に最前線に出ていくようなタイプじゃないんだろうな、と予想していたんだけど。なのに、いまの彼女ときたら……」

「獰どう猛もうな野獣。あるいは、死神のように見えますね」

「まあ、鵺みたいに滅め茶ちや苦く茶ちやな幻棲種ヴエイロンがいるくらいだし、天使族になんらかの秘密があったとしてもふしぎじゃないけど……問題なのは、あのヴラドと互角に戦っているという事実ね」

　黒くろ羽はは鼓動の高鳴りをおぼえた。

　空中で激突する吸血鬼と天使の戦闘は、交錯するたびに熱い火花を散らすようで、一進一退の攻防と言っていい。つい仕事であることを忘れて、手に汗を握ってしまう。

「はい。それどころか、徐々に圧おされているようにも見受けられます。相手は翼をもつ天使族……おそらく、空中戦は最も得意とする分野でしょう。それに対して、ヴラド様は……あの骨格標本みたいな竜に騎乗している状態です。しかも、あの戦況ですと……新たな能力を〝発掘〟している暇もなさそうです」

　次の瞬間、天使の魔ま槍そう斧ふが一いつ閃せんし──。

　ヴラドの左腕を斬きり飛ばした。




　──おい、大丈夫かよ!?

「問題ない。この程度、すぐにくっつく」

　斬り飛ばされた左腕をワイバーンにくわえさせたヴラドは、いったんルシフェルから距離を置くと、魔剣ツェペシュをワイバーンの腹ふく腔こうに納めた。そして、腕の切断面に妖気をこめた。妖気が糸のように紡つむがれ、前腕と肘ひじをつなぐ。

　先ほど腕を切断されたとき、大たい雅がは壮絶な痛みをおぼえた。痛覚もヴラドと共有しているのだ、とはじめて気づいた。が、あの激痛も徐々に引いていく。

　人間の目には見えないはずの妖気の流れを、大雅はたしかに知覚した。ヴラドの視覚を共有しているおかげだろう。

　だが──突如として、妖気の糸が霧散した。

　あっと言う間に、斬り落とされた左腕は風圧に煽あおられて落下した。もはや回収するのは不可能だろう。

　──どうしたっていうんだ？

「ふん。あの剣に斬り裂かれると、自己治癒能力を著しく阻害されると見える。米軍の特殊弾薬とは、また異なるアプローチだな。奴やつの妖気そのものが、毒素として機能しているというわけだ。察するところ、あの鵺ぬえ族にしても、その気になればいくらでも質量を増大できるタイプと見受けたが、あっけなく敗れ去ったところを見ると、この毒素に苦しめられたのではないか？」

　──のんきに分析している場合かよ？　追ってくるぞ！

　大雅が指摘したとおり、ルシフェルはぐんぐんと加速して、いまにもワイバーンの尻尾しつぽをつかみそうな勢いである。ワイバーンも全力で逃げているが、ポテンシャルの差が大きすぎる。

「なかなか愉たのしませてくれる」

　ヴラドは余裕たっぷりにつぶやくと、右腕を振りかぶった。妖気をこめた手刀を左肩に振りおろし、左腕の残りを自ら切断してしまう。

　──ぐっ！

　二度目の激痛が走る。大たい雅がは思わずうめいてしまったが、ヴラドは余裕たっぷりの様子である。

　と、肩から下の部分が見る見るうちに再生し、筋骨隆々たる腕となった。やや遅れて、破れた袖そでも再生する。傍はたから見れば、無傷の状態に戻ったのだった。

　──切断面の毒素を排除するために、肩から下を自分で斬きり捨てたってわけか。

「そのとおり。あのまま放ほうっておいたら、いずれ毒が全身に回ってしまうからな」

　微笑をもらしつつ、ヴラドはふたたび魔剣ツェペシュを手にとった。

「敵のほうが機動力は上、これは認めざるを得ん。さて、どうしたものかな？」

　ヴラドが戦術について尋ねてきたので、大雅は面食らった。そんな殊しゆ勝しような一面があるとは想像もしていなかった。いや、それだけルシフェルが強大ということかもしれない。

　──そうだな。機動力に差があるならば、その差をなくす必要がある。障害物の多い場所に誘いこむのはどうだ？　開会式で利用した第六区……あそこなら建設途中だし、いまは建設業者ですら立入禁止状態になってるらしい。だれかを巻き添えにすることもないだろう。ちなみに第十二区も建設途中だけど、あちらは障害物が極端に少ない。今回の戦闘には不向きだ。

「ふむ、冷静な判断だ」

　ヴラドはあっさり同意すると、ワイバーンの肋ろつ骨こつを強烈に蹴けった。

　ワイバーンは悲鳴のような咆ほう吼こうをあげると、さらに加速。いつの間にか戦域の付近を飛んでいたヘリコプターの脇わきを弾丸さながら通過して、海上都市オリュンポスを目指した。

「おいおい、逃げるしか能がないのかよ！　吸血鬼代表ってのは、この程度か！」

　悪態をつきながらルシフェルが追いかけてくる。邪魔くさいとばかりにヘリコプターを破壊して、ゴブリン兵を容赦なく吹き散らしたあと、さらに速度を増した。




　礼拝堂が謎なぞの大爆発を起こして以降、女子寮はその噂うわさでもちきりだった。

　学院側から「外出は厳禁」と言い渡されているため、多くの女生徒は窓ぎわに立ち、礼拝堂の跡地を遠目に見物している。

　爆発から一時間ほどが経過したが、いまもパトカーや警察車両、そして消防車が行き交っている。

　今夜は回転灯の赤い光が途絶えることはなさそうだった。

　夜や行ぎようもまた、自室の窓から礼拝堂のほうを眺めつつ、リンデの身を案じていた。

　いまなおリンデはもどってこない。

　噂によれば、寮長の摩ま耶や美みも行方不明だという。

　夕方、摩耶美とリンデが何の用事で礼拝堂にむかったのか、夜行は聞いていなかった。

　だが、もしかしたら……二人の失しつ踪そうは、礼拝堂の爆発事故と関係があるのではないか。あまりにもタイミングが一致しすぎている。とはいえ、あの二人と爆発事故との間にどんな因果関係があるのかは、想像もつかなかった。

「リンデ……お願い、早く帰ってきて……」

　夜や行ぎようは窓ぎわにたたずんだまま、祈るようにつぶやいた。




　先日の開会式の影響で、第六区は戦場跡さながらの様相を呈していた。

　建設途中だったビルの半数が瓦が礫れきの山と化している。

　道路の多くは舗装がすんでおらず、土壌が剝むき出だしとなったままだ。『幻神大戦』が終わるまで、この第六区は大いに活用されるだろうから、工事の再開は先のことになると思われた。

　ワイバーンは転がるように着陸すると、もはや力尽きたと言わんばかりに霧散した。

　ヴラドは騎竜の消失などどこ吹く風といった顔で、軽やかに着地した。

　と、すぐ背後で轟ごう音おんが炸さく裂れつした。ルシフェルが着地したのだ。土砂が吹き散らされ、暴風さながら吹きつけてくる。

「いい加減、単純な打ち合いにも飽きてきたところだ──」

　ルシフェルの双そう眸ぼうが爛らん々らんと輝いた。

　膨大な妖気が膨れあがり、紅ぐ蓮れんの炎さながら全身を包みこむ。

　黒い翼が羽ばたく。

　次第にルシフェルは上昇し、満月を背にした。

　妖気が靄もやのように重なって、いまや月の表面は鮮血のごとく染まっている。

　ルシフェルは天を指さすように、右手を振りあげた。

　やがて、夜天に続々と深紅の光点が芽生えはじめた。

「知っているか？　中世の民間伝承では、天より降り注ぐ隕いん石せきは、このオレに由来するとされていた。これを見れば納得できるだろうぜ！」

　ルシフェルが右腕を振りおろす。

　と同時に、〝隕石群〟──厳密にはルシフェルが自身の妖気で構築したエネルギー体が次々と飛来した。弾雨のごとくヴラドの頭上に降り注ぐ。まるで天空に設置された機関銃がフルバーストしているかのようだ。

「いいぞ、それでこそ〝魔王〟の称号に値する！」

　ヴラドは嬉き々きとして、迫りくる〝隕石〟を魔剣で叩たたき落としていく。打ちもらした〝隕石〟は未舗装の地面に突き刺さるか、背後のビルに直撃し、すさまじい爆発を起こした。

　しかし、ヴラドはどれほど爆風に煽あおられようが一歩たりとも退ひくことなく、敵の猛攻に真っ正面から立ち向かう。

　──おい、バカ正直に受ける必要があるのか？　いったん退いてもかまわないんだぞ！

「はははははっ！　これだ！　これこそが、予の求めていた戦いだ！」

　ヴラドは全身で喜悦を表しつつ、大たい雅がの懸念を吹き飛ばした。

「ふん。だったら、これならどうだ！」

　ルシフェルも負けず劣らず、嬉々として叫んだ。

　ヴラドの視覚を通して、大たい雅がは見た。

　ひときわ巨大なエネルギー体が、ルシフェルの頭上に出現したのだ。その赫かく奕やくたる様子は、夜天に現れた太陽さながらであった。

　──なっ！　一体、どれほどの妖気を貯ためこんでやがるんだよ……！

　いくらヴラドでも、あんなものを喰くらったらひとたまりもないだろう。

　それ以前に、海上都市が跡形もなく消滅するのではないか。

「どんな味がするのか、存分に味わいやがれ！」

　ルシフェルが右手を振りおろすと同時に、〝巨大隕いん石せき〟の落下がはじまった。

「はっ、串くし刺ざしにしてくれるわ！」

　ヴラドは魔剣を投げ槍やりのようにかまえると、投とう擲てきした。魔剣は一直線に夜天を駆けあがり、迫りくる〝巨大隕石〟の中央に突き刺さった。

「おおおおおお……！」

　ヴラドとルシフェル、双方が同時に雄お叫たけびをあげる。

　魔剣は徐々に気弾に突き刺さり、ついには刀身の半分ほどが埋没した。〝巨大隕石〟の落下速度が弱まり、ついには停止する。

　だが──。

「まだまだ、ここからが本番だ！」

　ルシフェルの叫びとともに、ふたたび〝巨大隕石〟が落下を再開する。

　──なんてやつだ……！

　大雅は啞あ然ぜんとした。

　ついに魔剣は吞のみこまれた。

　障害を失った〝巨大隕石〟は、一直線にヴラドの頭上に落ちてくる。

　視界が真っ赤に染まり、惑ほ星しをも溶かしそうな熱量が襲いかかった。




　はるか眼下では、いましも吸血鬼ヴラドが〝巨大隕石〟に吞みこまれようとしている。ルシフェルの放った妖気が強すぎて、ヴラドの妖気が微弱に感じられるほどだ。

　実際、奴やつの妖気は消える寸前だった。

「あははははっ！　リンデ、見ているか？　オレたちは一心同体だ。これから先も、お前を脅かす存在はすべて、オレが排除してやるよ！」

　あいにくリンデの返事はなかった。

　その刹那、眼下を埋めつくさんばかりの〝巨大隕石〟から、一条の光こう芒ぼうが閃ひらめいた。

「なっ……!?」

　とっくに消滅したと思われていた魔剣が、脇わき腹ばらをごっそりと抉えぐりつつ、夜天へと駆けあがっていく。

　たちまち鮮血があふれ、全身を貫くような激痛に襲われた。

「ぐっ！」

　油断した。あの魔剣は〝巨大隕いん石せき〟に吞のみこまれたようなふりをしつつ、ずっと原形を保ったまま、虎こ視し眈たん々たんと好機を狙ねらっていたのだ。そして、戦闘機が太陽を背にして戦うように、あの魔剣も〝巨大隕石〟の輝きを背にした状態で、こちらに襲いかかった。そして、まんまとルシフェルの虚を衝ついた──。

　もし、ルシフェルが本能的に身体からだをずらしていなければ、心臓を貫かれていただろう。

　時を同じくして、〝巨大隕石〟が消滅した。

　妖気の残ざん滓しが、まるで星ほし屑くずのように夜空に舞いあがっていく。

　すでにヴラドの妖気は消失していた。あの〝巨大隕石〟が海上都市を吞みこむのを食い止めたのは、さすがと言えるだろう。だが、己の肉体に秘めたすべての妖気と相殺するので精一杯だったらしい。

「……ん？」

　脇わき腹ばらの激痛に耐えながら、ふいにルシフェルは眉まゆをひそめた。

　先ほどまでヴラドが仁王立ちしていた場所に、人影がたたずんでいるのだ。

　ヴラドではない。

　まず体格がちがいすぎる。だが、このタイミングで現れた人影が、ヴラドと無関係とも思えなかった。あたかもヴラドと入れ替わったかのようだ。

　ルシフェルは単純な好奇心から、謎なぞめいた人物の前に着陸した。




「はあ、はあ……」

　大たい雅がは肩で息をしつつ、状況の把握に務めた。

　先ほどの攻撃を相殺した結果、ヴラドはいったん引っこんだらしい。妖気を使い尽くしたのだった。

　その結果、人の姿に戻った。

　どうせヴラド・モードを解除するのなら、安全圏に移動してからにしてほしかった。が、吸血鬼ヴラドといえども、あの攻撃をしのぐだけで精一杯だったのだ。

「……どういう仕組みなのかはわからんが、お前がヴラドの本体か？」

　目の前にルシフェルが降り立った。

　顔を隠すだけの余裕もなかった。

　──顔を見られたか……。

　痛恨の極みだったが、時間は巻きもどせない。

　──さて、この状況を……どうやって切りぬける？

　大雅は自じ嘲ちよう気味に自問した。戦闘能力は一般人と大差ない。吸血鬼に特有の自己再生能力があるにしても、無限に再生できるかどうかはわからない。そもそも妖気を失っている以上、ちゃんと再生できるのかも謎だ。

　いまならば、ルシフェルは指先一つで吸血鬼族代表を消すことができる。

　大雅が受けた二度目の生も、これで終了というわけだ。

　それでも大たい雅がは血路を見いだすべく、周囲に視線を巡らせた。

　月の位置から時間を把握する。二十二時くらいだろう。地形はルシフェルの猛攻により更地同然となっている。せっかく障害物を求めて第六区を戦場に選んだのだが、もはや意味はない。

　ならば援軍は……少なくとも気配はなにも感じない。他ほかのプレイヤーがこの場に居合わせるという可能性もゼロではないだろうに、悲しいくらいに孤立していた。

「くく。そんな状態で、まだ諦あきらめていないのは称賛に値するぜえ」

「…………」

「だが、相手が悪かったな」

　ルシフェルが魔ま槍そう斧ふを無造作にかまえる。

　──くそっ……本当に、ここで終わってしまうのか!?

　その瞬間、ルシフェルの喉のどから可か憐れんな声が漏れた。

「だめっ！　その人を殺さないで！　彼はわたしの──」

　その声には、たしかに聞き覚えがあった。「わたしの」のあとにつづく言葉は、容易に想像がついた。

　たとえば「クラスメイト」。あるいは「友達」だろうか。

「リンデ!?　ずっと傍ぼう観かんしていたくせに、いまさら邪魔をするのかよ！」

　ルシフェルが忌々しげに叫ぶ。大雅がヴラドと肉体を共有しているように、ルシフェルの内部にも別人格が潜んでいるのか？　ならば、その別人格こそが──。

　そのときだった。

　轟ごう然ぜんたるプロペラ音とともに、戦闘ヘリの編隊が夜空に現れたのだ。機銃弾をばらまいてルシフェルを牽けん制せいする。ルシフェルはとっさに飛び退のいたが、動きに精彩が欠けているのは、脇わき腹ばらを負傷しているからだろう。魔剣ツェペシュにえぐられた傷は、かなりの深手だと思われた。

　それにしても、あれは援軍だと思ってよいのだろうか？

　夜陰のせいで細部は判別できないが、AH-64「アパッチ」シリーズだと思われる攻撃ヘリが全八機。恐ろしいほどの精密射撃でルシフェルだけを狙ねらっている。

　黒くろ羽はが差し向けた援軍だろうか？

　だが、それでは『幻神大戦』のルールに抵触しないのだろうか？

　以前、ためしに亜あ埜の瀬せミラをサポーター登録したことはあった。彼女であれば援軍としての資格はあるが……。

　一体……あの編隊はいかなる理由で大雅を支援しているのだろう？

「ちっ。今こ宵よいは退散してやる。だが、その顔──たしかにおぼえたぞ」

　やはり脇腹の傷を気にしているのだろう、ルシフェルは意外におとなしく後退すると、飛ひ翔しようした。

　ルシフェルの撤退を見届けると、攻撃ヘリの編隊もあっさりと飛び去った。大雅に通信をよこすこともなかった。

「……なにがどうなっているんだ？」

　そのとき、尻しりポケットのなかでスマホが鳴った。さすがは軍用規格ミルスペツクだけあって、壊れずにすんだようだ。

「……僕だ」

《いまからミラが迎えに行くから、第六区のゲート付近で待っててくれる？　詳しい話は、帰ってからするわ》

　黒くろ羽はの口調は、いつになく神妙だった。

「了解した」

　通話を切るやいなや、大たい雅がは深い溜ため息いきをもらした。

　問題なのは、ルシフェルとリンデの関係性について。

　今後、教室でどんな顔をして会えばよいのだろう？　あの状況から察するに、リンデも大雅の顔を見た可能性が高い。

「まあ、難しいことは帰ってから考えるか……」

　理由はよくわからないが、死線は越えた。

　なにげなく夜空を見あげると、満月が煌こう々こうと輝いていた。





エピローグ







　五月八日午前六時。

《運営》からすべてのプレイヤーに宛あてて、連絡用のメールが一斉送信された。





　　　現時点における参戦者数＝八名

　　　行方不明者数＝一名

　　　行方不明者につきましては、消息が判明し次第、お伝えいたします。




　　　なお、天使族、鵺ぬえ族、吸血鬼族、ゴブリン族には、指定時間以外での戦闘行為が認められたため、規定額の罰金を振りこんでいただきます。ご了承下さい。




　　　それでは皆様。

　　　引きつづき、『幻神大戦』を心ゆくまでご堪たん能のうくださいませ。







あとがき







　本書が店頭に並ぶ頃には、年の瀬が迫っていることと存じます。いかがお過ごしでしょうか。

　やはり、こたつでのんびりと蜜柑を食べるのが定番でしょうか。

　私などは、学生時代に愛用していた家具調こたつが壊れて以来、かれこれ八年ほどこたつのない生活を続けていますが、やはり冬になるとこたつが恋しくなります。




　それはさておき、『夢幻戦舞曲』の第二巻をお送りします。

　前巻では、一冊の大半をキャラ紹介に費やすという暴挙に出ましたが、今回はリンデがメインのエピソードとなります。

　となると、カバーを飾るのはリンデが最適なのですが、彼女はすでに第一巻の表紙に登場しています。

　最終的に、第二巻の表紙は刹せつ羅らに決定しました！

「計画性が無いな！」

　と、お叱しかりの声が聞こえてきそうですが、反論の余地もありません。

　とはいえ、むつみまさとさんが最高に美しい刹羅を描かいて下さったので、ご容赦くださいませ。

　ちなみに、本作で一番好きなキャラは誰かと問われたら、迷わず刹羅と答えます。それくらい思い入れの強いキャラです。

　なんとか年内に上梓できた第二巻、お楽しみ頂けたら幸いです。




　本作においても、多くの方々のお世話になりました。ご尽力を頂いたすべての皆様、そして読者の皆様に、心から感謝いたします。

　特に、むつみまさとさんには、どれほど感謝の言葉を並べても足りないほどです。一巻の発売前には、『幻神大戦』で戦う全キャラクター、そして御薪みかまぎ黒くろ羽はのデザインを一挙に完成させて下さいました。




　それでは皆様、良いお年をお迎え下さいませ。




　平成二十九年　師走
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